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　　　プロローグ







「あ、あの、いいですか？　もう一度だけ確認しておきますからね？　ね？」

　教室の前で、その女の子はググっと必死に背を伸ばそうとした。

　臙えん脂じ色のスカートを揺らし、持ち上げた小さな顔は童顔だけど可愛かわいいと思う。

　ベージュのカラーとリボンでラッピングされた白く細い首くび筋すじに、瑞みず々みずしい薄うすい唇くちびる。神秘的なアイスブルーの大きな瞳ひとみはちょっとタレ気味で、保護欲をそそられるものがある──なんてことを言い出したら最後、アブナイ人間のレッテルを貼はられてしまうから自じ重ちようしよう。

　だけども──やっぱり可愛いとは思うのだ。

　オドオドと巣穴から周囲を見渡す、臆おく病びような子リスみたいな感覚で。

　惜おしい。いや、本当に惜しい。

　これで身長が一六〇センチあったらなぁーと、本気で思ってしまうほど。

「お願いしますからね？　絶対に、絶対にバレたりしたらダメ──わわっ!?」

　突然、少女がバランスを崩くずした。

　無理な背伸びでつま先が限界を超えてしまったのだろう。ボクの胸をふわふわの金きん髪ぱつがポスンと叩たたき、なんとも言えない甘あまい香りが鼻び腔こうをかすめた。

「ゴ、ゴメンなひゃい！」

　と、女の子はブラックバスの襲しゆう撃げきを受けたエビみたいな俊しゆん敏びんさでボクから離れた。

「あ、ああの、決してワザととかじゃなくって───」

「わかってる。わかっているから」

　ワタワタと手を動かす女の子を宥なだめながら、ボクは苦笑を浮かべてしまった。確かに胸に頭ず突つきが刺ささったけど、痛くもなんともない。コッチの胸には豊満な二つのエアバックがついてるし、何より相手が小さくて軽すぎる。この女の子──美み鈴すず川がわエステルの場合は。

　何せ身長が一四〇センチあるかないか。

　良く言って中学生。私服で街を歩けば、誰が見たって小学生だと思うだろうし。

　挙句あげくに童顔──いや、それはそれで可愛いし、ティーンズ系雑誌の表紙だって飾れるレベルだとボクは思う。ただし、それは中学生以下のジュニアアイドルとしての話。これで本当に同い年の高校二年生だっていうんだから、世の中ってヤツは容よう赦しやがなくて残ざん酷こくだ。

「わ、笑わなくたっていいじゃないですか、コバヤ───」

　瞬しゆん間かん、美鈴川の表情が凍こおった。

　あれだけ人に念を押しておきながら、自分が先に口を滑すべらせてどうするんだよ。

　確かにボクの本当の名前はソッチなんだけどさぁ。

「──コホン。と、とにかく今日からアナタは黒くろ瀬せさくらなんですよ？　いいですね？」

　……全力で自分のミスを流しただろ、今。

「他の名前で呼ばれても、絶っっっ対に返事しちゃったらダメなんですからね？」

　フッ、それは言われるまでもないことだ。

　今のボクはボクじゃない。黒瀬さくらちゃんなのだ。

　誕たん生じよう以来十六年と九ヶ月、年中無休二十四時間続けてきたボクは──死んだ。

　ああ、天国のお母さんごめんなさい。あなたの息子は今日からしばらく女として、黒瀬さくらとして生きていきます。この足元がスースーする短いスカートも、ボクが女装趣味のヘンタイさんだからでは断じてありません。ちょっとクセになりそうとか、これっぽっちしか思ってないから安心して下さい。

　それから息子をほったらかして海外を飛び回ってる我が父よ、頼むから帰ってくるな。

　つーか、もう一生帰ってくんな。

　ともあれ、今日からボクがさくらちゃん。

　清楚せいそで可憐かれん。品行方正という言葉がとっても似合う、黒瀬さくらちゃんになったのだ。

　ちなみに先日までのさくらちゃんの中の人はというと───。

《大だい丈じよう夫ぶです、リョーヘイさま》

　ボクの隣となりにスッと幽ゆう霊れいみたいに姿を現した。でも、周りには彼女の姿は見えていない。見えていたら、今頃とんでもないパニックになっていただろうけど。

《リョーヘイさまなら、きっとわたくしの代役を果たすことができますわ》

　ニコリと微笑ほほえみ、またボクの身体からだの中へと。

　ああ、なんでだろう。根こん拠きよのない励はげましでも、この子の言葉ならすんなり胸に入ってくるから不思議だ。何よりこんな状況になっても不満や不安を一つも口にしないし、ボクのことを気づかってくれるんだから、やっぱりさくらちゃんってばイイ子だよ。

「それじゃ入っちゃいますよ？　いいですね？　本当に入っちゃいますからね？　ね？」

　それなのに、なんで美み鈴すず川がわはそんなにガチガチに硬くなっているのやら。

　大丈夫じゃないのはどう見たってソッチの方なんだけど……まぁ、いいか。

　肩かたをすくめ、扉とびらに手を当てたまま動けない美鈴川に代わってその扉を開き──ボクは背中から聞こえた情けない悲鳴を無視して教室の中へと踏み出した。

「お早うございます。皆さん」

　ボクの第一声に喧けん騒そうが一いつ瞬しゆん、静かになった。

　そして───。

「お早う黒瀬さん」

「お早うございます」

「オハヨ～」

　次々と返ってくるクラスメイトの明るい声。

　たった一声で挨あい拶さつの輪がキラキラと広がってゆく光景は、さすがだ。クラスどころか学年の中でもトップクラスと言われるさくらちゃんの人気を再認識しながら、ボクはクラスメイトの視線に軽く手を振って、机の上に鞄かばんを置いた。

　──うん。やっぱりなんの問題もないじゃないか。

　なんたってボディーだけなら１／１パーフェクト黒くろ瀬せさくらちゃん。どんなに目を凝こらしたところで、そう簡単に中身までは見破れるワケがない。だからボクは振り返り、まだ扉とびらの陰に隠かくれている美み鈴すず川がわへと視線を送った。

　ところが美鈴川の表情は蒼そう白はくで、ブンブンと可愛かわいい頭を左右に振るばかり。

「どうかしましたかエステルさま？　大だい丈じよう夫ぶですから早く中に入ってきて下さい」

　どんだけ小心者なんだと、ちょっと苦笑する。

　やがて美鈴川も決意を固めたのか、ダッと教室に飛び込んできた。

「あら、お早う美鈴川さん。どうしたの？　ちょっと顔色悪くない？」

「な、ななななんでもないですからっ。大丈夫ですからっ」

　訊たずねるクラスメイトに美鈴川は目も当てられないような素すっ頓とん狂きような声で応こたえ、両手を振り回した。怪しい、なんてもんじゃない。思いっきり不ふ審しん者だ。声を掛けたクラスメイトが困ったような眼まな差ざしをコッチに向けたくなるのも、よぉ～くわかる。ココがアメリカの国際空港だったら、間違いなく武装した警備員に十と重え二十重ふたえと囲まれているぞ。

　と、美鈴川はボクの元へと一直線に駆かけてきた。

「どうした──コホン。どうかなさいましたか、エステルさま？」

「さ、さくら……。違う。そこ、違うから───」

「？」

　違うって、何が？

　首を傾かしげると、思考を掠かすめるようにさくらちゃんの声が頭に響いた。

（申し訳ありませんリョーヘイさま。わたくしの机はあちらでございます）

　──へ？

　ボクは鞄を置いた机に視線を落とした。小こ汚ぎたない机の表面には、何故なぜだろう。見覚えのあるキズやらラクガキやらがアチコチに刻み込まれているではないか。

「……あれ？」

　あは、あははは……。

　誤ご魔ま化かすように乾いた笑みを浮かべつつ、ボクは黒瀬さくらの机に移動した。

　いや、ほら、アレだ。つい日常の中の習慣ってヤツ？

　靴くつ下したを穿はくのは右足からとか、お風ふ呂ろで最初に洗う部分は左手の二の腕うでだとか、通学路のコンビニでグラビアアイドル宮みや古こえみりちゃんの大だい胆たん水着をチェックするとか──そんな心の言いわけをしながらチラリと美み鈴すず川がわの様子を窺うかがって、ボクはビクリと肩かたを震ふるわせた。

「う[image: ～][image: ～][image: ～]っ」

　な、なんか涙なみだ目めになった美鈴川の背中から、真っ黒な怒りのオーラが……。

　ヤ、ヤバイ。瞳ひとみの潤うるんだ女の子に見つめられて背せ筋すじが寒くなるなんて、出来れば一生経験したくなかったんだけど……と、とにかくこれからは気を付けよう。これ以上、美鈴川を刺激するのは、核地じ雷らいの上でワルツを踏むより色々な意味で危険だから。

「おーい。リョーヘイは来てっかぁー？」

「ほい？　なに？」

　ガタガタガタズデンッ！

　反射的に手を挙げたボクの後ろで、もの凄すごく痛そうな音がした。振り返れば盛大に引っくり返した机の上に、小さい身体からだでボディープレスを掛けている美鈴川の姿が。

「……う……ぐす…ふぇ…」

　派手な転倒とすすり泣く声に、さすがに教室の中がざわめき始めた。

　ざわ……ざわ……ざわ……と、どっかの賭と場ばみたいに緊迫した空気が肌はだをかすめる。

　こ、これはちょっとマズイかも……。

「ちょっとごめんなさい[image: ～][image: ～][image: ～]」

　ボクは美鈴川の腕うでを摑つかむと、脱だつ兎との如ごとく教室から飛び出した。

　噴ふき出す冷ひや汗あせは未いまだに止まらず、むしろその流量を加速度的に増やしている。

　全く、なんでこんなややこしいことになってしまったんだろう───？

　問い掛けたところで応こたえる声があるハズもなく、ただ全力で廊ろう下かを疾しつ駆くする。すれ違う奇異の眼まな差ざしと、呪じゆ詛そのように響く「小こ林ばやしくんのバカ。小林くんのバカ」という美鈴川の声をＢＧＭにしながら、とにかく遮しや二に無む二になって人ひと気けのないどっかへと。

　慣れないスカートが振り乱れるのも構わずに、とにかく全力で。







　黒瀬さくらになったボク──小林遼りよう平へいの一日目は、こうして走ることから始まった。













　　　一章　　月がとっても紅いから










　　　　　　　　　　　　　　１




　ふと教室の窓から空を仰あおげば、薄うすい青色が山の稜りよう線せんまで続いていた。

　ただただ広く、ただただ青く。

　澄すんだ五月の風に揺れる新緑の田畑は目には優しい色だけど、ぼんやり眺ながめ続けるにはいささか単調すぎる光景だなと、窓辺に寄り掛かりながらふと思う。

　少し視線を上げれば、遠くに見えた県道を走る車の数は実に疎まばらだ。

　更さらにその向こう側を走る単線の私鉄は当然のようにワンマン電車で、本数は一時間にせいぜい一本か二本か。街の方から来た人間にはそれが珍めずらしいらしく、大抵が回数券の存在にビックリするらしい。

　何を隠かくそう、このボクだってそうだったから。

　小学生の頃まで大きな街に住んでいたボクにはワンマン電車はもちろん、ナチュラルにカブトムシが獲とれる雑ぞう木き林ばやしの存在というものは、実に新鮮なものだった。

　──もっとも、直すぐになんにもない退屈な場所だと気付かされもしたけど。

　八つの歌と書いて八よう歌か市いち。

　長閑のどかを絵に描いたような町であり、そんな町の外れに佇たたずむ公立高校から眺める風景は、長閑を通り越して退屈そのものだ。大体、二年生に進級した直後はそれなりに新鮮だったクラスメイトの顔だって、一ヶ月も過ぎればそろそろ飽あきる。ついでに言えばこの学校、この町で唯一の公立高校である県立八歌市高校は、全校生徒の数も少ない上に中学時代からの見知った顔も多いから、倦けん怠たい期きに突入したカップルみたく虚むなしい放物線が胸を掠かすめるのだ。

　だから──ってワケでもないけれど。

（さて、そろそろかな？）

　ボクは何気に視線を遠くの田畑から、窓の下の中庭の一角へと移動させた。

　退屈でありふれたお昼休みを少しでも至し福ふくの時間に変化させるべく、ボクはアンパンを片手にしばし待つ。大抵、彼女たちはお昼休みをソコで過ごす。天気が良い日はほぼ一〇〇％の確率だから、多分今日も──ほら、来た。

　お目当ての制服を見つけて、ボクは心の中で口笛ぶえを奏でた。

　雑然とした雰ふん囲い気きの中庭にあって、一ひと際きわボクの眼まな差ざしを吸い寄せるその女の子。遠目から見てもわかる、穏おだやかな春の陽ひ射ざしのような微笑はまるで───。

「何を見ている、遼りよう平へい」

　不意に響いた声に、ボクは渋しぶい表情を浮かべた。

　それは相手が男だったからじゃない。……いや、それもあるけど問題は声の主だ。クールな顔立ちに一七五センチを超える身長──ちなみにボクは一七〇センチ──を支える脚あしは、羨うらやましいくらいに長い。ソイツは無断で横に並ぶと、フレームの細い眼鏡めがねを少し動かし、レンズを怪しい光で満たすのだった。

　ちなみに遼平というのはボクの名前。

　フルネームは小こ林ばやし遼平。

　隣となりに立ったメガネ野や郎ろうに比べたら、学力・身長・容姿ともにいたって平へい凡ぼん。敢あえて特徴を挙げるとすれば……何かあったかな？　いつも赤点ギリギリながらも追試と補習だけは回かい避ひしている絶ぜつ妙みようのバランス感覚と、八ハチ高コウ園芸部唯一の男子部員だってことくらいかも。

「また黒くろ瀬せさくらか」

　メガネ野郎は「また」の部分を強調して、レンズのブリッジを指で押さえた。

「……またで悪かったな、鈴すず香か」

　だからボクもムスっとした眼まな差ざしで相手──御手洗みたらい鈴すず香かを横目でにらみ返した。

　中学校からのツレで、親友といってもいいんだけど……なんていうか、アレだ。特殊な方向に傾いた価値観と思考回路に、若じやつ干かんの問題があるヤツだと思う。

　その価値観というのが───。

「止やめておけ遼平。お前にあのタイプのキャラは攻略不可だ。黒瀬さくらがいかに完璧であろうとも、所詮はヤツも三次元だ。三次元は異次元に帰れ」

「つーか、お前が帰れ」

　つまり、こういうヤツなのである。

　黙だまっていれば四角い眼鏡を知的に光らせる美男子なのに、どういうワケかその思考の海はどこまで行っても二次元。コイツにとっての世界とは０と１の羅ら列れつであり、紙とＪＰＥＧがあれば生きていけると豪ごう語ごするような人間なのだ。

　まともに相手をすると、時々凄すごく疲れる。

　だから鈴香の話は適当に聞き流して、ボクは再び中庭へと視線を転じた。

　中庭の端はしっこ。学校では一番大きな榊さかきの木の下。

　腰こしまで届く綺麗きれいな髪かみと、柔やわらかな笑顔を浮かべたクラスメイト。

　ボクがこの学校の中でもナンバー１だと思う美少女──黒瀬さくらちゃん。

　彼女の笑顔だけは一ヶ月どころか一年中見続けたって大だい丈じよう夫ぶ。見慣れたはずの臙えん脂じ色を基調とした制服ですら、彼女のものだけ補正が掛かって特別に見えるくらいだし。清楚せいそなお嬢じよう様的な雰ふん囲い気きと、ちょっと短めのスカートの調和も実に見事。芝生しばふの上にビニールシートを広げる仕し草ぐさは、天てん蓋がい付きのベッドに純白のシーツを広げるような優ゆう雅がな動線を虚こ空くうに描いて、思わずうっとり見み惚とれてしまう。

　細い首くび筋すじを飾るシルバーのチョーカーと金色の鈴も、可憐かれんで可愛かわいいアクセント。

　非公式ながら二期連続でミス八ハチ高コウに選ばれたとか、コクられた回数は百に届くとか。

　鈴すず香かの言う「攻略不可」って言葉もあながち間違いじゃない。何せそれだけの数の告白を受けながら、彼女のハートを陥かん落らくさせた勇者は一人として存在しないのだ。

　つまり告白の成功確率は〇％。

　一とか二とか〇・一とか細かい数字を並べる必要もなく、シンプルに〇。

　突とつ撃げき＝玉ぎよく砕さいという、実にわかりやすい図式しか存在しないのである。そんな難なん攻こう不ふ落らくぶりを誇るのは、さくらちゃんの眼まな差ざしがたった一人にしか向いていないからだろう。そもそも中庭に甲斐かい甲斐がいしくビニールシートを広げたり、ランチの入ったバスケットを掲さげていたりするのだって、全すべてはその子一人のためなんだから。仮にソイツが男だったら、嫉妬しつとと怨嗟えんさの容よう赦しやのないフルボッコで今頃は冷たい墓石の下で永眠休学も止やむなきところだが、誰にとって幸いなことかその果か報ほう者ものはごくごく普通の女の子だった。

　……いや、アレはアレで普通とは言い難いものがあるかもしれない。

　まずなんと言っても目を引くのがその身長。たったの一四〇センチ前後という、どう見ても中学生もしくは小学生サイズ。サンドイッチを受ける手なんかブカブカの袖そで口ぐちからちょこんと顔を覗のぞかせている程度で、リスがくるみを齧かじっているような愛らしさを醸かもし出している。

　しかも中庭に流れる風に舞うのは、高級蜂はち蜜みつを溶とかしたようなふわふわの金きん髪ぱつ。

　瞳ひとみの色は良く晴れた朝にも似た、透すき通るようなアイスブルー。

　そんな外見的な特徴からも想像できる通り、彼女は外国人の血を引いている。もっともお母さんは日本人らしく、しかも旧家の資産家だとかなんとか。

　彼女もまたボクのクラスメイトで、名前は美み鈴すず川がわエステル。

　でも、詳くわしいことはよく知らない。いや、知らないというか余り話したことがない。なんで彼女みたいなお金持ちのお嬢じよう様が、ウチみたいな田舎いなかの公立高校に通っているのかも。わかっているのは旧家とかお金持ち云うん々ぬんの話が本当のことで、実はさくらちゃんは美鈴川家に代々仕えている家系らしいということくらいだ。コレは噂うわさ話じゃなくて、本人が誇らしげに公言しているのだから事実なんだろう。

「そういえば鈴香。お前的にはアレはどうなんだ？」

　アレっていうのは、もちろん美鈴川のことだ。

「ふむ……。確かに美鈴川は三次元にしておくには惜おしい逸いつ材ざいだ。彼女が二次元で然るべきシナリオが用意されていれば、夏コミで島を作ることも可能なのだろうが……」

　と、一いつ旦たんそこで言葉を切って。

「だが止めておこう。三次元の幼女に手を出すヤツは、人間として最低のクズだ」

　吐はき捨てるように鈴すず香かは言った。

　美み鈴すず川がわは幼女じゃなくてボクらと同じ高二……いや、もはや何も言うまい。

　軽い目眩めまいに首を振ったその直後、中庭の方でちょっとした異変が起こった。

　バレーボールで遊んでいた女子が、過ってボールを変な方向へ弾はじいてしまったのだ。

　弾かれたボールは転々と跳はね──美鈴川の手元に納まった。

　そこからの美鈴川の姿は滑こつ稽けいだった。爆ばく弾だんでも拾ったみたいにあたふたと動揺して、さっさとボールを投げ返せば済む話なのに、それすら出来ないでいるのだ。

　水族館のオットセイだって、もうちょっとスムーズにボールを返却できるだろうに。

　でも、たったそれダケのことが美鈴川には出来ない。

　しまいには相手の顔を見ないように真下を向いて、ボールだけを差し出している。

「何をやってんだかなぁ～」

　気が付けばポツリと、ボクはそんな言葉を口にしていた。

　呆あきれと苦笑が滲にじんだ声だったと思う。

「今度は美鈴川か、遼りよう平へい。つくづく三次元が好きな男だな、お前も」

「いや、別にそういう意味じゃなくて──つーか、三次元が好きなのは普通だろオイ！」

「老ろう婆ば心しんから忠告しておく。黒くろ瀬せさくらは論外として、美鈴川も止やめておけ。聞いたところによれば、アレは中学の頃からあの調子だ」
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　あの調子──極度のアガリ性とか男女の区別のない対人恐怖症のことか。

「アレは黒くろ瀬せさくら以外の誰かと打ち解けるつもりがない。無口系孤独少女なら今でも充分に需要を確保できるが、アレは単に臆おく病びようなだけだ。関わると疲れるだけだぞ」

「需要ってなんだ、需要って」

「そもそも連中は三次元だ。生きているだけで二酸化炭素を撒まき散らし、地球温暖化を促そく進しんしている人類の敵てきだ。その点、同じ三次元でもフィギュアは素す晴ばらしい。二酸化炭素も吐はき出さないし、水も食料も必要としない……フフ、フフフ」

「鈴すず香か。一度、病院に行こう。な？　いいから病院に行って入院してこい」

　段々と目付きが妖あやしくなってきてるから。

「いや、病院に行く予定はないが、行かねばならない場所は他にある。今日は新作ＤＶＤの発売日だからな。もちろん予約は入れているから買い逃す心配は不要だが、一刻も早くこの手に抱いだきたいファン心理……お前ならわかってくれるはずだ」

「知るかそんなもん。つーか、今時ネット通販で届けてもらえよ」

「バカか貴様？　ああいうのは自分で店に行くからいいんだよ」

　はいはい、そういうものですか。全く、コレだからマニアってヤツは……。

「理解してもらえたところで、今日の掃そう除じ当番を代わってくれ」

　いや、だからそれは一体どういう理屈だと。

「対価として次の数学の宿題、丸写しノートを渡す用意があるわけだが───」

「まかせろ、心しん友ゆう」

　ボクは鈴香の手をしっかりと握にぎった。

　そしてもう一度、中庭に視線を向ける。

　受け取ったボールは結局さくらちゃんが女子に返していた。ペコペコと頭を下げる下級生を相手に、ニコニコと嫌いやな顔一つしないで。それは別に構わないけど……その様子を眺ながめる美み鈴すず川がわの面おも持もちは、なんだかとっても寂さびしげだった。

「誰とも打ち解けるつもりがない、ねぇ……」

　呟つぶやいた言葉は、ボク以外の耳には届かなかった。
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　打ち解けるつもりがないのと、打ち解ける方法がわからないとの間には、似ているようで随ずい分ぶんと大きな隔へだたりがあるような気がする。

　なんとなくだけど、ボクはそう思っている。

　美鈴川とさくらちゃんを見ていると、特に。

　ぶっちゃけて言うと美鈴川にもさくらちゃんにも、友達らしい友達はいない。部活にも入ってないし、登下校も二人だけで他の誰かと一緒なところを見たこともない。

　なんでボクがそんなことを知っているかと言えば、答えは簡単。

　二人のことは──より正確には二人の内の一人、さくらちゃんのことなら入学以来ずっと見ていたからだ、ハハハ。

　──だからって、ストーカーとかじゃないデスヨ？

「もっとも、美み鈴すず川がわに言い寄ってきた男の数も、それなりの数になるらしいがな」

　と、そんな噂うわさをどうでもよさそうに教えてくれたのは、二次元フェチの鈴すず香かだ。

　さくらちゃんの難なん攻こう不ふ落らくぶりは有名だけど、実は美鈴川も地味に難なん攻こう不落なのだと。

　確かに身長の低さはネックなものの、美鈴川の顔立ちは妖よう精せいみたいに可愛かわいいから人気があってもおかしくないのは頷うなずける。

　だけど美鈴川もさくらちゃんと一緒で、誰とも付き合っていない。

　既すでに付き合っている相手がいるとか、そういう話も一つもない。

　誰に何を言われようが、「ゴメンナサイ」と頭をぺこぺこ下げるのだそうだ。

　これは何も男子の告白だけに限らず、例えば女子が一緒に遊びに行こうとか、お昼にご飯を食べようとか誘っても、対応は同じになるらしい。なるほど、その部分だけをピックアップすれば、美鈴川は誰とも打ち解とけるつもりがないのだと誰しもが思うだろう。

　この件に関して、曰いわく───。

『美鈴川はお嬢じよう様だから習いごととかが忙しいらしい』

『実はもう直すぐ国外へ引っ越す予定があるから日本の友達を作りたくないらしい』

『単に下しも々じもの人間と口をききたくないダケ』

　等々、色々な憶おく測そくが飛び交かうのは当然のことだろう。

　そして現在、それらの噂うわさを集約したように「美鈴川は極度のアガリ性と対人恐怖症で、誰とも付き合いたくない」という話が、最も有力な説として認識されているワケだが。

「おーい、さくらちゃーん」

「はい？　なんでございますか、小こ林ばやしさま？」

「っ───!?」

　廊ろう下かで名前を呼ぶと、さくらちゃんはゆっくりと振り返り──その隣となりりにいた美鈴川はさくらちゃんの背中に隠かくれるようにして、怯おびえた眼まな差ざしをボクに向けた。

　そんなに怯えさせるような声をしているのかな、ボクって？

　いや、そうじゃない。コレが美鈴川のデフォなんだ。

　笑顔をちょっぴり引き攣つらせながら、ボクは二人に向かって近付いた。

　しかし、この二人は本当にいつも一緒だ。他の連中は美鈴川がさくらちゃんの傍そばを離れないと思っているみたいだけど、真実は逆。みんなさくらちゃんという太陽に気を取られて、実はさくらちゃんが美鈴川の傍を離れたがらないという法則に気付いていないらしい。

　コレは入学以来一年と二ヶ月、さくらちゃんのファンを続けてきたボクだけの発見だ。

「考えてくれたかな、ウチの部活の件なんだけど」

「園芸部に入部する件でございますか？　それでしたら先日、お断りをした通り───」

「そこをなんとか！　もちろん美み鈴すず川がわが一緒でも全然かまわないし」

「わ、わたしも……ですか!?」

　ビックリして目を丸くする美鈴川に、ボクは「そうそう」と何度も頷うなずく。

「で、でも……あの……わ、わたしはっ」

「エステルさま？」

「わたしは……その………………あ、あの…………………遠えん慮りよしておきます」

「そこをなんとか！」

　パン、と手を合わせた瞬しゆん間かん、美鈴川「ひゃ！」と可愛かわいらしい悲鳴を上げた。

　……だから、そんなに怯おびえなくても、ねぇ？

「申しわけありません、小こ林ばやしさま。やはりお断りした方がよろしいようなので……」

　手を合わせるボクに、さくらちゃんはやんわりと頭を下げた。やっぱりダメか。美鈴川も一緒だったら、もしかしたらと思ったんだけどなぁー。

　教室へ戻る二人を見送って、ボクはポリポリと頭を搔かいた。またフラれちゃった。勧誘に失敗したのは、さてこれで何回目だったかな。ボク以外にも、幾つかの部活が声を掛けているみたいだけど、ソッチも全部同じ答えみたいだし。

　しかし、わからん。

　なんでさくらちゃんは、あんなにも美鈴川にベッタリなんだろう。

　代々の家系とか、本当にそんな時代錯さく誤ごな関係が理由なのか？

「う[image: ～][image: ～][image: ～]ん」

　まぁ、そんなに焦あせることもないのかな。まだまだ時間はあるわけだし、じっくりゆっくり距離を縮めていけば、なんとかなるだろう──多分。







　この時はそう考えていた。

　考えて、いたんだけど───。







「あ、あの、そっちの方はもう掃はきましたから……」

　放課後、美鈴川は自分の身長よりも長いホウキを胸に抱だき寄せ、教室の窓側を掃そう除じしようとしたボクに向かって怯おびえたような言葉を発した。

　いや、怯えた「ような」じゃなくて、完全に怯えているのか、この場合は。

　ビクビクとした及び腰ごしに、今にも泣き出すんじゃないかと思うような蒼そう白はくの面おも持もち。

　落ち着け、落ち着くんだ小こ林ばやし遼りよう平へい。

　美み鈴すず川がわがこういう性格なのは、わかっていたことじゃないか。

「あ～、まぁ、その、なんだ。頼むからそんなにビクビクしないでくれないかな？」

「す、すみません。すみません！」

　美鈴川はペコリペコリと金色の頭を上下させ、話が前に進まない。

　チラリと教室の時計に目をやると、かれこれ三十分が経過していた。ただの教室の掃除に三十分。ハハハ──アリエネェー。さては鈴すず香かの野や郎ろう、コレを知っていたからボクに掃除当番を押し付けやがったな。ヤツのことだから充分にあり得る話だ。

　だけど、一つだけ感謝してやってもいいことがある。

「申し訳ありません、小林さま」

　苦笑を溶とかしたさくらちゃの声が、ボクの鼓こ膜まくを優しく揺らした。

　これだ。これだよ。

　美鈴川が掃除当番で教室に残る＝さくらちゃんも美鈴川を待って教室に残る。

　この法則が覆くつがえることがない以上、ボクはさくらちゃんとの時間をシェアできるのだ。

「エステルさまは掃除当番の相手はてっきり御手洗みたらいさまだと思い、そのつもりでお昼休みから心の準備を整えていたのですが……まさか小林さまに代わられていたなんて」

　いや、海を巡めぐった鮭さけが川を遡そ上じようするワケじゃないんだからさぁ？

「ですから決して小林さまに思うところがあるわけではないのです。ただ突然のことに心の準備が不足して、どう接すればいいのか戸と惑まどっているだけで」

「さ、さくら！　あんまり恥ずかしいことを、ば、ばらさないで……！」

「事実でございますから」

「さくらぁ[image: ～][image: ～][image: ～]」

　美鈴川は目を潤うるませながらも少しだけ頰ほおを膨ふくらませ、肩かたをそびやかした。

　ふむ。相手がさくらちゃんだと、こういうくだけた表情もするんだ。ボクが相手だと途と端たんに警けい戒かい心の塊かたまりになっちゃうのに……納得がいかない。

「ホラ、怖くない怖くない。チッチッチッ───」

「な、なんですかその手は……？」

　美鈴川はアイスブルーの瞳ひとみをきょとんとさせた。

「いや、ホラ、なんとなく？」

「なんとなくって──わ、わたしネコとかじゃないんですからっ」

「いや、ネコというより丸くてちっこい子リス系？」

　見た感じ、臆おく病びような小動物か何かとしか。

「……ふふ」

　すると、なんだろう。さくらちゃんが不意に笑みをこぼした。

「すみません。エステルさまがクラスメイトの方と楽しげに会話している姿を見るのは、とても珍しいものですから、つい」

「楽しげ？」

　再び目線を美み鈴すず川がわに向けると、ビクリと肩かたを震ふるわす美鈴川。

　楽しげ、ねぇ……。どう見ても本気でビクビクしているようにしか見えないんだけど。これで心の中では悦たのしんでいるというのなら、美鈴川って真しん性せいのドＭってこと？

　まぁ、なんでもいいけど───。

「そろそろ掃そう除じは終わりにしないか？　ゴミ捨てはボクがやっとくから、美鈴川とさくらちゃんは先に帰っていいよ」

　掃除当番が毎日ゴミを収集所に持って行くのがウチの学校のルールだけど、美鈴川はこの調子だしな。一日で溜たまるゴミの量なんてたかが知れているから、一人で運ぶくらい大した問題じゃない──ん？

　ゴミ箱を運ぼうとした瞬しゆん間かん、背中をクイっと引っ張られ、振り返ると困ったような顔をした美鈴川が立っていた。

「あ、あの、でも……掃除当番はキチンとゴミ捨てまでしないと……」

　消えそうな声で呟つぶやきながら、美鈴川は目線は合わしたくないのか顔を下に向けた。するとふわふわの金きん髪ぱつが目の前で揺れて、甘あまく柔やわらかな香りが鼻先を掠かすめる。本当は一緒に行くのは怖いけど、でもゴミ当番だから一緒に行かなかればいけない──ま、そんなところか。

　怖いなら素直にボクに押し付ければいいのに、妙みようなところで律儀りちぎなことだ。

「それで一緒に持つのか？　ゴミ箱」

「うっ……」

　途と端たんに美鈴川は泣きそうな顔をして二、三歩退しりぞいた。わかってはいたんだけど、若じやつ干かんキズつく反応だわな。あは、あははは……。

「まぁ、いいや。それじゃさっさと捨てに行こうか」

　言って、ボクはゴミ箱を一人で持ち上げた。

「あ、あの、でも───」

「美鈴川は取りあえず後ろから付いてきてよ。途と中ちゆうで疲れたら手伝ってくれると助かる」

「え……？」

　言っている意味がイマイチわからなかったのか、美鈴川は目と口をポカンと開いた。

「だって、ホラ。苦手なんだろ、一緒に荷物持ったりするの。だから───」

　まだポカンとしている美鈴川にボクは苦笑し、言った。

　なるべく怯おびえさせないように。

　なるべく優しく伝わるように。

「その方がいいだろ？」

　すると俯うつむいた美み鈴すず川がわの顔が、急激に赤くなっていった。

　そんなに顔色が激変するような台詞せりふを言ったつもりはなかったんだけど……。それともひょっとして、ボクが呆あきれて怒り出すとでも思っていたんだろうか。そう思われていたのなら、それもショックな話なんだけど。

　ややあってから、美鈴川は顔を伏せたまま蚊かの鳴くような声を絞しぼり出した。

「……ありがとう、ございます」

　うん。でもまぁ、これでヨシとしよう。

「では、行ってらっしゃいませ」

　微笑ほほえむさくらちゃんに見送られて、ボクはゴミ箱を抱かかえて教室を後にした。
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　放課後から少し時間がたっているせいか、廊ろう下かに人影はまばらだった。

　何かの用事で帰るのが遅れてしまったヤツとか、或いは友達と話し込んでいたらこんな時間になってしまった──みたいな迂闊うかつなヤツとか。今も楽しげに談笑している隣となりのクラスの女子生徒の横を、けれどもボクはゴミ箱を抱かかえながら無言で通り過ぎて行く。

　その直すぐ後ろを、パタパタと靴くつ音を鳴らして美鈴川がついてくる。

　彼女たちとすれ違った瞬しゆん間かん、怪け訝げんそうな眼まな差ざしがコチラを向いた。そりゃそうだろう。ボク自身奇き妙みような光景だと思うし、ヒナを先導するカルガモの親の気分だし。少なくとも後ろの美鈴川が、ゴミ捨てを手伝ってくれているようには見えないだろう。

　そんなことを考えながら、ボクは階段を降りて正面玄げん関かんへと向かう。

「……あの」

　正面玄関で靴を履はき替えた時、意外なことに美鈴川から声を掛けてきた。

「なに？」

「小こ林ばやしくんは、その……」

　一いつ旦たん、言葉を途と切ぎれさせて。

「……優しい人なんですね」

　優しい人──？

　思いがけない言葉に、思わず足を止めてしまった。

　女の子が言う「優しい人」とか「イイ人」とかって、字じ面づらほど好意的な言葉じゃない場合が多いらしいけど、美鈴川の場合は本当に裏うら表おもてのない意味で言ってきたのだろう。それがわかってしまうだけに、なんとも背中がこそばゆい。

「ないない。ソレはないから」

　もし両手が塞ふさがっていなかったら、ボクは手のひらをヒラヒラ振ったに違いない。

　それくらい気恥ずかしい言葉だった。

「まぁ、アレだ。ボクが美み鈴すず川がわに親切にするのはさくらちゃんが目当てで……ホラ、孫そん子しの兵ひよう法ほうにあっただろ？　馬を獲とるならまず将しようを射いよって」

「それ、間違っていると思いますけど……。それに孫子の兵法じゃありませんし」

「細かいとこは気にしない。ボクは別に優しくない」

「そ、そんなことないです……！　本当に優しくない人は、わざわざそんなことを言わないと思いますから……っ」

　拳こぶしをギュッと握にぎり、アイスブルーの瞳ひとみが真まっ直すぐにボクをとらえた。

　透すき通った真冬の空を映す湖面にも似た、ガラス玉みたいに神秘的な蒼あお。

　鈴すず香かのヤツが三次元にしておくのがもったいないって言ってた意味が、ちょっぴりわかったような気がする。さくらちゃんと比べてしまえばちょっぴり地味な美鈴川だけど、実際には何人にもコクられるくらいのすっごい美少女だもんな。

　そんな美鈴川に真正面から見上げられたら、なんか色々とマズイ。

　不自然に顔が熱くなる前に、ボクはサッと踵きびすを返して、ちょっと早足に正面玄関から中庭へと向かった。

「わわっ、待って下さい[image: ～][image: ～][image: ～]」

「あ、あのさ。美鈴川はもうちょっと周囲と上手うまく溶とけ込んだ方がよくないか？」

　ボクは内心の動揺を隠かくすために、振り返らないまま話題を逸そらした。

「……うっ」

　途と端たんに背後から、どんよりとした空気が漂ただよってきた。

「……わかっては、いるんです……わかっては……」

　振り返ると美鈴川は、綺麗きれいな金色の頭をズシーンと沈み込ませていた。

「でも、ダメなんです。なんとかしようとは思っているんですけど……」

「なんでダメなの？　今はボクと普通に話しているじゃない？」

「そのための心の準備が整うまでに、三十分以上も掛かっちゃいましたけど……」

　ああ、そういえば少し前までほとんど会話らしい会話をしていなかったっけ。

「わかってはいるんです。このままじゃダメだってことくらい。で、でも、誰かと話そうと思うと頭の中がグルグルしてきて、何から話せばいいのかわからなくなって。それに……」

「それに？」

　瞬しゆん間かん、美鈴川はしまったと言わんばかりに表情を凍こおり付かせた。

　ホント、わかりやすい。

「い、いいいいいまのはナシです！　気にしないで下さい忘れて下さい！」

　美鈴川は両腕うでをブンブンと振り回した。そこまでのリアクションを忘れろと言われても、なかなか難しい注文なんだけど。

　ふむ……だったらいっそ、訊たずねてみるか？

　なんとなく興味が湧わいてきた。考えてみれば美み鈴すず川がわとこんなに話すのって初めてだし、この際だから色々と。主にさくらちゃん関連の情報も含めて。

「あのさ、美鈴川───」

「あっ、センパァァァ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]イッッッ！！！」

　開いた口は、唐とう突とつに飛び込んできた弾だん丸がんボイスによって遮さえぎられてしまった。

　こ、このバカ声は……っ！

　思わず眉まゆをしかめるほどの甲かん高だかい声。伝でん播ぱした空気の振動が右の鼓こ膜まくから左の鼓膜にズガンと貫通。キィーンという耳鳴りに思考が揺れた。身体からだも一緒に揺れそうになったが、そこはグッと堪こらえて歩行運動を再開する。声の主には心当たりがあった。こんな声をハンマーみたくぶつけてくるヤツなんて、一人しか心当たりがない。

　だが──だからこそ一刻も早く、この場から遠ざかる必要があるのだ。

「あの、小こ林ばやしくん？　呼ばれているみたいですけど……？」

「あー、聞こえない聞こえない。空そら耳みみでーす。もしくは同姓同名」

　言いながら歩みを加速させる。立ち止まってはいけない、振り返ってもいけない。アレはタチの悪い妖よう怪かいと一緒で、無視することが一番の対処方法──ビュン──うわぉっ!?

　突然、拳こぶし大だいの石が風を切って鼻先を掠かすめた。

「チッ……。センパ[image: ～][image: ～][image: ～]イ。シカトは乙女おとめ心を著しく傷つけますのでＮＧッスよ～」

「ちょっと待てぇ！　今、お前チッって言っただろチッって!?」

　危うくボクの頭を熟うれたザクロにしかけた張本人は、けれども罪悪感のカケラも感じさせないカラリと晴れた笑顔を浮かべ、手を振っていた。

　ったく、これ以上無視したら次は何を投げてくるかわかったもんじゃない。

「悪い、美鈴川。ちょっと行ってくる」

　小さなため息を一つ残して、ボクは抱かかえたゴミ箱を足元に降ろした。

　図太い神経の持ち主に相応ふさわしい、図抜けた身長。一年生の女子でありながら、一七〇センチのボクと変わらない──いや、若干勝まさっているか？　挙句あげくに拳大はありそうな石で正確無比のコントロールを披ひ露ろうしたりと、抜群の運動神経まで持っていやがる。

「で、何の用だ月つき宮みや」

「えへへ～。どもッス♪」

　枯かれた花か壇だんの真ん中で、月宮はオデコにピシっと手を当てた。

　フルネームは月宮梨り奈な。将来は婦警かスポーツジムのインストラクターが似合いそうなこのキャラクターが、なんで運動部ではなくウチの園芸部に入ってきたのか未いまだに謎なぞだ。しかもボクのことを「センパイ」とは呼んではいるけど、コイツは絶対、ボクのことをセンパイだとは思ってないと断言できる。

「それで事件って？　ただ呼んだダケで石を投げてきたんじゃないだろうな？」

「とんでもないとんでもない！　本当に事件なんですよ！」

「だからどんな事件なんだよ？」

「っていうか、まだ気付かないッスかセンパイは？」

　呆あきれたというより哀あわれむような声で言われて、さすがにボクもムっとした。

「だから何を？」

「足元ッス。センパイの足元の花か壇だんッスよ」

「花壇って───ゲッ!?」

　視線を落とし、萎しおれた植物の無残な姿にボクは絶句した。

　花壇。そうだ花壇だ。ココは園芸部の──それもボクが担当している花壇じゃないか。

　だけど、これはなんだ!?

　直すぐに気付かなかったのは確かに迂闊うかつだったかもしれないが、でもそれは記き憶おくの中の光景とかけ離れていたからだ。何故なぜなら昨日きのうまで青々と、この花壇にはボクの腰こしくらいの背せ丈たけまで伸びたトウモロコシが育っていたんだぞ？　それが一本残らず、地面の上に折り重なるように朽くちているなんて、わかるハズがないじゃないか……！

「虫か？　病気か？」

　いや、コレはそんなレベルじゃない。大体、一晩でココまで枯かれる虫や病気なんてボクは聞いたことがないぞ!?

「センパ～イ？　誰かの恨うらみとか買ってないッスか？　これはもう誰かのイタズラで、除じよ草そう剤ざいか何かを撒まかれたとしか思えないッスよ？」

　月つき宮みやの言葉に、ボクはハッとなって顔を上げた。

　た、確かにこの状況を簡単に説明するには、それが一番説得力があるのかも……？

　いやいや待て待て。仮にコレが誰かのイタズラだとしても、ここまで悪質な嫌いやがらせを受けるほどの恨みをボクは買ったか？　自分で言うのもなんだけど、顔も普通だし彼女もいないし成績なんか下の下だし。おまけに毎日の昼食をアンパンと牛乳でしのいでいるようなこのボクに、どうやって他人の恨みを買えと──うう、なんか段々と哀かなしくなってきた。

「あの、どうかしたんですか小こ林ばやしくん……？」

　その声が背中から聞こえた瞬しゆん間かん、ボクの身体からだから冷や汗あせが噴ふき出した。

　──マズイ！

　反射的に身の危険を感じたのと、月宮の瞳ひとみが不ふ倫りん現場に出くわしたパパラッチみたいに輝いたのは、ほぼ同時だった。

「だれだれだれだれだれッスっかセンパイそちらの方は!?　さては彼女ッスか!?」

「カ、カノ──違っっっ！」

　瞬しゆん間かん、美み鈴すず川がわの金きん髪ぱつから湯ゆ気げが噴ふき出し、ボクは天を仰あおいだ。

「で？　で？　どこまで進んでるんッスか？　もうデートは済ませちゃってるんですか!?　それとも国道沿いにあるメルヘンチックなお城の常連だったりとか!?　しかもこんなちっちゃいロリっ子に手を出すなんて、センパイってば鬼き畜ちくっすね、ニヒヒヒ」

「あのなぁ……。美み鈴すず川がわはボクと同い年で、お前の一つ年上でセンパイだからな」

「なんと!?　つまりは合法ロリ。人間としては失格でも法律的にはＯＫと」

「いや、だから……」

「でも、センパイ。これだけは言わせてもらいますよ」

　月つき宮みやの声と瞳ひとみが唐とう突とつに真剣みを帯びた。

　な、なんだ？

　薄うすく搾しぼられた眼まな差ざしに、ボクは思わず息を詰らせたのだが───。

「ヒニンは男の義務っスよ？」

　ベシッ！

　間かん髪はつ入いれず、ボクはスカスカの脳ミソが詰っているのだろう月宮の前頭部に、空手チョップを振り下ろした。例え一いつ瞬しゆんでも身構えてしまった自分自身が嘆かわしい。

「うわっ、ヒドイっ！　今のはセンパイ暴力ッス！　ドメスティックバイオレンス！」

「やかましいっ」

　呆あきれるボクに、美鈴川が不思議そうな眼差しを向けてきた。

「あの、えっと……月宮さんと小こ林ばやしくんは、仲良しさん？」

「止やめてくれ美鈴川まで──って、あれ？」

　今、やけに自然に「月宮さん」って言わなかったか、美鈴川のやつ？

「ひょっとして月宮と美鈴川って、知り合いなのか？」

　訊たずねると二人は顔を見合わせて。

「にひひひ。さて、それはどうッスかね～」

「………」

　月宮はどちらとも取れる笑みを、美鈴川は沈ちん黙もくしたまま俯うつむいた。

　美鈴川の反応を見る限り、全くの初対面ってこともなさそうだけど……う～ん。

「ま、アタシのことよりもセンパイは自分のことを心配した方がいいッスよ～？　部長さんが楽しみにしていたトウモロコシが全滅したワケなんですし」

「ぐっ……」

　そ、そうだった……。

　月宮の指し摘てきに、ボクはガックリと肩かたを落とした。

　そもそもこの中庭でトウモロコシの栽培という園芸部らしからぬ作業を命じたのは、他の誰でもない。もぎたてのトウモロコシを焼いて食べたい──という火の玉ストレートな欲求を叩たたき付けてきた、我が園芸部の部長さまだったりするのだ。

　あの部長がコレを見て、笑顔で赦ゆるしてくれる──なんてことは絶対にない。

　むしろ、この惨さん状じようを目まの当たりにしたら───。

「もう、アレね。死んで償つぐなうか、死ぬまで償うかの二者択たく一しかないわね、コレ」

　ポンと肩かたを叩たたいたその手と声に、ボクは全身を硬直させた。

　ダラダラと、大量の脂あぶら汗あせが頰ほおから顎あごへと落ちてゆく。ふ、振り向きたくないなぁー。でも振り向かざるをえないよな、この状況だと──エエイ、ままよ！

　クル──バキィ！

　振り向いた瞬しゆん間かん、飛んで来たのは痛烈なグー。

　容よう赦しやナシの一いち撃げきにアゴを打ち抜かれて、ボクはキラキラと宙ちゆうを舞った。

「──って、いきなり殴なぐるか普通!?」

　顔を上げれば、文字通り仁に王おう立だちしてボクを見下ろす園芸部の部長と目が合った。肩の少し上辺りで切り揃そろえられた髪かみ。女の子らしい細い撫なで肩がたの上に乗っかった丸く小さな顔立ちからは、飢うえたオオカミですらビビリそうなオーラが滲にじみ出ていた。

　水みず落おち静しず久く。黙だまっていれば古都からやってきた良家のお嬢じよう様で通る資質を持ちながら、その本質は良く言えば活発、悪く言えば粗そ暴ぼう。実際は本当に良家のお嬢様であるらしく、茶さ道どうや書道といった教養も嗜たしなんでいるらしいんだけど……。

「ふん。殴なぐられて文句を言える立場なのかしらね、小こ林ばやしくんは」

　組んだ腕うでが小こ癪しやくなくらいに様さまになる冷たい目線をボクに送り、水落は鼻を鳴らした。まさにゴミ以下の何かを見る眼まな差ざしってヤツだ。廊ろう下かに落ちてるちり紙だって、もう少し温かい眼差しを送ってもらえるに違いない。

　全く、同じお嬢様育ちだというのに美み鈴すず川がわとはエライ違いだ。

　しかもコイツ、園芸部の部長さまなんだけど、ボクと美鈴川とは同じ学年だったりする。実は留年していて歳としが一つ上だとか、園芸部に三年生が居なかったからとか、そんな可愛かわいらしいオチじゃない。強ごう引いんに三年生を部長の椅い子すから蹴け落おとしたのだ。曰いわく、誰かを従わせるのは大好きだけど、従うのは大嫌きらいというのがその理由。こんなヤツに部長の椅子を明け渡してしまった三年生も問題だけど、本当に部長になったコイツもどうかとゲフッ！

「小林くん。アナタ今すっごく失礼なことを考えたでしょ？　ねぇ、考えたでしょ？」

「んな証しよう拠こもないようなことでいきなり人を殴るなよ！」

　コイツが嗜んでいるのは本当に茶道とか書道なのか？　実は実家はクマ殺しの古武術家でした──とか、そういうオチがあるとしか思えないほど激しい一いち撃げきだった。

「いきなりじゃないわよ。二発目なんだから」

　そこで胸を張れるその性格が恐ろしい。

　身体からだは細いくせに、その神経は筋すじ金がねをコンクリートで補強したものより頑がん丈じようで、図太い。

　全く、なんでコイツといい月つき宮みやといい、園芸部の女子にはマトモな奴やつがいないんだ。これなら美み鈴すず川がわの方がよっぽど可愛かわいく思えてくる。もちろん最高にカワイイのはさくらちゃんなんだけど……ハァ～。やっぱりさくらちゃん、園芸部に入ってくれないかなぁ～。

「まぁ、そんなことよりも」

　人を二度も殴なぐったことはそんなことなのかよ、オイ。

「随ずい分ぶんとまぁ、花か壇だんを荒らされたみたいね……」

　──ん？　荒らされた、だって？

　ボクが目をパチクリさせると、水みず落おちは足元の花壇をグルリと見渡し──最後に美鈴川の顔に鋭い一いち瞥べつをぶつけた。な、なんだその眼まな差ざしは？　目の錯さつ覚かくだったのだろうか。それに荒らされたってのはどういう意味だ？　やっぱりコレは第三者の仕し業わざってことなのか？

「っ……」

　そして水落の眼差しを受けた美鈴川は、アリバイが崩くずれる証しよう拠こを発見されたＴＶドラマの殺人犯みたいに蒼そう白はくな顔を下に向けた。

　だから、なんなんだその反応は？

　まさか美鈴川が花壇を荒らした犯人……なんてことはないよなぁ？

「で、小こ林ばやしくん。アタシの小こ作さく人にんとしてこの責任、どうオトシマエをつける気かしら？」

「ちょっと待て。誰が誰の小作人だ」

「アナタが、アタシのよ。その程度の自覚もないから、アタシが楽しみにしていたトウモロコシを枯からしてしまうのよ。全く、信じられないわ」

　いや、信じられんのはお前のその傲ごう慢まんな論法なワケだが──ってか、やっぱりボクの責任にされてしまうんですか、コレ？

「だってぇー。コレの責任、小林くん以外に誰が取るの？」

　やたらとイイ笑顔で言い切りやがりました。

「ねぇ、月つき宮みやさん。アナタだってそう思うでしょ？」

「もちろんッスよ部長。今回の失態、責任を負えるのは全宇宙において小林センパイただ一人をおいてあり得ないッス。ある意味でコレはディスティニーッス」

　同意するな。そんな嫌いやな運命はブタにでも食わせちまえ。

「あー、ダメッスよセンパイ。そんなシリーズ途と中ちゆうから主人公の座を蹴け落おとされたオスキャラみたいな目でアタシを見上げても。アタシは見ての通り我が身が一番カワイイですから。センパイがアタシのタメに身を粉こにするのは大歓迎ッスけど、その逆はマジ勘かん弁べん」

「そんなワケでここでの責任者は小林くん、アナタってことになるのよねー。他に責任者がいるのなら話は別なんでしょうけど───」

　ニタリと邪じや悪あくな笑みを浮かべ、またしても美鈴川の方向をチラリ。

「まっ、運がなかったと思って諦あきらめることね。具体的な償つぐないの方法は後でゆっくりと決めるとして、最後にコレだけはクギを刺さしておこうかしら」

　水みず落おちの両目がスッと細く絞しぼられた。

　冷たく研とぎ澄すまされた眼光をボクの首くび筋すじに押し当てて──水落は言った。

「逃げたら、承知しないわよ」

　冷や汗あせが噴ふき出した。

　陳ちん腐ぷな脅おどし文句──の、一言で片付けるには余あまりにも迫力がありすぎて。

　だけども、それは。

　果たして誰に向けての言葉だったのだろうか？

「じゃあね、小こ林ばやしくん。行くわよ、月つき宮みやさん」

「ほいッス」

　ボクはぐったりした面おも持もちで歩み去る二人を見送った。と、その視界の端はしっこに、枯かれたトウモロコシをしゃがんで触ふれる美み鈴すず川がわの姿が映った。

「美鈴川？」

　呼びかけてみたが反応がない。

「おーい。美み鈴すず川がわ～？」

「………」

「美鈴川っ！」

「ふひゃうっ!?」

　止やむなく小さな肩かたを軽く叩たたいただけなのに、いきなり美鈴川は飛び跳はねた。

「え、えーと……？」

　そんなにビックリするようなタイミングだったかな？

「ごめんなさい、小林くん……」

　ペコリと、先に頭を下げたのは何故なぜか美鈴川だった。

「なんで美鈴川がボクに謝るわけ？」

「そ、それは、あ、あのあの……」

　途と端たんに美鈴川は慌あわて出した。なんなんだ、一体？

「はぁ……。それにしても当分、コレをネタにコキ使われてしまうんだろうなぁー」

　枯れたトウモロコシを見下ろして、ボクはもう一度嘆息した。

　──だから、気が付かなかった。

「………」

　ボクの隣となりりで、美鈴川の表情が何かを決意したものに変化していたことに。
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「全く、とんだ災さい難なんだよ……」

　肩を落とし、ボクは真っ暗になったバス停に降り立った。

　両手には自分の鞄かばんと、パンパンに膨ふくらんだ買い物袋×二。

　ふと携帯の時計を見れば、もうとっくに九時を過ぎていた。ただでさえ八よう歌か市いち町の夜はとっても早いのに。駅前の店てん舗ぽですら八時には閉店してしまうし、二十四時間営業のコンビニなんて、実は都市伝説じゃないのかって思えるくらいだ。

　もちろん近所にないのは二十四時間営業のコンビニだけじゃない。

　園芸に使う道具や肥ひ料りよう、種たねやら苗なえやらその他諸もろ々もろ。これらを集めるためには少し離れた駅前のホームセンターまで行かないといけない。そして駅前からココに戻ってくるバスは一時間に一本しかない。だから乗り遅れるとアラ大変。こんな時間になっちゃうというワケだ。

　見上げれば今日は紅あかいお月さま。

　紅く朱あかい月の夜。

　綺麗きれいなような不ふ吉きつなような、そんな丸い月を見上げてボクはため息をこぼす。

「はぁ……。せめて可愛かわいい後こう輩はいの女の子が一いつ緒しよに買い物を付き合ってくれたらなぁ～」

　文化系体育会系の垣かき根ねを越えて、世の男子の大半が憧あこがれるようなシチュエーションを夜空に思い描こうとしたその瞬しゆん間かん、背中から痛烈なケリが飛んで来た。

「可愛い後輩の代わりに後こう背はいからの可愛いケリならあげるわ。これで満足？」

　つまらなさそうな声で、水みず落おちは髪かみを梳すき上げた。漆しつ黒こくの夜空にフワリと広がった艶つやのある髪は、呆あきれるほど気品に満ちていた。ボクを蹴けり付けた長い脚あし（紺こんのハイソックス装備）は、その手のフェチなら泣いて悦よろこぶほど美しい。

　でも、可愛くはない。

　つーか後輩と後背じゃ全然意味違うし！

「何か言いたいことでもあるの？」

「一つだけ。さっきチラリと見えたのはグレー？　それとも光量不足の錯さつ覚かくが生み落とした白だと認識してもＯＫ？」

　ゲシッ！
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　再びケリが飛んで来た。今度は顔面の中央に、ヤクザキックが。

　ボクは手の荷物を撒まき散らし、アスファルトと抱ほう擁ようを交かわした。夜のアスファルトって実は結構冷たくて気持ちいいんだよね──ってそうじゃなくて！

「コラ！　誰が荷物を落としていいって言ったの！」

「無む茶ちや言うな！　つーか、他に言うことはないのかよ!?」

「あるわよ、もちろん。パンツのことは忘れなさい。それが嫌いやなら選ばせてあげる。素直に忘れるか、記き憶おくがなくなるまで蹴けり続けられるか、好きな方を」

　スッと細く絞しぼられた双そう眸ぼうは、頰ほおを撫なでる夜のアスファルトよりも冷たかった。

「……素直に忘れます。いえ、忘れさせて下さい」

「そうそう。人間、素直が一番なんだから。それにこんなに美人の部長さんが自ら荷物持ちを手伝ってあげてるんだから、そこは感謝すべきなんじゃないの？」

「荷物持ちを手伝ってって……」

　アンタ、自分の鞄かばんしか持ってないじゃん!?

　と、猛もう烈れつに突っ込みたかったけど、そこがグッと我が慢まん我慢。言ったところで、この不条理な現状がどうなるものでもあるまい。トウモロコシが枯かれてしまった件だって、結局はボクの責任にされたんだ。挙句あげくに罰ばつとしてホームセンターまで買い出しに行かされたこの身である。嘆いたところで、世界はちっとも優しくなってはくれないのだ。……がっでむ。

「いいじゃない。女の子には重たい荷物ばっかりなんだから。園芸部の必需品なんだし、ものはついでって言葉を知らないの？」

「必需品、ね。それは認めるけど……でも、なんですかこのやたらとでっかいパーティーサイズのポテトは!?　まさかコレも園芸部の必需品とか言うんじゃないだろうな？」

　丁ちよう度ど、足元に転がっていたポテトの袋を拾い上げ、水みず落おちを見やる。他にもクッキーやらチョコやら、お菓か子しの類たぐいがやたらとドッサリ。これじゃ園芸部の買い出しなんだか打ち上げの準備なんだか、わかったもんじゃない。しかもこの菓子類の代金を部費で落としているというタチの悪さだ。つーか、これって明らかに職権乱用だろ。しかもなんなんだよ、このびっくりコンソメ納なつ豆とう味って!?　あからさまに地じ雷らいじゃないか！

「お菓子は女の子の主食なんだから♪」

　うわー、爽さわやかな笑顔で言い切りやがりましたよこの人。

　煌こう々こうと輝く満天の星空を背景にした極ごく上じようの笑顔。田舎いなかだけど、田舎だからこその綺麗きれいな夜空に照らされたその姿は、陳ちん腐ぷな表現をするなら夜の女め神がみのようだった。少なくとも何も事情を知らずにこの笑顔と出逢ったら、迷わず一目ボレしていただろう。

「はいはい、早く立つ」

　差し出された手を渋しぶ々しぶと摑つかみ、ボクは心底げんなりしながら立ち上がった。

　コイツを友達にするのは、まぁ、悪くないかもしれない。

　けれどもカノジョにするのはマジで勘かん弁べんだ。

「でも、帰りがちょっと遅くなったのは確かに悪かったわね。もし親にうるさく言われるようならアタシから一言、説明しておいてあげよっか？」

「いいよ、別に。ウチはボク一人しかいないから」

「え、そうなの？」

　水みず落おちは瞳ひとみをキョトンと瞬しばたたかせた。

「親父は現在、仕事で世界中を飛び回ってるから。これだけの不況だからこそ、逆にビジネスチャンスが転がっているんだ──とかなんとか。呆れるくらい元気な中年だよ」

　盆ぼんと正月くらいは帰国するとか言ってたけど、個人的には父さん元気で留守るすがいい。失業しないで毎月の仕送りと無事の報告さえくれれば、ボクはそれで充分だから。

「じゃあ、お母さんも一緒に海外に行っちゃったの？」

「うんにゃ。母さんは海外よりもっと遠い場所。多分、天国……かな？」

　散らばった荷物を拾いながら、ちょっと夜空を見上げる。

　小学校に入る前の話だ。

　元々、身体からだが弱かったらしく、病気で入院して一ヶ月も経たたずにあっさりと───。

「コラ。なにボケーっとした間抜けな顔で手を休めているのよ。そういう表情は可愛かわいい女の子が桜とか雪を見上げる時だけ似合うんだから、さっさと荷物を集めなさい」

「へいへい」

　素そっ気け無ない水落の反応に苦笑しながら、拾ひろった菓子を袋に詰め直す。ま、ここで妙みようにしおらしい態度をされても困るのはボクなんだけど。それに母さんに関してはもう随ずい分ぶんと昔の話なワケで、今さら思い出して悲しくなるようなことでもない。物心がついた頃にはもう死んじゃってたから、もうほとんど面おも影かげも覚えてないのだ。それが寂さびしいと思った頃もあったけど、さすがにこの歳としになってくるとそれもないしなぁー。

「取りあえず、家に関しては問題ないよ。帰っても誰も居ないから」

　だからある意味、気楽なものだ。

　ただ気楽なのはいいけれど、潤うるおいが絶対的に不足しているのは否いなめない。鈴すず香かの推すい奨しようするゲームやアニメの二次元世界だったら、母さんの代わりに毎朝起こしに来てくれる幼おさな馴な染じみないし義妹がいたりするんだけど……現実って世せ知ち辛がらいよね。

「ふ～ん。じゃあ、今からアタシが泊まりに行っても問題ないんだ？」

　ツイっと、水みず落おちが顔を接近させてきた。

　意味深しんな笑みを浮かべたその仕し草ぐさに、そこらへんの男共なら大喜びして水落を部屋に招き入れるのかもしれない。でも、ボクは知っている。コイツの笑みは地じ獄ごくへのサイン。下手へたに部屋に連れ込んだが最後、ドンチャン騒さわぎの果てにベッドの下の聖域まで荒されて、それをネタに更さらなる負のアリジゴクヘと落ちてゆくのだと。

　男ってつくづく、バカな生き物だ。

「謹つつしんでお断り申し上げます」

「……ちぇ、つまんないの」

　つまんなくて結構。

　いささか芝しば居いが掛かった仕草で両手を広げる水落に、ボクは苦笑を浮かべた。

「ところで小こ林ばやしくんって、美み鈴すず川がわさんと同じクラスだったっけ？」

「なんだよ、いきなり」

「んー、なんとなく仲良さそうにしてたから。あの子って外見がアレだから、学校でもワリと有名じゃない。ひょっとして二人は記者会見まで秒読み段階の関係とか？」

「よしてくれよ。今日はたまたま、掃そう除じ当番が一緒だったダケだよ」

「表向きにはソレでいいとして、真相は？　二人の最初の出逢いはドコ？　一回のデートには幾らくらい使うの？　利用するホテルの基準は値段、それともルームクオリティ？」

　水落の目がキラキラと輝く。女って本当に、この手の話題が好きだよなぁー。

　つーか、最後の質問はどういう意図だ！

「だからそういう関係じゃないって」

「ふ～ん。じゃあ目立つ外見のワリに根ね暗くらで小しよう心しん者もので引っ込み思案で、友達のいない引き籠こもりのニート予備軍ってウワサの方は本当なの？」

「何気に酷ひどいウワサだな、ソレは。半分はデマだよ」

「そう。じゃあ残りの半分は本当なのね」

　いや、そうでもない……とも言い切れないんだよなぁー。ニート云うん々ぬんはともかく、それ以外はワリと正確というか、そのまんまだし。

　返答に悩んでいると、横からこぼれた小さなため息が耳を掠かすめた。

「？　なんでそこでお前がため息なんかつくんだ？」

「なんでだっていいでしょ、別に。今日はもういいから、ここで解散しましょう」

「ここでか？　でも───」

「ここでいいわよ。アタシの帰る方向、小こ林ばやしくんとは正反対だし。いくらアタシでもその荷物を持ったまま、ウチまで送れなんて言わないわよ。だから自分の家まで持って帰って、明日あしたまた学校に持ってきてくれればそれでいいわ」

　いや、そうじゃなくてですね？　この荷物を全部ボクに持って帰れってことなのかと、そういうことを訊ききたかったんですけど……。

「でも、本当にいいのか？　時間も時間だし、一人で危なくないか？」

「へぇー。一応は心配してくれるんだ。でも、大だい丈じよう夫ぶ。アタシにはアタシを護まもってくれる心強い相あい棒ぼうがいつだってココにいるんだから」

　言いながら水みず落おちは、立てた親指で自分の左肩かたを指さした。そこにはもちろん何もなく、背後の空間には真っ暗な夜が続いているだけだ。

「……誰もいないみたいだけど？」

「残念。バカには見えない守護天使がいるのよ。それじゃ、また明日学校で。荷物、ちゃんと忘れないでよ？　忘れたらコロスから♪」

　水落はいたずらっぽいウィンクを一つ残して、くるりと華か麗れいに踵きびすを返した。

　なんていうか、悔くやしいけれど絵になるヤツだ。ピンと伸びた背せ筋すじも、颯さつ爽そうと夜気を切って靴くつ音を響かせる後うしろ姿すがたも。瞳ひとみも声も、自信と生気で輝いている。この世界で自分に出来ないことはない──なんて、そんな雰ふん囲い気きすら感じてしまうほど。

　そんな輝く力が、水落の中にはいっぱい詰っているような気がする。

　──もっとも詰っているのは輝く力だけじゃなくて、黒っぽいものもだろうけど。

　結局、荷物は全部ボクが運べってことなんだよなぁ。どうするんだよ、こんな量を。

「よいしょ、っと」

　取りあえずボクは、両手の荷物を握にぎり直してみた。

　ズシ───。

　うっ……。でもやっぱりコレ重い。重すぎる。こんなのを抱かかえて家まで歩くなんて、どう考えたって無理が──あ、待てよ。

「こっからだったら学校の方が近いか……。取りあえず、荷物を部室棟とうか用具室の前にでも置いておけば家に持って帰るよりかは遙はるかにラクチンだよな」

　外に置いておくのは無用心だけど、一応は学校の敷地内だし。園芸用の肥料や種やらを盗ぬすんでいく物好きもそうはいないだろう。菓か子しの類たぐいは──まぁ、その時はその時だ。

　よしそうと決まれば善は急げだ。

　家に帰るにはちょっと遠回りになるけど、こんな重たい荷物を持って登校するなんて考えたくもない。ただ、ここから学校までの道は本当に真っ暗なんだよなぁー。

「………」

　数メートル先の空間がぼやけて消える、紅あかい月の暗い夜。

　笑ってくれてもかまわないけど、ボクは暗いのが結構苦手だ。

　宝石を散りばめたみたいに綺麗きれいな星空は好きだけど、あの小さな瞬またたきは地上を照らすにはちと弱い。だからと言ってこんな場所で上を向いて歩いたりしたら、危険だもんな。用水路にでも転落したら、間抜けというより真性のバカとしか言いようがないワケで──ん？

「あれ……？」

　ふと少し離れた向い道を、誰かが小走りに横切っていった。

　暗くてよく見えなかったけど、多分、二人。

　それだけなら別に珍しくない。いくら田舎いなかの町だって、夜に歩く住民が皆かい無むなんてことはないんだから。ただ、頼りない電でん灯とうの下で波打つように揺れた髪かみが、鮮あざやかな金色だったことがボクの眼まな差ざしを引き寄せたんだと思う。

「美み鈴すず川がわ……？」

　石を投げたら顔見知りにぶつかるようなこの町で、他に思い当たる人物なんてボクには想像できない。少なくともあのふわふわ感のある金きん髪ぱつは、絶対に美鈴川だ。と、なるともう一人の人影はさくらちゃんか？　でも、こんな時間に何をやっているんだ？

　向かった先は学校みたいだったけど……。

「お～い。美鈴川～。さくらちゃ[image: ～][image: ～][image: ～]ん」

　呼び掛けに返ってきたのは、けれども夜の静せい寂じやく。

　手を伸ばさずとも届く濃密な──闇やみ。

　首を傾かしげ、目の前に横たわる闇へと足を踏み入れた瞬しゆん間かん、猛もう烈れつな怖気おぞけに鼓こ動どうが鳴った。

　ドクン……ッ！

「なん……だ…？」

　荷物を握にぎる手のひらが嫌いやな汗あせでぐっしょりと濡ぬれた。

　よせ。行くな。踏み込んだ足を引き戻せ。今ならまだ間に合う───。

　そんな本能がけたたましく鳴らす警けい鐘しように、ボクは顎あごの下の汗を拭ぬぐった。

「……バカバカしい。何かの錯覚だ、こんなの」

　落ち着け。今さら夜が恐くて歩けない──なんて歳としでもないだろ？

　踏み込んだ足を軸じくにして、もう片方の足を夜の側へと踏み入れる。

　ちょっと暗くて、悪い風が背せ筋すじを撫なでたダケじゃないか。あーあ、立ち止まっている間にすっかり二人を見失ってしまった。ま、どっちにしても行き先は同じみたいだから、現地で合流すれば済む話だけどね。

　しかも、アレだ。夜の学校ですよ？

　鈴すず香かの理論を信じるなら、コレは何かのイベントフラグが立ったと思うべきで、上手うまくすればさくらちゃんとの距離がグッと縮まるかもしれない。なんだ、やっぱり引き返すどころか進む以外に選択肢しなんてないじゃないか。通い慣れた道。両手の荷物がちょっと──いや、かなり重いけど、そんなものは問題じゃない。

　深みを増す闇やみを縫ぬって、ボクはさくらちゃんの待つ学校へと歩みを続けた。

　やがて築ちく三十年を過ぎる母校の姿が、闇の中にぽっかりと浮かんできたんだけど───。

「ウ、ウチの学校って、こんなに不ぶ気き味みだったんだ……」

　見慣れたハズの学校が、ホラー映画の舞台みたいにソコに佇たたずんでいた。だんだん回れ右をしたくなってきたけど……ええい、ここまで来たんだ。二人に会わずして帰ったら、それこそタダのチキン野や郎ろうになっちまうじゃないか。

「……しかし、どっから忍しのび込んだんだ、あの二人？」

　正門前。当たり前だけど門も鍵かぎもガッチリ閉まっていた。

　それなのに二人の姿はどこにも見えない。

　既すでに学校の中なんだろうか？　でも、どうやって？　コッチじゃなくて学校の裏側にまわったら、この時間でも忍び込める方法がないわけでもないんだけど……。あの二人が、あの秘密の抜け道を知っているとは思えないのだが。

「まさか二人して、この門をよじ登っていったのか……？」

　黒く聳そびえ立つ重たそうな鉄製の門をボクは見上げた。

　女の子でも、登って登れない高さじゃないとは思うけど、でも───。

　疑問が湧わくと、段々と頭の中が冷静になってきた。

　よくよく考えたら、夜の学校に忍び込んでまで回収しないといけない忘れ物なんて、何かあったっけ？　宿題くらいで普通はそこまでしないだろうし、そもそも明日あした提出の宿題なんてなかったハズだもんな。それに美み鈴すず川がわは勉強に関しては、ボクとは違って相当デキがいいはずだから、朝来て教室で済ませることだって難しい話じゃないと思う。

　確か前の学力テストでも、学年で二位か三位くらいだったような。ちなみにボクは下から数えた方が遙はるかに早い順位だったワケだか、それはともかく───。

「だったらなんのために夜の学校に忍び込んだんだ、あの二人？」

　第一、教室に入ろうにも、校こう舎しやの鍵は閉まっているはずだし。

　……ま、考えていても始まらないか。

　荷物を正門の端はしに置いて、ボクも門をよじ登った。謎なぞを探る楽しみってヤツだな。どこぞの潜入系アクションゲームの主人公にでもなった気分で、ボクは着地と同時に近くの茂しげみに身を隠かくし、息を殺して周囲の闇に視線を巡めぐらせる。

　美鈴川たちの姿は直すぐに見つかった。中庭に向かって走って行くのが見えた。

　アッチは確か、全滅したトウモロコシを植えてあった場所だよな。

　──へ？

「ちょ、ちょっと待った!?」

　アイツらまさか、ボクの花か壇だんに何かするつもりなのか!?

　次の瞬しゆん間かん、ボクは潜せん入にゆう気分を置き去りにして茂しげみから飛び出した。

　冗じよう談だんじゃない。なんのつもりかは知らないけど、素人しろうとが土をいじったって余計にややこしいことになるだけだ。それともトウモロコシを枯からせた犯人が実は美み鈴すず川がわだったとか──いや、流石さすがにソレはないだろうけど、とにかく止めないと！

「美鈴川！　さくらちゃん！」

　果たして、美鈴川は予想通りに花壇の上に居た。

「こ、小こ林ばやしくん!?」

　紅あかい月に照らされて、美鈴川は絶句した顔をコチラに振り返らせた。そしてその手に握にぎられていたのはスコップ──ではなく、杖つえだった。杖といっても木の枝を削けずったようなものじゃなくて、装飾された金属製の錫しやく杖じように近いような、別物っぽいような───。

　夜や陰いんに輝く黄金こがね色の炎ほのおを凝ぎよう縮しゆくさせたように神秘的な、身の丈たけよりもずっと長い杖つえ。その先せん端たんには満月を象かたどったような神こう々ごうしい円えん環かんと、プラチナの澄すんだ輝きを内包したようなクリスタルがはめ込まれ、驚くボクの顔を滑こつ稽けいに映し出していた。

　そして美鈴川は───。

「えええっと、違うんですよ!?　コレは本当に違うんですよ!?」

　テンパッていた。

　思いっきり動揺した口調と顔で、大きな杖を背中に隠かくし──いや全然隠れてないんだけど、とにかく隠そうとしていた。

「……何やってんの？」

　ボクは間の抜けた声で訊たずねた。

　いや、本当に何をやっているんだ、このお嬢じようさまは？

「いえ、あの、えっと──ほ、本日はお日ひ柄がらもよく、その、ああのあの───」

「まずは落ち着け、美鈴川。今はもう夜だから、な？　まずは落ち着け」

　コクコク。

　神しん妙みような面おも持もちで美鈴川は首を上下に動かした──と、その時だ。

「エステルさま！」

　さくらちゃんの叱しつ咤たする声がどこからか響くと、美鈴川は弾はじかれたようにボクの後ろへと飛び出し、背中に隠した杖を振るった。

　刹せつ那な、虚こ空くうに浮かんだ幾何学的な円えん陣じんから炎の塊かたまりが飛び出した。

「なっ───」

　ボクは絶句し、声を詰らせた。

　なんだ、今のは!?

　咄とつ嗟さに浮かんだのは『魔ま法ほう』という言葉だった。だけど──魔法？　おいおい、一体なんの冗じよう談だんですか？　そんなワケないだろ。鈴すず香かもよく言ってたじゃないか。劣れつ化かしたリアルと精せい巧こうな二次元を一緒にするんじゃない、と。はは、ははは……。

「小こ林ばやしさま！　早くお逃げ下さい！」

　再度響いたさくらちゃんの切迫した声に、今度は居場所を発見した。

　だけど、それは再びボクを絶句させるものだった。

　校こう舎しやの壁に着地したような体勢で、さくらちゃんがコッチを向いていたのだ。まるでＣＧを駆く使ししたクモ男みたく、重力やら物理法則やらを完全に無視した姿で。

　更さらに追い討うちをかけるように、真しん紅くの影がボクの視界を素早く横切った。

「うぇっ!?」

　ブヨブヨしたゼリー状の、敢あえて近い生物の名前を挙げるならクラゲみたいな。

　でも、少なくともココは地上だった。海の中じゃない。

　ってことはやっぱり、今のがクラゲなんてことはあり得ない。それ以外の──多分、ＲＰＧなんかじゃ超お馴な染じみの、レベル１の勇者にとって一番優しいお友達。こん棒ぼうとかひのきの棒とか銅の剣でも斃たおせる、世界で一番弱いモンスター。

「スライ…ム……？」

　そうだ。アレはスライム。スライムだった。

　つーか、スライムじゃなかったら、ほわっといずでぃす？

　ドクンドクンと脈打つ鼓こ動どうが、頭ず蓋がい骨こつの内側でやかましいほど響いている。それとは別に耳の穴から入ってくるのはジュルジュルという水っぽい粘ねん着ちやく質しつな音であり、鼻から入ってくるのは魚が腐くさったような猛もう烈れつな生なま臭ぐささだった。

「は、早く──早く逃げて下さい小林くんっ！」

　初めて聞いた美み鈴すず川がわの必死な声に、ボクはようやく我に返った。

　そ、そうだ。こんな所でボーっと突っ立っている方がもっとヤバイ。とにかく何処どこかに逃げないと──で、でも、一体何処へ!?　校舎……は鍵かぎが掛かってるし、校庭……は隠かくれる場所そのものがないし!?　つーか、足が震ふるえて動かないんですけど!?

「急いで！　急いで下さい！」

　まごつくボクに美鈴川が泣き出しそうな顔で腕うでをバタバタ振っている。

　瞬しゆん間かん、真紅の触しよく手しゆが槍やりのように尖せん端たんを揃そろえ、美鈴川へと跳はね上がった。

「美鈴川っ───！」

　ボクは叫んだ。

　美鈴川が串くし刺ざしになると、反射的にそう思った。

　その次の出来事は、本当に一いつ瞬しゆんだったから正直よくは覚えてない。

　動かなかった足が、勝手に動いた。

　ボクは美み鈴すず川がわの肩かたを両手で突き飛ばしていた。

　無む我が夢む中ちゆうで、何も考えず。




　ドスドスドスドス───。




「……え？　あ……あれ……？」

　胸に突き刺ささったソレを呆ぼう然ぜんと見やって、その意味するところを暫しばし考えて。




　ごふっ───。




　唐とう突とつに、咽の喉どの奥から煮えたぎったスープみたいな液体がせり上がった。

　押さえ込もうとしても、まるで止まらずに。

　あ、あれ？

　灼しやく熱ねつした痛みがようやく思考に被かぶさると、視界から美鈴川の姿が消えていた。それがボクの身体からだが仰向あおむけに傾かたむいたからだと気付いた瞬しゆん間かん、ボクは背中から地面の上に転がっていた。

　あれ？　あれれれ？

　なんだコレ？　なんでオレが倒れているんだ？

　あんなに頭の中でやかましかった心臓の音が、噓うそみたいに静まり返っていた。




　頭上に月が輝いていた。




　視界を紅あかく照らす奇き妙みような月が───。













　　　二章　　仮免の魔女（レベル１）










　　　　　　　　　　　　　　１




　初めて美み鈴すず川がわを見たのは、確か入学式の時だったと思う。

　目立っていた。

　そりゃ目立つだろう。

　黒髪かみの──中には茶ちや髪ぱつも混じってたけど──集団の中に金きん髪ぱつが一人。しかもソレが小学生と見間違うような背せ丈たけで、妖よう精せいみたいに可憐かれんな顔立ちをしているんだから。そして奇き異いと好奇の渦うずに翻ほん弄ろうされる小船のように、その女の子は頼りなさげに佇たたずんでいた。

　ただ、その頃のボクは金色の髪の女の子よりも、その子に寄り添う美少女の方が気になっていたから、美鈴川のことはあんまり覚えていない。寄り添う美少女──さくらちゃんを目で追っていると自然に視界に入ってくる女の子。それ以上でも以下でもなかった。

　でも、そんな状況に変化が生じたのが二年生のクラス替え。

　この二人と同じクラスになった時からだ。

　それまで「さくらちゃんの付属物」としてのみ映っていた美鈴川が、初めて同じ学校に通っている女の子としてボクの視界に入ってきた。




　地味で、引っ込み思案で、クラスでも一番目立たないタイプの女の子───。




　そんな内向的な性格を絵に描いたような美鈴川だったけど、同時に学校中の注目を引き付けるには充分過ぎるほどの特徴も備えていた。

　金色の髪も、アイスブルーの瞳ひとみも、低すぎる身長も、秘かに優秀な成績も。

　もしも美鈴川がハーフでもなんでもなく、平均的な身長と黒い髪をしていたら、本当に空気みたいな存在になっていたと思う。だけど、それは美鈴川にとって、どっちが不本意なことなんだろう？　内向的な性格と、目立ってしまう外見的な特徴と、一体どっちが───。

（………）

　さくらちゃん以外の誰かと仲良く会話している姿を、ボクは一度も見たことがない。

　いつだって一人──いや、二人。

　だけどたったの二人。

　もしかしてガチ百合ゆり？

　なんて思っちゃったりしたくらい、ずっと一緒。

　二人以外の世界なんて、美み鈴すず川がわにはコレっぽっちも興味がないのだろうか？

　だったらどうして中庭で遊んでいた女子を、寂さびしそうな瞳ひとみで眺ながめていたのだろうか？

　その答えをボクは知りたかったのかもしれない。

　もっと二人のことを、色々と。

　だから夜の学校に向かう二人を見つけた時、チャンスかもって思った。

　二人の世界に、半歩だけでも近づけるチャンスかもって。




　だから、ボクは───。




　ボクは───。




「………」




　ボクは──生きている？




　パチクリと目を開いた時、そこは天国でも学校でもなく見慣れない天てん井じようだった。

　ここは……どこだ？

　視界に広がる天井は、ぼんやりとしたボクの目には随ずい分ぶんと高く映った。

　感じからして病院とかじゃなさそうだけど、どうしてボクはこんな場所に寝かされているんだろう？　それになんだかお腹なかの上がやたら重くて、息苦しいし……。

「ぐあ……っっっ！！！」

　身体からだを持ち上げようとした瞬しゆん間かん、とんでもない激痛が思考を遮しや断だんした。

　同時にギシリと、悲鳴みたいに身体が鳴った。な、なんだこれは……!?　ちっとも言うことも聞いてくれない自分の身体に、ボクは冷たい汗あせでシーツを濡ぬらした。全身の筋肉という筋肉がカチコチに固まってしまったみたいで、それがバキバキと砕くだけたみたいで───。

　待て。

　ちょ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っと待て。

　荒い息に肩かたを上下させながら、ボクは柔やわらかいマクラに深く後頭部を沈めた。

　ＯＫ。まずは現状認識だ。クールかつスピーディーに状況を整理しよう。今日のボクのパンツの色は──白地に英文。お昼ごはんは──こしアンパンとコーヒー牛乳。今日発売だった雑誌のグラビア宮みや古こえみりちゃんの水着は──薄うすいピンクの大だい胆たんＶカット。

　──よし。記き憶おくに障しよう害がいが残ってないのを確認したところで、いよいよ本題だ。

　最後に覚えている光景はなんだ？

　どうしてボクはこんな場所で眠ねむっている？




　………。

　………………。

　………………………あっ。




　顔面と背中から滲にじんだ汗あせが、マクラとシーツに新しい染しみを作った。

　お、思い出した……。

　ボクはあの時、胸を串くし刺ざしにされた。それもよりにもよって、ワケのわからんスライムみたいなヤツに……！　こ、こんなのバグだ。いきなり登場したスライムに主人公が殺されるなんて一体どういうゲームバランス──い、いや、落ちつけ。今はそんな問題じゃなくて、とにかく直すぐに逃げ──ってて、アイタタタ。胸が、背中が──全身が、痛ェ……。

「クッ……。やっぱりあんな目に遭あったら、痛いのは当たり前……」

　って、あ、あれ？

　胸を串刺しにされたのに、なんでボクは生きているんだ？

　ひょっとしてアレは夢──いや、それはない。アレの感覚は確かに現実だった。

　でも……じゃあ、なんでボクは生きているんだ？

　そもそもここはドコなんだ？？？

「……んっ」

　と、もつれた釣つり糸みたいに混乱した頭の中に、艶なまめかしい吐と息いきが聞こえた。

「だ、誰だ……？」

　軋きしむ身体からだをゆっくりと動かし、どうにか首を持ち上げる。すると視界の隅すみっこの方にフワフワとした金色の物体が映った。

「美み鈴すず川がわ……？」

　それはボクのお腹なかの上にうつ伏せになって眠っている、美鈴川の金きん髪ぱつだった。

「おい、美鈴川。起きてくれよ、美鈴川……」

「う、んんっ……すぅ～」

　反応はすれども起きる気配はナシ。

　なんとも吞気のんきそうな寝顔に、全身が脱力していくのをボクは感じた。

　よほど疲れているのか、なかなか見上げた根性だ。

　しかし、なんだろう。美鈴川の寝顔を見ていると、なんかこうウズウズとしたものが身体を揺り動かすんだけど。腕うでは……ギコチないけど少し動く。それで充分か。右腕一本に全すべての意識を集中させて、待ち上げた指を真まっ直すぐに伸ばして──よし、届いた。

　プニッとした美み鈴すず川がわの頰ほっぺたに、ボクは指を突き刺さした。

　ツンツンと突けば──おお、素す晴ばらしい弾だん力りよく!?

　ならば、そのぷっくりとした無防備な頰っぺたを指で挟はさんで───。

　プニィ[image: ～][image: ～][image: ～]。

　おお!?　こ、これはつきたてのお餅もちみたいに伸びる、伸びるぞ!?

　この非常時に何をやっているんだという声が聞こえてきそうだが、気にしない。無意味なことに全力で挑いどむのが、ボクは大好きだからだ。ましてやこんなにも無防備な頰っぺたが目の前に転がってるんだぞ。『危険！　押すな！』と書いてあるスイッチが押される宿命にあるのと同様、ここで引っ張らないのは、むしろこの頰っぺたに対する冒ぼう瀆とくではなかろうか。

《あの、何をなされているのですか、小こ林ばやしさま？》

「何って、見ての通りだけど」

　それは訊きくまでもないことだ。

　よく伸びる頰っぺたを引っ張るのは紳しん士しのロマン。ましてやソレが犯罪として問われない状況であるなら（問われます）全世界の紳士の約七割が「引っ張る」と答えだろう。そんなこともわかってないなんて──ん、声？

　じっくり二度ほど瞬まばたきを繰り返して、ボクは聞き覚えのある声の方向に首を動かした。

　軋きしむ背中にムチを打って、頭の上。上よりちょい後ろ。九十度を通り越して大体一一〇度くらいまで首を仰のけ反ぞらすと……えーと、目の錯さつ覚かくかな。ふわふわと漂ただようさくらちゃんの白いワンピース姿が見えるんですけど……。しかも、なんか身体からだが透すけているし……。

　沈ちん黙もくが大気を満たした。

　覗のぞき込んでくる瞳ひとみに悪意はなく、身の危険を感じたわけでもなく。

　気まずさとは違う、なんとも微び妙みように乾いた空気が肌はだの上をヒヤリと撫なでた。

「ふぁ……う[image: ～][image: ～][image: ～]。なんだか騒そう々ぞうしいですぅ………」

　そこへ響いたのは場違いなほどのんびりとした欠伸あくびと声。

　ゴシゴシと眠ねむたそうな瞼まぶたをこすり、まだ半分寝ているような蒼あおい瞳ひとみがコッチを向いた。

「………」

　変化ナシ？

　と、思いきや、１秒。２秒。３秒───。

「!?　いつ目が覚めたんですか!?」

　弾はじけるような勢いで美鈴川の顔がボクに迫った。

　が、その拍ひよう子しに美鈴川の手が、ボクの胸を思いっきり叩たたき、

「─────っっっ！！！」

　瞬しゆん間かん、視界に火花が走った。

　骨が砕くだけたんじゃないかと思うような猛もう烈れつな痛みに悲鳴すら上げられず、ボクはただ口をパクパクと開閉させた。そんな状態にも関わらず、美み鈴すず川がわは激痛に硬直するボクの様子に全然気が付いてくれないばかりか、

　ぎゅぅうぅぅっっ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！

　思いっきり抱だき寄せたのだ。

「よ、よかった……本当によかったです……。小こ林ばやしくん、死んじゃってたし、丸一日経たっても全然目を覚まさないから、もうダメなのかもって心配で………！」

　アダダダッッ！　死ぬ！　今死ぬ、今度こそ死ぬわっ！

　泣かなくていいし自分を責めなくてもいいから──って、丸一日!?　ボクが眠ねむってたのは数時間とかじゃなくて丸一日──ああっ、だから痛い痛いマジで痛いって！

《あの、エステルさま？　小林さまが泡あわを噴ふきかけているように見えるのですが？》

「……へっ？　あ、あれ？」

　そこでようやく気付いてくれたのか、美鈴川の腕うでから力が抜けた。

　マ、マジで死ぬかと思った……。

「え、えっと……取りあえずジッとしてて」

　言いながら、美鈴川はボクに向かって右手を翳かざした。やがて零こぼした小さな吐と息いきを合図に、不可思議な言葉の羅ら列れつを速読するかのように小声で紡つむぐ。すると手のひらに淡いエメラルドグリーンの燐りん光こうが灯ともり、それは幾何学的な円えん陣じんを描いて煌こう々こうとボクを照らした。

　閉め切られた部屋の空気を、細さざ波なみのようにざわめかせながら。

　閉じた瞼まぶたに掛かる金色の前髪がみがフワリと膨ふくらみ、光に照らされた美鈴川の白い額ひたいをボクはただ呆ぼう然ぜんと眺ながめ続けていると、やがて全身から痛みが消えてゆくのを感じた。

　まるで魔ま法ほうのように。

　こ、これは一体？？？

　不安と驚きよう愕がくで奇き妙みように飛び跳はねる心臓をなだめようと、ボクは脂あぶら汗あせの滲にじんだ手のひらで薄うすいシャツの上から胸を押さえた。




　──ムニュ。




「……………はい？」

　今、あり得ない感かん触しよくがありませんでしたか？　ムニュって──あ、あれ？　胸って骨が折れたりしたら、こんなに膨ふくらむものなのかな？　なんかゴム鞠まりみたいな弾だん力りよくが、押さえ付ける手のひらを跳ね返してくるんですけど……。

　ゴクリと、硬い唾つばを吞のみ込む音に咽の喉どが鳴った。

　覚かく悟ごが必要だった。

　自分の胸に視線を落とす、その覚悟が。

「………」

　エエイ、ママよっ！

　覚かく悟ごを決めて薄うすいＹシャツの襟えり元もとに視線を落とせば、凄すごく立派な谷間が見えた。マシュマロみたいに柔やわらかそうで、触ふれたらきっとモチモチな。でも、待て。待ってくれ。メタボからはほど遠いボクの胸に、なんでこんな立派な胸の谷間があるんだ!?

　しかもこのサイズ、この曲線には見覚えがあった。

　え、えーと……。

　視線を向ける。多分、事情を知っている当事者二人に。

「あの、コレ……」

　すると美み鈴すず川がわがボクに手て鏡かがみを差し出してくれた。

　自分の目で確かめろと、そういうことなんだろう。

　受け取った手鏡を覗のぞき込むのは、正直、胸に視線を落とすよりも勇気がいった。だけどここで逃げたって、仕方がないよ……ね？　歯医者が怖いとダダこねたって、悪化した虫歯が良くなることは絶対にないように、これは避さけては通れない儀ぎ式しきなんだ……と、思う。

　──多分。

　そんな頼りない決意と共に、ボクは、自分の手で、鏡を覗き込んで───。

「なっ、なっ、なっ………」




　なんじゃこりゃあぁぁぁっっ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]!?




　そこに映っていたのは真まっ青さおになったさくらちゃんの顔と、銀のチョーカーだった。

　な、なんでボクの顔がさくらちゃんになってというか身体からだまでさくらちゃんでおぱおぱおぱぱぱぱぱいがぼいんぼいんでさわり放題もみ放題──って、さ、さわり放題もみ放題!?

　ポニュン、ポニュン♪

　いやいやいやいや。

　問題はソッチじゃない。ソッチも問題だけどそうじゃなくて！

　ポニュン、ポニュン♪

　嗚呼ああ、なのに意思とは無関係に蠢うごめく右手がちょっぴり楽し──ボスンッ──ヘブッ!?

　顔面にマクラがストライク。

　首の骨がどうかなるんじゃないかって角度で、ボクは大きく仰のけ反ぞった。

「なななななにをやっているんですか小こ林ばやしくんは！」

「い、いや、何って──っていうか、何がどうなってんだよ、コレ!?」

　しかし、コレ幸い。頭に受けた衝しよう撃げきのお陰で、脳内のリレー回路が上手うまく切り替わってくれたらしい。ボクの思考は女の子の身体の神秘から、現在進行系なワケのワカランこの状況への説明という、しごく真まっ当とうな方向へとシフトした。

「なんでボクの身体からだがさくらちゃんと入れ替わってんの!?　いや、入れ替わってるつーか、ソコに浮いているさくらちゃんはなに!?　ボクの身体はドコ!?」

　フワフワ浮いているさくらちゃんは小首を傾かしげている。

　その姿はボクの乏とぼしいボキャブラリーをどんなに総動員させたところで、『幽ゆう霊れい』という単語以外には何も浮かんでこない。

　ソコに居るのは半透明のさくらちゃん。

　ボクの身体もさくらちゃん。

　わ、わけがわからん！

「あ、あの……そのことについては、今からちゃんと説明しますから───」

　その言葉に、ボクは頼りなさげな面おも持もちを浮かべる美み鈴すず川がわを見やった。

　──コンコン。

　そこへタイミングを見計らったようにノックの音が響き、コッチの返事を待つこともなくメイド服の女性が部屋に入ってきた。

「失礼いたします」

　簡潔かつ事務的な声。綺麗きれいだけど人形みたいに表情の乏しい硬質な顔立ち。どうみても日本人には見えない銀色の髪かみと蒼あおい瞳ひとみをしたメイドさんは、乾いた靴くつ音を響かせながら美鈴川の前まで進み出た。

「ルーチェ……？」

「エステルさま。お客さまがお目覚めのようでしたら、我が主マスターがお呼びしております。お客さまには御ご足そく労ろうではありますが、ご案内致しますのでどうぞこちらへ」

　メイドさんはガラス玉みたいな瞳をボクに向けると、恭うやうやしく頭を下げた。

「え、えーと。でも、この格好で会うのはワリと失礼なんじゃ……」

　ボクは自分の襟えり元もとを摘つかんだ。薄うすいシャツに黒の七尺しやくパンツという随ずい分ぶんとラフな姿は、どう考えたって『我が主』なんて呼ばれる人の前に出るような格好じゃないだろう。つーか、連絡もしてないのになんでボクの目が覚めたってわかったんだ？

「では、こちらのお召めし物にお着替え下さい」

「……はい？」

　どこから持ってきたのか、ルーチェさんが取り出したのは重層なエプロンドレスのワンピースだった。つまり、メイド服。しかもご丁てい寧ねいに赤い絨じゆう毯たんの上には、これまた重厚そうな革かわ紐ひものブーツ。啞あ然ぜんとするボクの目の前に、トドメとばかりに白いフリルを黒いリボンで飾ったカチューシャまで無表情で突きつけてきた。

「え、え[image: ～][image: ～][image: ～]と……」

　着るの、これ？　ボクが？

「何かお気に召めさない点でもございましたか？」

「いや、お気に召さないも何も……」

　男のボクがこういう服に着替えるのって、ものすご～く抵抗感あるんですけど。

　いくら身体からだがさくらちゃんだからって……ん？

　さくらちゃんの身体で、服を着替える？

　………。

「着替えます！　着替えますとも、ええ今直すぐにでも！」

　胸のボタンにボクは指を掛けた。

「ちょ──小こ林ばやしくん!?」

「ふはははは──って、クソ!?　このボタンなかなか外れないぞ!?　せっかく合法的にさくらちゃんの下着姿が堪たん能のうできるってのに！」

「───っ！」




　──チリン。




　不意にボクの耳元で、小さな鈴の音ね色いろが掠かすめたような気がした──その直後。

　ゴツンッ！

「んがぁ!?」

　硬い何かがボクの後頭部にクリティカルヒットした。
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　洋館──という言葉がピッタリくる屋や敷しきに美み鈴すず川がわたちは住んでいる。

　シックな感じが漂ただよう内ない装そう。

　適度な汚よごれは、むしろ重ねた年代と品格を感じさせる。

　行ったことはないけど、神こう戸べの異人館とかはこんな感じなのかもしれない。

　案内されたサロンもこれまた貴族の館やかたみたいな造つくりなワケで。

　常識ハズレに広いワケでもないけど、それでもウチのリビングの倍くらいはある。真紅しんくの絨じゆう毯たんに暖だん炉ろまであるし、思わず見上げてしまうくらい高い天てん井じようなんて、長年建売住宅で暮らしてきたボクには居心地の悪さすら感じてしまう。もっとも居心地の悪さを感じてしまうのは、何も屋敷だけの責任じゃないとは思うけど……。

「どうぞ」

　カチャリと静かな音を奏かなで、ルーチェさんが目の前にティーカップを差し出した。

　そこらへんのファミレス従業員なんか足元にも及ばないような綺麗きれいな仕し草ぐさなのに、どこか人形めいた印象を受けてしまうのは、ルーチェさんの個性なんだろうか。

　揺れる琥こ珀はく色の液体から漂ただよう高貴な香りは、これまた午後ティーしか飲んだことのないボクにとっては未体験の芳ほう香こうだった。さっきお茶の葉についてファーストがどうのフラッシュがどうとか言っていたんだけど、幾らくらいするんだこの紅茶って？　ティーカップだってマイセンだったかセンマイだったか、とにかく焼肉みたいな名前の高級品に違いない。

「あら。そんなに緊張しなくてもいいのよ？」

　涼すずやかな声に引かれ、ボクは視線をカップから正面の女性に向け直した。

　そこにはこの洋館の住人には相応ふさわしい、シックなドレスを着た女性が座っていた。

　和わ洋よう折せつ衷ちゆう──という言葉が正しいかどうかはわからないけど、見た目が西洋人形な美み鈴すず川がわに対して、この人はドレスも似合うけど和服だって似合うに違いない。小首を傾かしげた穏おだやかな微笑ほほえみに音もなく流れる綺麗きれいな黒髪かみ。その隙すき間まに浮かぶ首くび筋すじの白さときたら……うう、なんか耳がやたら熱くなってきたような。

　ひょっとして弄もてあそばれていますか、ボク？

「初めまして──と、いうのも、なんだか奇き妙みような感じがするわね」

「はぁ……えーと」

　ど、どう応こたえればいいんだ？　興味深そうに見つめる目線に言葉を濁にごし、ボクは何度も椅い子すの上を座り直した。だって、しょうがないじゃないか。こんな美人に観察された経験なんて初めてだから、緊張してしまって上手うまく舌したが回らないんだよ。

「わたしがエステルの母、美鈴川紅音あかねです」

　ペコリと頭を下げる。

　ボクも慌あわてて頭を下げ返し──視界の端はしっこで揺れるカチューシャの黒いリボンに、なんとも言えない複雑な気分を感じた。

「名前をうかがってもいいかしら？　もちろん、あなたの名前を」

「──遼りよう平へいです。小こ林ばやし遼平」

「小林遼平くん……じゃあ、遼平くんでいいかしら？」

　ニコリ、と子供みたいな笑顔を浮かべられ、ボクはまた顔を熱くした。

　こ、この人って本当に美鈴川の母親なのかな？　だって、今の笑顔なんかどう見たって二十代半ばくらいにしか──いや、ひょっとしたらもっと若い感じかも。髪の色とか瞳ひとみの色、それに顔立ちなんかは全然似てないのに、幼く見える雰ふん囲い気きダケは、なるほど確かにこの人は美鈴川の母親なんだとは思うけど。

「ごめんなさいね遼平くん。出来の悪い娘むすめがいたらなかったばかりに、とんでもないことに巻き込んでしまって……」

「は、はぁ……いや、まぁ、その」

　クレーマーとかモンスターペアレントなら、ここぞとばかりに食って掛かる場面なのかもしれないけど……。テーブルの左横で叱しかられた仔こ犬いぬみたいにシュンとうな垂れている美み鈴すず川がわを見ていると、とてもじゃないけどそんな気分にはなれない。

　第一、ボクは言いたいことよりも先に、聞きたいことの方がいっぱいある。

「あの───」

「似てないでしょ？」

　──はい？

「私とエステル。母娘おやこなのにちっとも似てないのよ。まぁ、お父さんのイギリス人の血の方が濃こく出ちゃったみたいだから、仕方がないと言えば仕方がないんだけど。でも、似ているのが魔ま術じゆつ的な遺伝のみってのも、なんだか寂さびしい話だと思わない？」

「はぁ、それは……」

　またしても芸のない相あい槌づちを打って、ボクは淹いれたまま一口も手の付けられていない白はく磁じのティーカップに手を伸ばし──ピタリと固まった。

　今、変なことを言わなかったか？　魔術的な遺伝がどうとかって？

　顔を上げると、紅音あかねさんはイタズラが成功した子供みたいな笑顔を浮かべていた。

「ふふふ。さて、どこから話したものかしら。不ふ肖しようの娘むすめ──エステルが魔ま女じよ見習いってところまではもう聞いているかしら？」

　全力で首を振る。

　聞いてません聞いてませんとも！

「まぁ。そんなこともまだ話してないなんて……」

「だ、だってお母さんが目を覚ましたら直すぐに連れてきなさいって！」

　弾はじかれたように、それまで黙だまっていた美鈴川が声を上げた。

「あらあら、エステルってば口答え？」

　すると紅音さんは小首を傾かしげ、ニコリと可愛かわいらしい微笑を浮かべた──ハズなのに、なんでかな。肌はだを撫なでる周囲の気温が確実に二、三度は下がった気がするんですけど。

「えっ、あ、だって、その……」

「そもそも遼りよう平へいくんが死んでしまったのは、誰の不ふ手て際ぎわだったかしら？」

　み、見える。紅音さんの微笑ほほえみの背後から立ち昇る、真っ黒いオーラが……！　ひょっとして怒ってます？　紅音さん、もの凄すごく怒ってます？　紅音さんって、怒れば怒るほどに表情が笑顔になるという、一番こわいタイプですか!?
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「あ、あの、えーと……。取りあえず先に確認しておきたいんですけど……」

　おずおずと、紅音さんに話し掛ける。

「ボクって本当に、死んでしまったんですか？」

　自分の胸──正確にはさくらちゃんの胸──に、軽く触ふれる。

　本当ならもっと冷静さを欠いてもおかしくないような問い掛けを、こんなにも落ち着いて訊たずねることが出来るのは、間違いなくこの身体からだがあるからだろう。喋しやべれるし、動けるし、ボクがボクであるという自覚だってあるし、過去の記き憶おくだってちゃんと残ってる。

　なのに、ボクは今も──『死んでいる』のか？

「そうね。『魂ココロ』だけが延命していて『魄カラダ』だけが死んでしまった──乱暴な言い方だけれども、そんな状態かしら。人は『魂』と『魄』の二つが揃そろっていて、初めて生きている状態と呼べるの。例えば『魄』のない『魂』だけの存在は、いわゆる幽ゆう霊れい。例えハッキリと会話ができたとしても、幽霊は生きているとは言わないでしょ？」

「はぁ……それは、まぁ、確かに」

　幽霊は……生きてないもんなぁ。

「逆に『魂』が死んでいて『魄』だけが生きている状態は、今の子にわかりやすく言うならゾンビってところかしら。『魂』の入ってない動くだけの肉の塊かたまり」

　それも……わかる。

　乱暴な言い方だとは思うけど、大体の意味としてはわかる。

「それにしても人間の命を直接操作する魔ま法ほうを使うだなんて、とんでもないタブーだわ。しかも強引で無む茶ちや苦く茶ちやな術じゆつ式しきで組んじゃって……」

「だ、だってあの時、小こ林ばやしくんの胸にすごく大きな穴が開いていて……血が止まらなくて、放っておいたら絶対に死んでしまうって思って……！」

　だから咄嗟とつさにボクの『魂ココロ』が消滅する前に『魄カラダ』から切り離して。

　でも、切り離したまま人間の『魂』は直すぐに消滅してしまう不安定なものだから、止やむを得ずさくらちゃんの了承を得てボクの『魂』と『魄』を共有化したのだと。

　たどたどしい口調で美み鈴すず川がわは話してくれた。

　荒こう唐とう無む稽けいな話だと、聞いた時は正直思った。だけども現実に、今のボクはさくらちゃんの身体からだに在る。これは否定のしようのない事実なのだ。否定するとか信じないとか以前に、現実としてこうなっている以上、ボクはソレを受け容いれるしかないワケなんだけど───。

「はぁ」

　ボクの口から滑すべり出たのは、そんな間の抜けた声だけだった。

　だって、話がボクの一般常識から飛ひ躍やくしすぎていて、思考が全く追いつかないのだ。もちろん話を鵜う吞のみにしすぎるのもどうかと思うけど、仮に二人がウソをついているなら、この現状をどう説明すればいいのかわからない。

　まぁ、本当なら本当で、もっとワケがわからないんだけど……。

「そ、それに───」

　と、美鈴川はコチラをチラリと見やって。

「い、命の恩人だから、小こ林ばやしくんは……」

　完熟トマトみたいに真まっ赤かに熟した顔を俯うつむかせた。

　……あー、まぁ、なんだろう。

　一人で勝手に頭から湯ゆ気げを噴ふいている美鈴川と、何故なぜかニヤニヤとした生温かい視線を送ってくる紅音あかねさんを見てると、なんか逃げ出したくなってきた。救いを求めてさっきから一言も喋しやべらないさくらちゃんに視線を向けても、ニコニコと穏おだやかに微笑を返すだけだし。

「わたしたちはね、遼りよう平へいくん」

　紅音さんがボクを眺ながめる眼まな差ざしに、ふと柔やわらかな微笑を含ませた。

「魔ま法ほう使つかい。さっき言った通り魔ま女じよと呼んでくれてもいい存在よ」
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【魔法使い】　①魔法を行う人。

【魔女】　　　①ヨーロッパの民間伝承にあらわれる妖よう女じよ。

　　　　　　　②悪あく魔まのように性しよう悪わるな女。
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　──ハッ!?　思わず頭ず蓋がい骨こつの内側に読んだこともない文章が浮かんでしまった。

　えーと、魔法使い？　魔女？？　②番じゃない方の？？？

　いきなりそんなことを言われても、上手うまく脳が理解してくれないんですけど。つまり、ゲームとかに出てくるようなアレか？　それとも世界的超大ヒットした、イギリス原産のハリーなんとかの方？　ゲームとハリーを比べてみると、魔ま法ほう使つかいに対するアキバ系と欧米の概がい念ねんの違いが如によ実じつに表れていて興味深いよね──って、そうじゃなくって！

「ちなみにわたしはゴールド免許で、ソッチはまだ仮かり免めんさん」

　あるんですか、ゴールドとか仮免とか……。

「まぁ、魔法使いと一口に言っても、漠ばく然ぜんとしていて難しいかしら。真理を探究する人。自己の富や名声が目的の人。政府や企業とパイプを結んで世渡りしている人もいるし、個人事業みたいなことをしている人まで、色々な人が居るんだけど。共通しているのは、表向きには自分の正体は明かさないことかしらね」

「そりゃまぁそうでしょうけど……」

　オレ、魔法使い──なんて名乗ったりする人間に、正直あんまり近付きたくないし。

「さて、話を進めてもいいかしら？　わたしたちはこの土地の──八よう歌か市いちの霊れい的てきな治安を維持するために魔法使いをやっている、先祖代々の管理人ってところかしら」

「……え、えーと」

　ボクは多分、ハトが豆鉄でつ砲ぽうを喰らったような顔をしていたんだと思う。

　紅音あかねさんは、そんなボクの反応を楽しむかのように微笑を揺らした。

「最近こっちに越してきた新規の住民さんには、余あまり知られていないことなんだけど」

　と、いうのはボクのことなんだろう。ウチの親父おやじは結婚をして仕事の都合でコッチの方に越してきた、いわゆるヨソ者だ。八歌市は見た目は田舎いなかだけど、近郊に大手企業の工場が建ち始めた頃から、住民の数が緩ゆるやかに上昇カーブを描いているって話を聞いたことがある。

「この土地は昔から、妖よう怪かいや魔ま物ものの類たぐいが溜たまりやすい場所だったの。そういう場所は幾つかあって、それぞれにわたしたちみたいな管理人がいるわけ。詳くわしいことは部外秘だけど、エステルのお婿むこさんになってくれるのなら話は別よ？」

「お、お母さんっ───!?」

「ホラ。娘むすめも是ぜ非ひそうして欲しいって」

「言ってない！　言ってないからね!?　本当に言ってないんですからね!?」

《エステルさま。まずは落ち着いて下さい》

　クスクス笑う紅音さん、ため息まじりにさくらちゃんの声。

　グラリと視界が揺れた。

　なんなんだろう、この人たちは？　コッチはワケのわからないまま気がつけばこんな身体からだになっていて、実はもう死んでいるんです──みたいな状況になっているのに、冗じよう談だん言ってる場合じゃないだろう。そりゃ全部が全部、美み鈴すず川がわたちの責任だなんて言わないし、クレームをつけるつもりないけれど、だけど───。

「あのですね？　少しくらいマジメに状況を教えてくれないですか……？」

　血圧が上がっていくのを感じつつ、ボクは呻うめくような声を絞しぼり出す。

　その時ドクリと、心臓が吼ほえるように胸を叩たたいた。

　ドクリ、ドクリと痛いぐらいに───。

「っ───!?」

　瞬しゆん間かん、疼うずく胸に嫌いやな感じの汗あせが額ひたいと咽の喉どを濡ぬらし、激しい目眩めまいにボクは顔を押さえた。

　な、なんだ……コレは？

　胸が、疼き、息が、詰る……っ。

　足元から急速に冷たくなってゆき、胸の奥で何かが剝はがれてゆくような感覚───。

《エステルさま！》

「わ、わかってる！」

　椅い子すを蹴け飛とばし、駆かけ寄った美み鈴すず川がわがボクの背中に手を当てた。

　するとそこから温かな力が流れ込んでくるのをボクは感じた。随ずい分ぶんと懐なつかしい、まるで母さんに背中をさすられているような感かん触しよくに、痛みが背中から鎮しずまってゆく。少しずつ、少しずつ鼓こ動どうも呼吸も落ち着いて、ボクは押さえていた顔から手を引き剝はがした。

　これも──美鈴川の『魔ま法ほう』なのか？

「……落ち着きましたか？」

　美鈴川の声に、ボクは半ば放心したように頷うなずいた。

「肉体の拒絶反応───。まだ身体からだに馴な染じんでないから、あまり無理をしないで下さい」

　身体が馴染んでない──か。なるほど、移植手術を受けたようなものなのかもしれない。

　現実的な言葉に置き換えてみると、少しは理解できそうだ。考えてみれば即死確定の大怪け我がを負ったのに、もう動いたり会話したりしているのが異常なことだ。常識的に考えるのなら例え命を取り留めたとしても意識不明の重体か、良くて集中治療室のベッドでチューブや検査器具と一緒に括くくり付けられているような気がする。

　──もっとも、この状況を常識で測ることに意味があればの話だけど。

「さて、落ちついたところで話を続けていいかしら？」

「あ、はい、どうぞ……」

「また血圧を上げちゃうかもしれないんだけど、今回の一件は本当に事故だったの。それも初歩的かつ人じん為い的なミス。今日もゼロ災・無事故無違反のモットーにあるまじき失態だわ。周囲の安全確認を怠おこたったまま魔ま物ものの駆く除じよを始めてしまうだなんて」

　まるで町工場の社長さんみたいな言葉を吐はいて、紅音あかねさんは鋭い一いち瞥べつを美鈴川に向けた。

「あぅ……」

「まぁ、監かん督とく責任というのなら私も同罪なんだけど……路上実習ってあるでしょ？」

「路上実習──ですか？」

　また突とつ拍ぴよう子しもなく魔ま法ほうとは無関係そうな言葉を……。

「そう。今の仮かり免めんのエステルがまさにソレ。こういうお仕事には慣れと経験が必要なの。だからエステルには今年の春から仮かり免めんの実習として、学校を中心とした幾つかの土地の裁さい量りよう権けんを与えていたの。だけど……」

　ほぅ、とため息。

　その意味するところは、一つ。

「スライム……」

　ポツリとこぼれた一言に、美み鈴すず川がわの肩かたがビクリと跳はねた。

「スライム……。よりにもよってスライムに敗北……！　はぁー、もう、信じられないわ。お母さん、スライムに負けるような娘むすめを育てた覚えはなかったのに」

　どうやらスライムという存在は、リアル・ヴァーチャルを問わずして普遍的に最弱のステータスを占めるモンスターらしい。

「せ、責任はちゃんと取るもん！　小こ林ばやしくんの身体からだはちゃんと治すし、『魂ココロ』だってその時キチンと元の『魄カラダ』に移し直すもん……！」

　移し直す──って、それってボクが元の身体に戻れるってことなのか!?

「何時いつ!?　後どれくらいでボクの身体は元に戻るの!?」

「そ、それは、あの……。直すぐには、その………ごめんなさい」

　ガクッ───。

《そう落ち込まないで下さい小林さま。魔法とはいっても万ばん能のうではありません。が、手間を掛ければ必ず元には戻りますから》

「そうそう。魔法やアイテムがあればパッと回復したり生き返っちゃうなんて、せいぜいゲームの中だけの話なんだから。ダメよ、ゲームと現実とはちゃんと区別しないと」

　いや、リアル魔ま女じよのアナタに現実云うん々ぬんを言われても納得出来ないものが色々と。

「取りあえずは気長に待ちなさい。今はゆっくり休んで、どうせならさくらの身体になっちゃったことを楽しみなさいな。なかなか体験できない、貴き重ちようなひと時になるかもよ？」

　それもどうかと思うのだけど……。

　哀かなしいかなボクには選択肢しはなく、紅音あかねさんの言葉に頷うなずくしかなかった。




　　　　　　　　　　　　　　４




　夜、思いもよらない、けれども深刻な問題が起こっていた。

「──ない？」

　訊たずねると、コクリ。

　美鈴川の返答にボクは愕がく然ぜんとして、背後のさくらちゃんを振り返った。

《そもそもわたくしの部屋は、エステルさまと共有でございましたから……》

　困ったようにさくらちゃんも小首を傾かしげた。

　ない。部屋がない。さくらちゃんの部屋がないという。

　ひと段落して、とにかく今夜はジックリ──もといゆっくりと、さくらちゃんが使っているさくらちゃんの香りで包まれたさくらちゃんのベッドに潜もぐり込むことを楽しみにしていたボクのささやかな幸せは、無む残ざんにも砕くだけ散ってしまった。

「でも、なんでないの？　ずっとここで暮らしているんじゃないの？」

　いくら使用人とはいえ、住み込みなのに部屋もないってのは妙みようじゃないか？

《ずっと暮らしてきた、と言われれば確かにそうではございますが、この姿になったのはごく最近のことですから》

「この姿っていうのは、え～と……」

　ボクはしわの寄った眉間みけんを指で押さえた。今日はもう驚くことはないだろうと思っていたんだけど、最後の最後でまだ何か残っていたのか。

「さくらが、その、わたしの使い魔フアミリアになったのは四年前からだから……」

　美み鈴すず川がわの言葉に、カクンと下した顎あごが落ちた。

「ちょ、ちょっとタンマ。使い魔ってのは、ええーと。それって確か、魔ま法ほう使つかいが色々と命令したりするネコとかフクロウみたいな動物のことだっけ？　プチモンとか召しよう還かん獣じゆうとかカプセル怪かい獣じゆうとか、マスコットキャラみたいな？」

　もしくはゼ──いや、これは止やめておこう。

「え、えっと……召喚系はまたちょっと違うと思いますけど……多分、小こ林ばやしくんが想像している感じで間違ってはない……のかな」

　ちょっと困ったように、美鈴川はボクを斜めに見上げた。

《ちなみに人の姿になる以前は、エステルさまに拾われた黒ネコでしたから》

「黒ネコ……。ニャーと鳴く、あの黒ネコの……？」

《ワンとなく黒ネコが居るなら話は別ですが、おそらくはその黒ネコで正解かと……。それにお気付きになられませんでしたか？　例えばその首のチョーカーは、わたくしがエステルさまの使い魔である証あかしでもあり、鈴は首輪だった頃の名残なごりなのですが……》

　全然、お気づきになられませんでした。

　首に巻かれたシルバーのチョーカーに、そんな意味があったなんて。

　だけど──そうか。それで少しわかったような気がした。美鈴川はあらゆる意味でさくらちゃんのご主人様マスターだったんだな。そういえばネコって気き紛まぐれだけど、意外と母性本能が強いって話を聞いたことがある。ウチの近所で飼かってたネコなんて、他のネコの子供まで育てていたくらいだし。ひょっとしたら、さくらちゃんが時々母親みたいな眼まな差ざしで美鈴川を見やったりするのも、ネコだった頃の名残なのかもしれないな。

「じゃあルーチェさんはもしかして、紅音あかねさんの使い魔フアミリアとか？」

《いえ、ルーチェさまは紅音さまの魔ま力りよくで動く『自動人形オートマータ』でございます。一人で家事からお屋や敷しきの警護までこなせる、とても優秀な家事／攻こう撃げき型自動人形なんですよ》

「……へぇー。そうでしたか。家事／攻撃型自動人形ね……」

　って、また物ぶつ騒そうな名称を！

《学校から小こ林ばやしさまを屋敷に運んだのも、ルーチェさんなのですよ》

　そうだったのか……っていうか、なんかもう、なんでいいや。一般人のボクが悩んだところで、どうせ理解出来ないだろうし。さくらちゃんやルーチェさんは、そういう存在ということで受け容いれてしまう方が、思い悩むよりもずっと気が楽だ。

「ところでさくらちゃん。その小林さまっての、そろそろ止やめない？」

《と、言いますと？》

「小林さまって呼ばれるの、なんか凄すごく他人行ぎよう儀ぎだし、ボクがさくらちゃんのことを『さくらちゃん』って呼んでいるみたいに、ボクのことは『遼りよう平へい』でいいよ」

　ボクからの提案にさくらちゃんは首を傾かしげた。

　呆あきれられたのかもしれないけど、コレはボクにとってもきっとチャンスだ。不ふ謹きん慎しんかもしれないけれど、これを機会にお互いの物理的かつ精神的な距離を縮められたらなぁ～とか思ったりしたんだけど……えーと、なんだろう。

　背後から、冷たく突き刺ささる美み鈴すず川がわの眼まな差ざしを感じるんですけど……？

《では、これからはリョーヘイさまとお呼びさせていただきますね》

「う、うん。ありがとう……」

　さくらちゃんのキラキラ輝く微笑ほほえみ、しかしボクは頰ほおを引き攣つらせながら応こたえた。

「っっっ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！」

　だって背後から、もの凄すごいプレッシャーを感じるんだもん……。ヘビを睨にらむマングースだって、もうちょっと穏おだやかな表情をしているんじゃないかって思うくらいの。

　振り返ってみたら、頰ほっぺたを膨ふくらませた美鈴川がボクを睨んでいた。

　や、やっぱり怒っていらっしゃる？

　だけど、えーと……なんで？

「あ、あのさ、美鈴川……？」

　瞬しゆん間かん、美鈴川の背後で黒いオーラが火柱のように噴ふき上がった──ような気がした。

　で、でも、だからなんでだ？　何か美鈴川の気に障さわるようなことをしたか!?

　──あ、ひょっとして美鈴川のやつ、ボクがさくらちゃんとの距離を急に縮めようとしているもんだから、嫉しつ妬としているとか？　あり得る。充分にあり得るぞ。だけど、やれやれ。嫉妬深いというか心配性というか……。どんなにボクがさくらちゃんと仲良くなったとしても、さくらちゃんが美鈴川から離れるなんて、絶対にあり得ないのに。

「そ、それよりも、あの……！　今日、リョ───」

「ほい？」

「っ[image: ～][image: ～][image: ～]。こ、小こ林ばやしくんが寝る場所の話なんですけど！」

「あ、ああ。悪い悪い。ソッチの話をしていたのに、話を逸そらしてしまって」

　でも、だからってそんなに顔を紅潮させるほど怒るところか？　こんなに怒ってる美み鈴すず川がわなんて、初めて見た。人間、どこに沸点が在るのかサッパリわからんもんだよなぁー。

「そ、そそそれで、あ、あのあの……」

　ギュッと拳こぶしを結んだ美鈴川は、しどろもどろと。

「小林くんが、その……も、もし構わないのでしたら……あの、あの」

　そんなに言いにくいことなのか？　まさか部屋がないとか？　いや、それはないか。さっきボクが寝かされていた客間だってあるワケなんだし。

「で、ボクとさくらちゃんはどの部屋で一緒に眠ねむればいいのかな？」

　なるべく穏おだやかな笑顔を浮かべて、ボクは訊たずねた。

　刹せつ那な。

「っっっ───！」

　顔を真まっ赤かにした美鈴川の小さな肩かたが、天を衝つくように聳そびえ上がって───。

「小林くんのバカぁぁぁっっ[image: ～][image: ～][image: ～]！」

　バタン───！

　蝶ちよう番つがいが弾はじけ飛びそうな勢いで、美鈴川は自室の扉とびらを閉じてしまった。

「………」

　えーと、聞き方がマズかったのかな、今のは？

「美鈴川のヤツ、どうしちゃったのかな？」

《はぁ……。なんと申しましょうか、今のはリョーヘイさまが悪いかと》

「え？　ボクが？」

《はい。リョーヘイさまがでございます》

「いや、だっていくら部屋がいっぱいあるからって、勝手に部屋を借りてベッドに潜もぐり込むわけにもいかないだろ？　ましてや美鈴川と一緒の部屋で寝るなんてもっとマズイし」

《………》

「な、何かなその『うわっ、この人すっごくダメダメだ』って感じの目は!?」

《そこまで洞どう察さつできるのでしたら、もう少しエステルさまを見てあげて欲しいのですが》

　──ナンノコッチャ。

　首を傾かしげるボクに、さくらちゃんはもう一度ため息を吐はき出した。

　まぁ、ソレはソレとして。

「しょうがないから、今日はもうココで寝ちゃっても構わないかな？　外で寝るよりかは風邪かぜも引かないと思うし」

《それは……でも、よろしいのですか？　わたくしといたしましては、可能な限りエステルさまのお傍そばに身を置きたいと考えていましたので、むしろとても助かるのですが》

「じゃ、問題ナシということで───」

　ボクはペタリと、床ゆかの上に腰こしを降ろした。

　美み鈴すず川がわの屋や敷しきは流石さすがというべきか、こんな廊ろう下かにまでキチンとカーペットが敷き詰められているからスゴイや。無論、フカフカでもないし高級なペルシャ絨じゆう毯たんってワケでもないけど、フローリングの床で眠ねむるよか何倍もいい。それにこの長袖そでのメイド服。シックで重じゆう厚こうな生き地じは結構保温性もあるみたいで、横になっても寒くないのがありがたい。

　そういえば昔──鈴すず香かや仲のいい連中と花火を買い込んでドンちゃん騒さわぎをしたことがあったっけ。あの時は誰かが冗じよう談だんで持ち込んだアルコールも入った勢いで、そのまま公園のベンチで雑魚ざこ寝ねしちまったんだよなぁー。マクラもフトンもないトコで寝るのはアレ以来か。

《リョーヘイさまは、随ずい分ぶんと変わったお方のようですね》

「そうかな？」

　壁に背を預け、そっと瞼まぶたを下ろす。

　あの時は不安なんてなかった。もし一人だったら、とてもベンチじゃ眠ねむれなかったと思うけど、でもあの時は一人じゃなかったからな。

　みんなと一緒だったから。

　けれども今は、一人で──ん？　一人？

「……あっ」

　もしかして美鈴川って───。

　キィ……。

　扉とびらの軋きしむ小さな音が響いたのは、丁ちよう度どその時だった。

「あの、小こ林ばやしくん……もう、寝ちゃいましたか？」

　それは起きていることを確認したかったのか、それとも眠っていることを確認するためのものだったのか、どちらとも言えないような小さな声だった。

「うん。まだ起きてる」

「っ───」

　途と端たんに人の気配が引っ込んだ。でも、開いた扉はそのままだった。

「あのさ、美鈴川。悪いんだけど、一つお願いしてもいいかな」

「………」

「廊下じゃやっぱり眠れそうにないわ。ハハハ……。だから美鈴川、ボクをソッチの部屋で寝かせてくれないかな？　ソファーの上でいいからさ」

　言いながら天てん井じようを眺ながめると、そこには優しい顔をしたさくらちゃんが。

　不思議と顔がニヤけるのをボクは感じた。笑っちゃダメだとわかっているのに、どうしても顔のニヤニヤが止まらない。それでも声に出さなかったのは我ながら上出来だと思う。

「頼む。後ご生しようだと思って───」

　キィィィ───。

　扉とびらが開き、ナイトガウンを羽は織おった美み鈴すず川がわが複雑そうな顔を少しだけ覗のぞかせた。

「……ほ、本当はイヤなんですからね」

「わかってる」

「小こ林ばやしくんがどうしてもって泣いてお願いするから、し、仕方なく……っ」

　いや、別に泣いてお願いしているワケじゃないんだけど……まぁ、いいや。

「ありがとう美鈴川。恩に着る」

　立ち上がり、ボクは美鈴川の部屋に入った。

　綺麗きれいに片付いた空間は、この部屋の住人のどちらの努力の賜たま物ものだろうか。淡いピンク色のカーテンと純白のテーブルクロス。いずれも可憐かれんなレース模様で飾られていて、落ち着いたアンティークな雰ふん囲い気きとファンシーな空間が上手うまく調和していた。ベッドや本ほん棚だなに所狭せましと並んだぬいぐるみの数々も、この部屋の主人の趣味としてはありだろう。

　そして案の定というべきか、大きなベッドには柔やわらかそうなマクラが二つ。

「おー。すっごいフカフカのベッドだなぁー。こんなベッドで横になったら、きっと朝までぐっすり眠ねむれるだろうなぁー」

「………」

　沈ちん黙もく。

　う、まずい……。今のは流石さすがにワザとらしかっただろうか。冷たい目線に乾いた汗あせを浮かべたボクに、けれども美鈴川は少し唇くちびるを尖とがらせつつも寛かん大だいな心を示してくれた。

「こ、これも特別です……。ベッド……使ってもいいです」

「うん。ありがとう」

「で、でも変なことをしたら大声を出しますからね……！　そ、それから別に一人で寝るのが怖いとか寂さびしいとか、そんなんじゃなくって───」

「わかってるって。全部、ボクの我がままだから」

　湯ゆ気げを出す美鈴川の金きん髪ぱつにポンと手を置いて、ボクは大きく伸びをした。

　そしてふと気が付いた。メイド服のままなんだけど、着替えた方がいいのだろうかと。だけど一度シーツの上に寝ね転ころんでしまうと、もう着替えるのが面めん倒どうくさかった。疲労の滲にじんだ身体からだを包むフカフカのベッドは、秒殺の勢いでボクを熟じゆく睡すいへと誘いざなう凶きよう器きなのだ。

「あの……小林くん。一つだけ訊きかせて下さい」

「……んー、何を？」

　瞼まぶたを落とし、曖あい昧まいな意識の中でボクは応こたえた。

「小こ林ばやしくんは……その……怖くないんですか？　わたしのこととか……」

　おずおずと訊たずねたその声に、ボクはヒラヒラと手を振って。

「怖くない怖くない。だから大だい丈じよう夫ぶだって。当たり前だろ」

　とは言ったものの、実は全然、当たり前なんかじゃない。

　美み鈴すず川がわは多分、突発的に訊ねてしまったんだろう。こういうホッとした状況で、ついつい不安を吐と露ろしてしまった──そんな感じ。正直、不安なのはボクだって同じだ。いや、ある意味で美鈴川以上じゃないかと自分でも思う。

　だけどボクは自分の不安よりも、美鈴川の不安を優先させてあげたかった。

　何故なぜならボクは取り上げてしまったから。こんなにも小さくて頼りない美鈴川の心を支え続けてきた『黒くろ瀬せさくら』という居場所を、突然横から奪うように。

　だから───。

「約束する。ボクは美鈴川のことを怖がらないし、怖がって傍そばから離れたりしないから」

　多分、さくらちゃんならそう言うだろうし、怖がるだなんて問題外だろうし。

　これで本当に良かったかどうかは実際にはわからないけど……まぁ、なんだ。

　ボクだって所しよ詮せんは十七歳さい。

　ガラスを割ったり、盗ぬすんだバイクで走り出したいお年頃ということで。

　ともあれ──疲れた。ボクは一ひと際きわ大きな欠伸あくびを嚙かみ殺し、猛もう烈れつな睡すい魔まに誘さそわれてふかふかのシーツの上に突っ伏した。




　こうして人生が引っくり返るような長い一夜は、ようやく終わろうとしていた。
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　柔やわらかく、とてもいい匂においがした───。

　ふにふにというか、ふわふわというか。

　ボクのベッドにこんなイイ感じのクッションなんかあったっけ……？

「……ふぁ[image: ～][image: ～][image: ～]」

　大きな欠伸あくびと伸びをして、ボクはぼんやりした頭でベッドから身を起こした。

「……あれ？」

　なんかいつもと目覚めが違う。

　つーか部屋まで違う。

　挙句あげくになんでメイド服？？？

「取りあえず、トイレにでも行ってスッキリと───」

　ギュ……。

　ベッドから降りようとしたボクの袖そでを、誰かの腕うでが摑つかんでいた。

「す～、す～、す～」

　そしてリズムよく流れる穏おだやかな寝息。

　ベッドの上に視線を落とせば、フワフワの金色の髪かみをした小さな女の子の姿が。見覚えのある女の子──クラスメイトの美み鈴すず川がわエステル。瞬しゆん間かん、寝ぼけた思考の中で、小さな光が軽快なチャイムを「ピロリン♪」と奏かなでた。

　思い出した。昨さく夜やのこととか、この状況のこととか。

　しかし、さっきからイイ感かん触しよくがあると思ったら、美鈴川の金きん髪ぱつだったのか。見た感じからしてボリュームたっぷりの髪だったけど、実際に触さわってみてもふわふわのサラサラ。抜群の触り心地だ。少し乱暴に撫なでたら、ネコみたいにキュッと首をすくめる。ううむ、これはちょっと楽しいかも。もう少し遊んでみたいけど……その前に、先まずはトイレか。

　身体からだは女でも心は男。

　急せき立てる朝の生理現象に男は抗あらがえない生物なのだ。

　そんなワケでベッドから降りようとしたら、思わぬ力に引き戻されてしまった。

「……美鈴川」

　見れば美み鈴すず川がわの手が、まだボクの袖そでを摑つかんでいた。それもいつの間にか両手で。これだけ動いてまだ目を覚まさないとは、見上げた低血圧だな。

　嘆息し、ボクは美鈴川の手を摑んだ。

「………」

　なんて小さい手なんだろう。

　こんなに小さい手じゃ牛ぎゆう丼どんのドンブリを持つのだって苦労しそうだ。

　だけど、ボクはこの手に助けられたのだ。

　美鈴川はボクを命の恩人とか言ってたけど、実際は逆なんだとボクは思う。

「さくら……？」

　と、美鈴川の瞼まぶたがゆっくりと持ち上がった。

　起き抜けの随ずい分ぶんと眠ねむたそうな目が宙を漂ただよい、ボクを向いて固定する。

　まだ脳ミソの半分が眠っているんだろう。不思議そうに覗のぞき込んでくる顔は、お互いの呼吸を肌はだで感じられるほど近かった。

　そしてある意味で、手を握にぎったみたいなこの格好。

　冷たい戦せん慄りつと嫌いやな予感が盛大なワルツを踊おどり始めた。このパターン、この展開。次に飛んでくるのは悲鳴かビンタか。ボクはギュッと瞼を閉じた──んだけど、アレ？

「ふぁ……おはよぅ、さくらぁ……」

　眠たそうな声だけを残し、美鈴川は冬眠から目覚めたばかりのクマさんみたいな動作でベッドから這はい出した。もしかして気付いてない？　もしくは盛大に寝ぼけてる？

「う[image: ～][image: ～][image: ～]。さくらぁ～。着替えるの手伝ってよぉ～」

　言いながら、美鈴川はパジャマの上着をもそもそとめくり上げた。

　お、おおお[image: ～][image: ～][image: ～]。

　唐とう突とつに両目に飛び込んできた美鈴川の素す肌はだと背中に、ボクは心の中で感嘆した。

　見てはいけないものを見ているような背はい徳とく感。でも、見る。見たいものは見たい。いや、見るしかないだろう、この場合。クラスの中でもとびきり可愛かわいい女の子──体形にボリュームが足りてないのは目を瞑つむって──が無防備にも脱ぬぎ始めたのなら、この現実から目を背そむけてどうするのかと。コレ、健全な男子高校生の絶対的な真理。

　──まぁ、ごたくはいいとして。

　白い肌。

　アドリア海の高級リゾートビーチのように、如何いかにも温室育ちのお嬢じよう様といった真っ白な背中が目に映る。なめらかで、触ふれれば瑞みず々みずしい弾だん力りよくが容易に想像出来る柔やわらかな肌は、きっと日焼けしたら真まっ赤かになるタイプだろう。その肌の上で鮮あざやかな金きん髪ぱつが美鈴川の動きに合わせて左右に踊り、肌よりも更さらに白いポリウレタンとナイロンその他で構成された乙女おとめの秘宝がボクの脳のう髄ずいに艶なまめかしい情報を提供してくれた。

　だが、それにしても──細い。

　華きや奢しやというより折れてしまいそうな線の弱さが、ちょっと怖いくらいに。

　ナマの女の子の背中なんて比べたことないからわかんないけど、もっと肉とか食べた方がいいんじゃないのか？　いつもお世話になっていますグラビアアイドルさんだって、こんなにも細くはなかったハズだ。第一、アッチはもうちょっとこう……括くくれるところは花か瓶びんみたいに括れていて、出るべき部分はボヨンと見事なＤカップで───。

「う～。さくらぁ[image: ～][image: ～][image: ～]」

　そんなことを考えているとジトリと湿しめった美み鈴すず川がわの眼まな差ざしと目が合った。

　鼻に掛かった甘あまえるような声。

　学校じゃ絶対に見せないスキだらけの姿。

　──っていうか、その姿でコッチを向くと正面が丸見えだ。

　いくら見た目が小学生な美鈴川でも、そこはやっぱり同い年の女の子。制服の上からじゃちっとも気付かなかったけど、大きくなろうと健気けなげな努力をしている小さな膨ふくらみがヒラヒラのレースに包まれていて──なんて言うか、コレはコレでアリだよな。

　花に例えるなら可憐かれんな山やま百合ゆり？

　蘭らんや薔薇ばらほど自己を主張する華はなやかさには欠けるけど、無視していいレベルじゃない。

《あの、リョーヘイさま。あまり不ぶ躾しつけな眼差しを送るのも、如何いかがなものかと……》

　背後からひょいとさくらちゃんが顔を覗のぞかせた。

　いえいえ、お構いなく。今、なかなかいいところですから。

《それにエステルさまも。そのようなお姿で、リョーヘイさまが困っていますよ？》

　いえいえ、別に困ってはいませんよ？　むしろもっとジックリと観察を続けたいと心の底から思っているくらいで──って、さ、さくらちゃん!?

「あれ、さくら？　なんで……？」

　呟つぶやいた美鈴川の眼差しがさくらちゃんに移動して、またボクの顔に戻って───。

「？」

　小首を傾かしげる。

　まだ状況が理解できないでいるらしい、如何いかにも低血圧そうなトロンとした寝ぼけ眼まなこ。

　と、次の瞬しゆん間かん。

「───っ!!」

　美鈴川はトマトジュースだと思って飲んだらタバスコでした──みたいな顔をして、慌あわてて脱ぬいだ上着で小さい胸を覆おおい隠かくした。

「ああああのあの──こ、これは、あの──見ちゃいました!?　見ちゃいましたよね!?」

　首しゆ肯こう。それはもう、おヘソの窪くぼみまでバッチリと。

「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っっ！　と、とととにかく後ろ向いて下さい！　回れ右です！」

「はいはい」

　今さらだとは思うけど、言われた通りに回れ右。

《おはようございます、リョーヘイさま》

「おはよう、さくらちゃん。美み鈴すず川がわって、毎朝あんな感じなの？」

　背中から聞こえる「わっ」とか「きゃっ」とかに、ボクは苦笑いを乗せた声で訊たずねた。

《お恥ずかしい限りではございますが……》

　目線を交かわし、さくらちゃんも同じような苦笑を浮かべた。ただ、ボクと違うのは慈じ愛あいのこもった優しい瞳ひとみと、何よりも嬉うれしそうな声だろう。

《エステルさまは朝がとても苦手なのです。後五分、後三分と、それはもう往おう生じよう際ぎわが悪くて毎朝がとても大変です。ヒドイ時など今日は学校を休むと毛布にくるまったり……。それに比べれば今朝けさは昨さく夜やが遅かったわりには、とても平へい穏おんな朝ではないかと》

「さくら！　余計なことは言わないでいいから！」

　平穏、ねぇ……。

　こんなにドタバタした朝が平穏なら、平穏じゃない朝ってどんなんだ？

「ところでさくらちゃん？　ボクの──っていうか、さくらちゃんの着替えはどこにあるのかな？　ずっとこの格好ってわけにもいかないでしょ？」

《それでしたらアチラのクローゼットに制服がしまってありますが……》

「じゃあ、それに着替えても構わない？」

《ええ、もちろん。今、わたくしの身体からだはリョーヘイさまのものですから》

　字じ面づらだけ捕らえるとスゴイ言葉だ。できれば「身体」の前に「心も」という言葉も付け加えたいところだけど、それは将来の課題としておこう。今はとにかく『一心同体』の特権を使わせてもらって、とくとさくらちゃんの着替えを堪たん能のうさせてもらいましょう。

「ス、ストップです！」

　クローゼットの取っ手に指先が触ふれた瞬しゆん間かん、美鈴川の手がボクの背中を摑つかんだ。

　──チッ。

「ああ!?　今、舌した打うちしました!?　舌打ちしましたよね!?」

「はて～？　なんのことかなぁ～？」

「誤ご魔ま化かさないで下さい！　どさくさに紛まぎれてさくらの着替えとか見ようとしたハズです！」

「……………うんん。そんなこと、全然、ないよー？」

　一語一句、区切りながら、さわやかに。

「ウソです！　そんな深海魚みたいに濁にごった目で言われても信用できません！」

　──チッ。

「ああ、また舌打ちしました!?」

《ですがエステルさま。実際、着替えないというわけにもいかないと思うのですが？　その度たびにこのように騒さわいでいても、仕方のないことかと……》

「そうそう。当分は文字通り、ボクとさくらちゃんは一心同体なワケだし。ここはもう恥ずかしがらず、日本の文化はハダカのお付き合いが基本ということで───」

　言いながら、頰ほおの筋肉が春を謳おう歌かするお花畑みたいに弛ゆるんでいくのを自覚しつつ、背中のエプロンドレスの紐ひもをギュッと摑つかんで、今、ラッピングを解くが如ごとく！

　脱ぬぐ！




　──チリン。




　へ？　鈴の音──ガツッ──ふごっ!?

　唐とう突とつに飛び出したクローゼットの引き出しが、ボクの鼻柱を直ちよく撃げきした。

「ぬおおおおおっっっ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

　な、何が起こったんだ、今……？　目から火花が……っ！

《エステルさま。いくらなんでもそれは酷ひどいのではないかと……》

「だって……！」

　呆あきれたようなさくらちゃんの声に、美み鈴すず川がわの頰がプゥっと膨ふくらんだ。

《お気をつけ下さい、リョーヘイさま。そのチョーカーには物体を引き寄せる魔ま法ほうが付与されています。特に鉄に対して強い呼び寄せを行う機能がありますから》

　──ナンデスト？

《一種の懲ちよう罰ばつ機能とお考え下さい。主に仕える使い魔フアミリアとはいえ、意思のある個体。中には粗そ相そうをする使い魔も稀まれに……。ですので、最低限の安全装置は必要なのです》

「な、なるほど……」

　ご主人さまに背そむいた時の鞭むち──いや、首輪。文字通りのネコの鈴ってワケか。

「……でも、さくらちゃんはそれで構わないの？　こんな首輪をハメられて、自由を束そく縛ばくされちゃって平気なのか？」

　ボクは声を潜ひそめた。確かに必要な機能かもしれないけれど、結構ひどい話のような。

《はい。わたくしはむしろ喜びを感じています。このチョーカーはわたくしとエステルさまの繫つながりの印しるし。わたくしがエステルさまの使い魔である証あかしなのですから》

　清すが々すがしく、誇らしげに。なるほど、そういう考え方もあるのかと、この笑顔を見たら部外者のボクは納得するしかないのだろう。人と人──じゃなくて使い魔だけど──との絆きずなの形なんて、結局のところ人の数だけ無限にあるワケだし。ハタから見ればさくらちゃんは自由を失ったのかも知れないけど、代わりにかけがえのないご主人様を得た。そういうことなんだ、きっと。少なくとも強制で成り立つ主従関係なら、こんなに綺麗きれいな笑顔は出来ないはずだ。

　きっとこの二人って、本当にどんな時でも一緒だったんだろう。

　二人で一人──ニコイチってヤツだ。

「なにをヒソヒソ話しているんですか」

「別に。なんでも。……ところで実際のところボクはどうやって着替えればいいワケで？」

　どんなに美み鈴すず川がわがほっぺたを膨ふくらませても、着替えないワケにはいかない。

　ボクだって何も見ることダケが目的じゃないのだ。

　……そりゃもちろん、見たくないのかと問われたら見たいと素直に答えるけどネ。他に方法がないんだからしょうがない。いわゆる不可抗力ってヤツだな。フフフ……。

　さぁ、答えは既すでに我が手しゆ中ちゆうにある。

　さくらちゃんのナマ着替えという、至し高こうの答えが───。

「じゃあ、目隠かくしして着替えて下さいね」

　魔ま女じよめっ！

　歯は軋ぎしりするボクを横目に、美鈴川は鼻を小さくフンと鳴らした。
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　テーブルに並べられた朝食は、文句のつけようのないメニューだった。

　薄うすくスライスして軽く炙あぶったバケットは香ばしく、自家製だというバターとマーマレードはどちらも絶品。他にもケーキみたいなプレーンオムレツに、数えただけでザッと八種類以上の品目が含まれているフルーツと野菜のサラダ等々───。

　個性の面ではホテルの朝食みたいで平均点だけど、味に関しては完璧だ。

　長い時間をかけて煮込んだんだろう飴あめ色のコンソメスープなんて、一口飲んだダケで安物では味わえないタマネギのいい甘あまさがわかるというものだ。

　全く、こんなにも美味おいしい朝食が目の前に並んでいるというのに───。

「浮かない顔ね遼りよう平へいくん？　エステルと一緒のベッドはそんなに不満だったのかしら？」

　朝からなんつーことをニコニコ顔で訊たずねてくるかな、紅音あかねさんは。

「ぶっ……ケホっ、ケホっ」

　と、律儀りちぎに反応して咳せき込んでいるのはボクじゃなくって美鈴川。

「それともルーチェの創つくった朝食はお口に合わないかしら？」

「誰もそんなことを言ってませんから」

　口に合わないどころか、むしろ敗北感を感じているところなんですけど。

　これが全すべて家事／攻撃型自動人形オートマータというおよそ想像し難い用途の、それも魔ま法ほうで動くロボットの手で作られたというのは、長年小こ林ばやし家の家事担当として主婦魂だましいを育ててきたボクにとっては微び妙みように悔くやしい気がするぞ。

「コバヤシさまはコーヒーと紅茶、どちらになさいますか？」

「コーヒーをお願いします」

　ボクを敗北感で浸ひたした主は、澄すました顔で踵きびすを返した。

　くっ、余よ裕ゆうをかましやがって……後で厨ちゆう房ぼうを見せてもらおう。

「今日のルーチェは朝から随ずい分ぶんと張り切ってるわね～」

「そうなんですか？」

　ボクには事務的に黙もく々もくと給仕に徹てつしているようにしか見えないんですが。

　首を傾かしげると、紅音あかねさんはテーブルに並んだ数々の朝食に視線と苦笑を落とした。

「それにしてもよく食べるわね」

「そ、そうですか？」

「多分、軽く二、三人分は食べているんじゃないかしら？」

　う……。や、やっぱり三杯目はそっと出すのが礼れい儀ぎだったか？　確かに今食っているパンが何個目かなんて覚えていないし、マッシュポテトはボウルごと食い尽くしているし……。

「フフ、いいわねぇ～」

「紅音さん？」

「いいのいいの。いっぱい食べてくれた方がルーチェだって腕うでのふるい甲斐がいがあるもの。そうでしょ、ルーチェ？」

「はい。わたしとしては残されるよりも完食していただける方が満足です」

　ルーチェさんは表情一つ変えず、淡々とした声色で言った。

「と、いうことよ。私は小食だし、さくらは食事に対して意見を言うことはないし、ましてやエステルに至っては見ての通りだから腕うでのふるいようがないのよ」

　紅音さんがチラリと美み鈴すず川がわを一いち瞥べつし、ほう、と小さなため息をこぼした。

「まぁ、確かに」

　と、ボクも相あい槌づちを打つ。

「な、なんですか!?」

　小さなお皿に盛られたフルーツを両手で隠かくして、美鈴川は警けい戒かいするネコみたいな顔をコッチに向けた。これだけテーブルに色々と並んでいるのに、美鈴川はさっきからフルーツ以外はほとんど何も食べてない。基本的に食が極きよく端たんに細い上に、好き嫌きらいも激しいのだそうだ。

　でも、おかげで少しだけ美鈴川の謎なぞが解けた。

「小さいワケですね」

「そう。成長しないワケ」

　二人して頷うなずく。

　遺伝なのかなーって漠ばく然ぜんと思っていたんだけど、なるほど成長しないわけだ。

「い、いいじゃないですか！　太っているより細い方が、ずっと魅み力りよく的なんだもん！」

「美鈴川。細いと小さいとじゃ、似ているようで全然違うと思うぞ？」

「うぅ[image: ～][image: ～][image: ～]」

《エステルさま。大だい丈じよう夫ぶです。小さいエステルさまも愛らしくて、わたくしは大好きでございますから》

　うわー、さくらちゃん甘あまやかしてるなぁー。

「そうだ遼りよう平へいくん。貴方あなた、和食は好きかしら？」

「へ？　そりゃまぁ、好きですけど……」

　一応、ボクは純血のお米の国の日本人ですし。

「和食……」

　するとそれまで無表情に給仕に徹てつしていたルーチェさんの目が、突然キラリと光の矢を放った──ような気がした。

「じゃあ、明日あしたの朝食は和食でも構わない？　本当は朝食には和食を食べたいんだけど、誰かさんが全然食べないからずーっと我が慢まんしてるのよ。和食ってホラ、一人分だけの準備をするのって効率が悪いでしょ？　お米も余っちゃうし」

「まぁ、確かに……」

　シャケの切り身一枚だけならともかく、ご飯とか味み噌そ汁しるって基本的に二人以上じゃないと手間ばっかり掛かるんだよなぁー。

「あれ？　でも最近の炊飯器なら一人分でも普通に炊たけると思いましたけど？」

「まぁ？　最近は一人用の小さいお釜なんてあるの？」

　目を丸くして、紅音あかねさんは心しん底そこ驚いたような顔をした。

　………。

「あの、すみません。この屋や敷しきの台所って、一体どういう造りを───」

　しているんですか？　そう訊たずねようと思ったら、横からルーチェさんが応こたえてくれた。

「当家のキッチンは基本的に洋食向けに造られています。カマドはありますが、それはパンを焼くためのカマド。お米を炊く専用のカマドは残念ながら当屋敷にはございません」

「パンを焼くって……まさかこのパンって、自家製？」

「はい。お口に合いませんでしたでしょうか？」

　無論、マズイわけがない。表面はカリカリ中はふっくら。まるで焼きたてみたいだなと思っていたら、本当に焼きたてだったとは……。

「それじゃ決まり。ルーチェも和食に挑ちよう戦せんしたいって言ってたし、構わないでしょ？」

「明日の朝食──和食──了解いたしました」

　キラン───。

　おおぅ!?　また目が光った!?

　今度のはボクにもわかった。ルーチェさん、ヤル気だ……！

　けれどもなんだか楽しみだ。なんたって洋食でこのレベルだもんな。きっと和食だって全くダメってことはありえないだろうし、エヘヘヘ──ガン──ふがぁっ!?

　ルーチェさんを眺ながめながら頰ほおを緩ゆるめた瞬しゆん間かん、金属製の器がボクの顔面を直ちよく撃げきした。

「み、美み鈴すず川がわ───！」

　この物理法則を無視したお皿の襲しゆう撃げきは美鈴川の魔ま法ほうか!?

「……ふん、だ」

　美鈴川はプイと横を向いて、リンゴをしゃくしゃくと頰ほお張ばった。

　なんなんだよ、一体？　話題が自分から逸それたことが気に入らなかったのか？

「さて、それじゃリョーヘイくんには今日からしばらく、さくらとして学校に通ってもらうことになるけど……エステルのことを頼めるかしら？」

「はい。そっちの方はなんとか……」

　頼まれるようなことでもない。これからしばらくの間、小こ林ばやし遼りよう平へいは学校を休む。休まざるをえない。胸に風穴の開いたまま学校に通えるほど器用にはなれないし、クラスの連中もさすがに引くだろう。ヘタすれば『ゾンビ小林』なんていう嬉うれしくもないあだ名が横おう行こうしかねん。

「わたしは別に……無理して小林くんが学校に行かなくてもいいと思うけど……」

《いけません！》

　と、強い口調で反対したのはさくらちゃんだった。

《例えこのような姿になっているとはいえ、わたくしにはエステルさまのお傍そばに従う使命があります。それに逃げたスライムがまた襲おそってこないとも限りません。リョーヘイさまには申し訳ありませんが、無理をしてでもエステルさまと学校に通って頂きたく存じます》

　訴えるさくらちゃんの瞳ひとみは真剣だった。

　なんとなくわかってきたけど、さくらちゃんは美鈴川が絡からむと途と端たんに視界が狭くなる。目標をロックオンしたミサイルというべきか、ロケットモーターが点火したら最後、猪ちよ突とつ猛もう進しんで周りの景色なんて目に入らない感じ？　もちろんそれがイヤってわけじゃない。むしろさくらちゃんにお願いされるってダケで、天にも昇る気分になれる。

　そりゃ魔ま界かいとか異世界に付き合ってくれとか言われたら、さすがに困ると思うけど。

「でも……。その姿だったらクラスのみんなにバレることはないとは思うけど、女の子っぽい仕し草ぐさとかちゃんとできますか？」

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。楽勝楽勝」

「う[image: ～][image: ～][image: ～]。うっかり男子のトイレに入ったりしたら、承知しませんからね」

　ふむ、それはつまり──アレだ。

「学校では、存分に女子トイレを堪たん能のうしなさい、と？」

「違います！」

　いや、それはわかっているんだけど──いちいち顔が赤くなるのが面白い子だなぁ～。

「もう、小林くんはトイレに入る時は絶対に目隠かくしです！　それから耳栓せんも！　見るのも聞くのも息をするのも全部禁止です！　絶対に絶対ですからね!?」

「いや、目隠かくし耳栓せんはともかく、息をするのも禁止って───」

「全部絶対にしてもらいます！」

　だから、そんな必死に顔を真まっ赤かにされると益ます々ますからかいたくなってくる。

「その辺にしておきなさい、エステル」

　まだ何かを言おうとした美み鈴すず川がわの口を、紅音あかねさんの声が遮さえぎった。

「動かすことのできない遼りよう平へいくんの本体は仕方ないとしても、さくらまでずっと学校を休ませ続けたりしたら、それこそあの子にまで疑って下さいと言うようなものよ？」

　あの子……って、誰？

「そもそもこんなことになったのはエステル、あなたの不注意からなのよ？　そこの所はキチンと自覚して、自分でなんとかしてきなさい」

　念を押された美鈴川は渋しぶ々しぶといった面おも持もちで唇くちびるを少し尖とがらせ、口を噤つぐんだ。一体、誰のことなんだろう？　訊たずねてみようかと思ったけど、口を噤む美鈴川も、そんな娘むすめを少し険けわしい眼まな差ざしで見やる紅音さんも、どちらも応こたえてくれそうな雰ふん囲い気きじゃない。

「それから学校にはまだ逃がしたスライムが隠かくれている可能性が高いんだから、見つけたら今度こそ逃がさないこと。自分の不始末は自分でなんとかする。そんなことも出来ずに私の手を煩わずらわすような魔ま女じよなら、例え親子の縁えんであっても切らせてもらいますからね」

　厳しい眼まな差ざしの紅音さんに、ボクは意外なものを見たような気がした。

　昨さく夜や、ボクに対してはもっと大らかっていうか、甘あまい印象があったんだけど、身内に対しては容よう赦しやしないってことなんだろうか？

　いずれにしても勝負アリ。

　キツイ眼差しで見据すえられた美鈴川に、反論できるであろうハズもなく。

「……わかりました」

　不ふ承しよう不ぶ承しようと、美鈴川は頷うなずいた。
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　だけどもボクは勘かん違ちがいしていた。

　いや、勘違いというか、考えが及ばなかったというべきか。

　自分が黒くろ瀬せさくらになるという、その意味。

　品行方正。成績優秀。穏おだやかでしっかりしていて立ち居振る舞いもお淑しとやか。

　だから、そんなさくらちゃんがだ───。

「The free agent is a right of the players───」

　気けだるい空気を揺らす英語教師のソプラノボイスが、官能的な響きとなってボクの耳元を擽くすぐり流れる。

（あの……大だい丈じよう夫ぶでございますか、リョーヘイさま？）

　四時間目。

　黒板を叩たたくチョークの旋せん律りつが、朦もう朧ろうとした意識をヤバイくらいに睡すい眠みんへと誘いざなう中、脳のう裏りを掠かすめたのはさくらちゃんの声。声──というかテレパシーというヤツだろうか。

　霊れい体たい状態のさくらちゃんは、普通の人には目にも見えないし声も聞こえない。

　だからって学校の中で、特に授業中にフワフワ浮いているのも不ふ謹きん慎しんだからって、今はボクの身体からだの中にいる。この状態で会話すると声はボクにしか聞こえないし、万が一にも霊れい感かんの強い誰かに見つかることもない──とかなんとか、そんな理由で。

「Hiroshima is excellent as a manpower supply company───」

　ああ、それにしても英語ってヤツは──どうにも眠ねむい。

「ふあっ……」

　──と、イカンイカン。

　思わずもれた欠伸あくびに、首をぷるぷる振って眠ねむ気けを飛ばす。

　しかし、眠い。ムチャクチャ眠い。

　考えてみたら、この時間の授業でボクが起きているなんて奇き跡せきに近い。特に理数系及び語学系及び──ええい、要するに机に嚙かじり付いて勉強をし続けることができない体質なのだ、ボクは。つーわけで寝る。と、いうわけにはいかないのが今日のボクだった。

　小こ林ばやし遼りよう平へいが授業中に寝ていても、それはウチのクラスの日常の風景。

　誰もなんとも思わないだろう。

　だけどさくらちゃんは別。

　品行方正を絵に描いたようなさくらちゃんが授業中に寝ることなんて絶対にない。

　絶対にない以上、今ここで寝るわけにはいかないのだ。

　いかないのだけど───。




　………。




「………ぐぅ～」

　スパァーン！

「うひゃぁ!?」

　突然頭部を強きよう襲しゆうした、音だけは立派な軽い衝しよう撃げきにボクは跳はね起きた。

「お目覚めは如何いかがかな、黒くろ瀬せさん？」

「へ、あれ、先生？」

　顔を上げた先に、何故なぜか額ひたいをピクピク動かす英語教師の笑顔があった。

「先生、じゃないでしょ黒くろ瀬せさん。全く、無断で欠席している小こ林ばやし君ならともかく黒瀬さんが授業中に居い眠ねむりだなんて……。罰ばつとして次の英文を訳してみなさい」

「え、えーと……」





　　　However, it is dangerous to depend excessively on free agent.






　ブワっと顔面から汗あせが噴ふき出した。

　当然というべきか理り不ふ尽じんというべきか、肉体が変わっても知的水準は変わってない。身体からだと一緒に脳ミソも入れ変わってるんだから、勉強もさくらちゃんみたく完璧にこなせてもいいんじゃないかと思うのだが、コッチの方は全くちっとも変化なし。

　要するに──サッパリわからん。

（──けれども過度にフリーエージェントに頼り過ぎるのは危険です）

「け、けれども過度にフリーエージェントに頼り過ぎるのは危険です───」

　先生は一いつ瞬しゆん、実に不満そうな眼まな差ざしでひと睨にらみすると、渋しぶ々しぶといった声で「座ってよし」とボクに告げた。

「このように改定された本制度によって、条件を満たした選手は三十歳さいを前にして、自らの所属したい球団を自由に選べる権利を得られるようになったのです。しかし、ＦＡ制度による年ねん俸ぽうの高こう騰とう。特定球団への戦力集中。在阪球団のアイディンティーの堕だ落らく化。さらには米球界へのスター選手の流出等々。未いまだに多くの問題を抱かかえた制度であり───」

　声と共に遠ざかる先生の背中に、ボクはドッとため息を吐はき出した。

（ありがとうさくらちゃん。おかげで助かったよ）

（いいえ。それより随ずい分ぶんとお疲れの様子ですが、大だい丈じよう夫ぶでしょうか？）

（あー、大丈夫大丈夫。ボクは大丈夫だけど……）

　問題があるとしたら、ボクじゃなくてむしろ───。

「っっっ[image: ～][image: ～][image: ～]」

　あー、やっぱり。開いた教科書に金色の頭を埋うめた美み鈴すず川がわの耳は真まっ赤かだった。

　顔は隠かくれているけど、涙なみだ目めなのは疑う必要もないというか。

　コンコンと消しゴムを突きながら、ボクはなんとはなしに天てん井じようを眺めた。

　自分のことでもないのにあんなに恥ずかしがっている姿を見ると、流石さすがに悪いことをしたような気がする──なんてことを思ったのは、一時間目から数えてコレで何度目だろう。少なくとも右手さんばかりか、左手さんを酷こく使ししても数え切れないのは確実なワケだが。

　昼休みまで残り三十分。

　少し気を引き締めよう。でないと、美鈴川の胃いに穴が開きかねない。

　うん。そうと決まれば頑がん張ばろう。と、意気込んで、少し強く叩たたいた消しゴムが机の上を転がって、生き物みたく弾はずみをつけながら床ゆかへとダイブ。着地と同時に奇き妙みような回転の掛かったその勢いのままに、前の席の後ろくらいまで転がってしまった。

「あちゃ……」

　どーして落とした消しゴムとか小こ銭ぜにとかって、勢いよく転がっていくのかねぇー。

　と、嘆なげいていてもしょうがない。

　消しゴムを回収するべく、ボクは机の下へと潜もぐり込んだ。こんな姿も、ある意味でさくらちゃんらしくないんだけど、仕方ない。床の上に両膝ひざをつき、四つんばいになって前の席の下に転がっている消しゴムへと手を伸ばし───。

「……あー、少しいいか黒くろ瀬せさくら」

　不意に苦味を含んだような声を掛けられ、ボクは振り返った。

　後ろの席から、御手洗みたらい鈴すず香かが憮ぶ然ぜんとした表情でコッチを見ていた。

　そう。さくらちゃんの後ろの席は、あろうことかこの鈴香なのだ。毎日さくらちゃんの後ろ姿をベストポジションで堪たん能のうできる幸運を手にしながら、この男ときたら紙とＪＥＰＧ、百歩譲ゆずってフルＣＧまでしか許容しないという嘆かわしい人間だ。

　その鈴香が自分から声を掛けてくるなんて、どういう風の吹き回しだ？　よもや二次元から三次元への趣しゆ旨し替えフラグでもおったてやがりましたか───！

「どういうつもりかは知らないが……見えそうだぞ？」

[image: ]

　……はい？

　首を傾かしげ、思考を止めること三秒。

　よく見れば鈴すず香かより後ろの席に座っている連中（主に男子）が、身を乗り出してボクを──より正確にはボクのスカートに向かって沸ふつ騰とうするような視線を注そそいでいた。念のためにおさらいしておけば、八ハチ高コウの制服のスカートは標準でもワリと短い。ふとももの露出率はボク的にはベリーグッド。階段を登る後ろ姿には感動すら覚えるほどなんだけど……。

「………」

　ハハ、ハハハ。

　そういや今のボクって、スカートをはいていたんだっけ。

　道理で風もないのに腰こしの辺りとかふとももがスースーすると思った。スカートなんて普段はかないから、思いっきり無防備になっちま───ゴツン！

「んがっ！」

　スカートを押さえて頭を上げた瞬しゆん間かん、脳天を重い一いち撃げきが襲おそった。

「ぬぉぉおおおっ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！」

　こ、今度は机の下だということをすっかり忘れていた……っ。

（あの、大だい丈じよう夫ぶでございますかリョーヘイさま？）

（だ、大丈夫……痛いのは痛いけど……）

　これもまた、さくらちゃんにはあり得ない失態。

　当然のように教室はザワつき、オールレンジから心配そうな眼まな差ざしが注そそがれる。

　そして見ればやっぱり、突っ伏した頭から湯ゆ気げを昇らせている美み鈴すず川がわがいた。しかも右手が胃いの辺りを押さえていた。顔色に至っては蠟ろうみたいに青白い。上司と部下の間でストレスを抱かかえ込んだ中間管理職みたく思いつめたような表情は、これからノートに遺い書しよでも書き始めるんじゃないかって思えること請うけ合いだった。

　あの様子で昼休みまでもつのだろうか？

　つーか昼休みが終わっても、まだ午後の授業が残っていたりするんだけど───。

「う～ん」

　取りあえずボクが美鈴川の心の安あん寧ねいを搔かき乱していることだけは遺い憾かんながら事実。なら話は早い。ボクに昼休みまでに出来ることがあるとすれば、一つしかない。

「後二十五分。気合いを入れて授業を受けるか」

（頑がん張ばって下さい、リョーヘイさま）

　よーし。応援してくれるさくらちゃんの声を聞いたら、益ます々ますやる気が出てきたぞ。

　まだ少しザワつく空気とチラチラとコチラに向けられる視線を感じながら、ボクは瞼まぶたに糊のりでも貼はり付けたみたいに目を開けて、正面の黒板を凝ぎよう視しした。




　そしてキッチリ二十五分後───。




　英語の授業から解放された教室は、昼休みの喧けん騒そうに包まれていた。

　──ある一角を除いて。

「あの……エステルさま？」

　声を掛ける。

　すると胃いの辺りを押さえたまま机に突っ伏していた金色の頭が、モソリと動いた。

「……お昼、いらない」

　やはり、そう応こたえるか。

　予想通りの回答にボクはため息をついた。

　正直、弱った。

　今朝けさの食事を見る限り、美み鈴すず川がわはかなり食が細い。胃にストレスを抱かかえた時は、一食くらい抜いたって平気なんだろう。ボクだったら昼休みのチャイムと同時に腹の虫が大合唱するけれど根本的に構造が違うのかなぁ。

（どうしたものかな、さくらちゃん？）

（どうしたものかな、と言われましても……。食欲がないようでしたら一食くらい無理に食べなくてもよろしいのでは？）

　むぅ……。そこで妥だ協きようしちゃうのか、さくらちゃんは。

　だけどボクは妥協しない。できない。腹が減ってるから。

　じゃあ自分一人でメシ食えばいいじゃないかとか、そいうレベルの問題でもない。

　今朝の美鈴川の朝食を見て感じたこと。美鈴川は根本の部分で生命力が低すぎる。大体なんですか、朝食がフルーツだけって？　こんな贅ぜい肉にくどころか欲しい部分のお肉もついてない身体からだでダイエットですか？　そんなのボクは認めない。美鈴川は食べることをないがしろにしているような気がする。食うってことは、生きることの根本なのに。

　人は美味おいしいご飯を食べることで、明日あしたへと歩む糧かてを得るのである──というのは我が親父おやじの言葉だ。ふざけた発言の多い親父の言葉の中で、この言葉だけは正しいと思う。

　それにぶっちゃけ一人で食べてもご飯は美味しくないしぃー。

　ご飯はやっぱり、みんなで食べないと。

　でも、だったらどうすれば──あ、そうだ。

「御手洗みたらいさま。少しよろしいですか？」

　目の前を通り過ぎようとした鈴すず香かをボクは呼び止めた。

「……何か用か？」

　怪訝けげんな顔をして鈴香は立ち止まった。鈴香は学食派だったから、今日もこれから学食に向かうところだったのだろう。ならば───。

「でしたら御一緒しませんか、お昼を」

「……なんだと？」

「ふぇ!?」

　驚く鈴すず香かと美み鈴すず川がわの二対ついの瞳ひとみに、ボクは満足げに頷うなずいた。

「実は先日、リョーヘイさまとお昼をご一緒する約束をしたのですが、あいにくとリョーヘイさまはお休み。折せつ角かく、用意した昼食を食べ切れないのはいささか勿もつ体たいないと思いまして、よろしければいかがですか？」

「遼りよう平へいと？　お前たちはいつからそんなに親密な間あいだ柄がらになったんだ？」

「それは秘密です」

（あの、わたくしは何時いつ、そのような約束をいたしましたのでしょうか？）

（いいからいいから）

　もちろん約束をしたのはウソだけど、親密になったのはウソじゃない。それに今朝けさの食べっぷりに感激したルーチェさんが、大量の昼食をバスケットに入れたのも事実だ。ついでに言うとボクとさくらちゃんが親密になっているという既き成せい事実を作っておくことも、ボクにとってはマイナスじゃないという計算もあったりするけど、ソコはソレ。

「まぁ、いいだろう。一食分の食費が浮けば買える食しよく玩がんが一箱増える」

　などとセコイ台詞せりふを吐はきながら、鈴香が空いている椅い子すを机に寄せた。それを確認してボクはドラムバックからバスケットをいそいそと取り出す。中身はギュウギュウに詰まった色とりどりのサンドイッチ。そして魔ま法ほう瓶びんの蓋ふたを開ければ、甘あまいバラのような香りのする琥珀こはく色の液体が揺れている。多分、高級な紅茶なんだろう。自信はないけど。

「これはお前が作ったのか？」

「いいえ。屋や敷しきで働いている使用人さんが作ったものなんですよ」

「そうか……ふむ……」

　鈴香は黙だまり込み、鮭さけの切り身をフライにしたサーモンサンドを口にした。いくら三次元嫌ぎらいの鈴香でも、美味うまいメシの前には沈ちん黙もくせざるを得ないのだろう。

　さて───。

　ここまでの一連の流れで、一言も発してない人が一人いる。

「あら？　どうかなさいましたかエステルさま？」

「………っ」

　訊たずねると美鈴川の肩かたがビクリと揺れた。

　テンパってる。ものすご[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]くテンパってるな。

「あれ？　美鈴川さんたちが教室でお昼だなんて珍めずらしいね？」

「あ、本当だ～」

　他のクラスの皆も、普段とは違う光景に気付き始めたようだ。

「今度、みなさんもご一緒しませんか？」

「え、いいの？」

「本当に？」

　チラリと美み鈴すず川がわに視線を送れば、金魚みたいに口をパクパクと動かしていた。

　ふむ……。

「はい。よろしいですよ」

「ちょ──さ、さくらっ!?」

　慌あわてて素すっ頓とん狂きような声を上げた美鈴川の口に、ボクはサンドイッチを押し込んだ。

「んぐ───!?」

「大だい丈じよう夫ぶですよ、エステルさま」

「ひゃ、ひゃにがりょうらいじょうぶにゃんでふひゃ!?」

　口に食べ物を詰め込んだまま喚わめくなんて、汚いんだから。取り出したナプキンで美鈴川の口の周りを綺麗きれいに拭ふき取ってやりながら、ボクは小さな声で耳打ちした。

「たかがお昼を皆と一緒にするくらい、別にどうってことないだろ」

「で、でも───」

　まだ不安の泥沼から足首を引っこ抜こうとしない美鈴川だったが、

「おい、美鈴川」

「は、はひっ！」

　鈴すず香かのナイスタイミングな呼び掛けに、美鈴川の背せ筋すじがピンと伸びた。

「お前からもその使用人とやらに礼を言っておいてくれ。美味うまいメシを馳ち走そうになったと」

「え……え？」

　驚いたように美鈴川は目を瞬しばたたかせ、視線をボクと鈴香の間で何度も往復させた。

　美味おいしいご飯に感謝の気持ち。ただソレだけのことにすらどう反応すればいいのかわからない美鈴川を見ていると、思わず苦笑が滲にじみ出てしまう。

「そうそう。美味いゴハンには感謝の心が必要ッス。コッチなんて貧乏人の友、パックの牛乳とクリームパンにすらありがたみを感じている苦学生ッスよ？」

　背後から、やけに馴なれ馴れしい声がした。

「おっ、サンドイッチ。いいなぁー、うらやましいなぁー。あたしなんかサンドイッチっていったらタマゴしか挟はさんでないやつか、ペラペラのうっす～いハムカツを挟んだヤツしか食ったことないッスからねぇ～」

「………」

「それダケあるんなら、一個くらい食べても大丈夫ッスよね？　ね？　それじゃ大丈夫ということで、遠えん慮りよなく───」

　ペチン。

「きゃうん!?」

　目の前に伸びる月つき宮みや梨り奈なの長い手を、ボクは反射的に叩たたき落とした。

　全く、図ずう々ずうしい。コイツの身体からだが大きく育ってしまった理由が、今わかった。図々しさがそのまま体格になってるんだな。美み鈴すず川がわにもコイツの半分くらいの図々しさと食欲があれば、体格的にも性格的にももっと大きく成長したかもしれないのに───。

「おやおや～？　珍めずらしい反応ッスねぇー黒くろ瀬せセンパイ。今のタイミング、まるで小こ林ばやしセンパイに突っ込まれたみたいでしたよー？」

　し、しまった!?

　手のひらをヒラヒラさせる月宮に心臓がドクリと飛び跳はねた。

「それに──クンクン。なんていうか、どことなぁーく黒瀬センパイの身体から、小林センパイと同じ匂においが漂ただよっているような」

　──って、お前は犬か!?

　いや、そんなことよりなんでわかる？　まさか気付いているのか？

　よもやクラスメイトより先に、コイツに正体を疑われるなんて想像もしていなかった。

「まっ、そんなことよりもウチの部長から伝言ッスよ」

　え？　部長？　水みず落おちから？

「今直すぐ、部室の方に顔を出せ───以上ッス」

　ガタンと、椅い子すが鳴った。

　立ち上がったのは美鈴川。その顔からはどういうわけか、血の気が完全に引いていた。
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　部室に入った瞬しゆん間かん、まず目に飛び込んできたのは菓か子しの山だった。

　コンビニの棚たなから無む造ぞう作さに選んできたような大量のスナック菓子の袋やら箱やらが、机の上に所狭せましと並んでいて、さすがお菓子は主食と言い切るだけのことはある。

　これで一度も太ったことがないというのだから、燃費が良いのか悪いのか……。

「ふ～ん……。逃げずによく来たわね、エステル」

　半分くらいの長さになったポッキーを咥くわえたまま、水落は行ぎよう儀ぎ悪く言った。

「こ、こんにちは……」

　対して美鈴川は、ボクの背中に隠かくれながらその声を絞しぼり出す。

　なんか今のでこの二人の力関係が見えたような……。まぁ、そっちはそっちで気にはなるんだけど、もっと気になることが一つ。それはこの場に居合わせる四人目の存在だ。月宮の話じゃないよ？　アイツはボクらを部室に案内したら、そそくさと逃げやがったから。

　だからボクは、水落の右肩かたの上にそれとなく視線を送るのだった。

　ソコに鎮ちん座ざましましている、人形サイズの女の子が気になって気になって。

《………》

　目が合った。

　ゲームやアニメとかに登場するマスコットキャラ、もしくはチビ魔ま法ほう使つかいといった感じのソイツは、しきりに《ん～》やら《む～》を繰り返す。悪意や敵てき意いはない。くるくるとよく動く大きな瞳ひとみで、ボクのことを観察しているみたいなんだけど。

「……（ニコリ）」

　試しに微笑ほほえみかけてみる。するとつられたように向こうもニパっと微笑んで──だけども慌あわててその笑みを搔かき消すと、表情を切り替えてまたボクの様子を観察し始める。

（あれは水みず落おちさまの使い魔フアミリア──心雨こさめさまです）

　へぇー、そうなんだ。初めて見たけどアレが──なんだって？

　ボクはカクンと口を開けた。

「？　何をやっているのかしら、さくら？」

「へっ!?　あ、これは、え[image: ～][image: ～][image: ～]と……ク、クモです！　クモがツゥーっと天てん井じようから落ちてきたので払はらっただけです！　これだから嫌いやですね田舎いなかって。あははは……」

　うう、笑顔が引き攣つる。水落の冷やかな眼まな差ざしがイテェー。

「ふ～ん。クモねぇー。そうかクモかー。土つち蜘蛛ぐもの類たぐいだったら殺さずビン詰めにして譲ゆずってくれないかしら？　ネットでマニアに高く売れるから」

　売れるんかい!?

　土蜘蛛って確かアレだよね？　確か化け物のことですよね？

　つーか誰が買うんだ!?

「う、売っちゃダメです！　危ないです！」

「相変わらず堅いわねぇ、エステルは」

　水落はヒラヒラと手首を動かし、コーヒー牛乳のストローをパクリと咥くわえて。

「心配しなくても実際に瓶びんに入れるのはタダのクモだから」

「あ、それなら──って、それって詐さ欺ぎじゃないですか!?」

「アラ、いけない？　だったら普通のクモは止やめて、せめてセアカゴケグモでも───」

　また微び妙みような毒グモを……。

「そ、それもダメです！」

「なんで？　ネットオークションなんて、騙だまされる方が悪いのよ。それに化け物をネットで買おうなんていうヤツにロクな人間なんていないわ。すなわち───」

　グッと拳こぶしを握にぎって。

「少しくらいチョロまかしても、訴えられることなんてないんだから♪」

《大アリですマスター！　そんなことばっかりするから本家から叱しかられちゃうんです！》

「あー、うるさいうるさい。あんまりうるさいとクモの代わりに心雨こさめを瓶びん詰づめにして、厳選されたロリオタニートの家に取り扱い説明書と一緒に無料配達しちゃうわよ？」

《なっ!?　マスターはそれでも使い魔フアミリアのマスターですか!?》

「心雨こそソレがマスターに対する口の聞き方!?　少しはさくらを見習って『わたくしはご主人様の夜のドレイでございます』くらいのことを言う練習をしたらどうなのよ！」

《誰がしますかぁ！》

　力一杯叫ぶ心雨ちゃん。その気持ちはよく理解できる。

　理解はできるんだけど───。

（あのー、さくらちゃん？）

　周囲には聞こえないように、思考の中で呼び掛ける。

（もしかして水みず落おちって、その……美み鈴すず川がわと同じ種類の人？）

（お話ししていませんでしたか？）

　していません。思いっきり初耳です。

　するとなんですか？　水落も魔ま女じよってことですか？　この狭い田舎いなかの学校の中に魔女が二人も居たってことなのデスか!?

（はぁ。そういうことになりますね。ここ八よう歌か市いちは特別な土地でございますから。詳くわしいことはお話しできませんが、純粋な人ならざる存在ならこの学園には他にも幾人か……）

　へぇー。

　ボクは軽い頭痛を感じつつ、傍かたわらでオロオロしている美鈴川に視線を送った。

「あ、あの、ケンカはよくないですから。それに使い魔は売り物じゃないですから」

　これも、魔女。

「チッ、しまった。よく考えたら心雨にはソッチ系の機能は実装してなかった……いやいや待てよ。ヲタ系は生々しいのは苦手だから、案外ツルツルの方が逆にウケるか」

《何を真剣な顔でマーケティングの分析をしているんですか！》

　で、あれも魔女──と。

　なるほど。これで八歌市の霊れい的てき治安とやらは安あん泰たいだ。

　頭のイタイ口論をギャーギャー続ける魔女と使い魔と、それを横から宥なだめようとしてオロオロすることしか出来ない魔女に、ボクは嘆たん息そく。一人いるんだから二人に増えたところで大差ないと自分に言い聞かせて。きっとアレだ。冷蔵庫の下に隠かくれているＧ型生命体と同じで、一匹ぴき見かけたら五匹はいるんだろう。

　………。

（ところでしているの、夜のドレイの練習？）

（していません）

　やんわりとした否定の中に、背せ筋すじが凍こおり付くような寒さむ気けを感じたのは気のせいだろうか。

「──っと、話がそれてしまったわね。心雨こさめフィギュア１／１商品化計画は取りあえず年末商戦に照準を合わせておくとして、本題は別」

　タン、と水みず落おちは唐とう突とつに床ゆかを蹴けった。

　ヒラリとスカートを虚こ空くうに舞わせ、天てん井じようスレスレに弧こを描く純白の布。流石さすがの水落も空中で回転しながら隠かくすのは不可能だったらしい……いや、そうじゃなくって！

　余りにも唐突だったその白──もとい行動に、ボクは咄嗟とつさに動くことができなかった。

　美み鈴すず川がわの襟えり元もとに伸びるその腕うでも、ただ成すがままに。

「さぁて、訊きかせてもらおうじゃないエステル」

　細い指が美鈴川の俯うつむく顔をグイっと持ち上げた。

「まずは一つ。キッチリと落とし前はつけたんでしょうね？　アタシのトウモロコシを台無しにしたヤツに──ココ重要だからもう一回言っておきましょうか？　アタシの・トウモロコシを・台無しにしたヤツに・キッチリ裁きの鉄てつ槌ついは食らわしたんでしょうね!?」

　──って、おい。

《マスタ～。それはちょっと意地汚いですよぉ～》

「うっさい心雨。ゴハンを食べられないアナタにこの気持ちはわからないわ。収穫したてのトウモロコシを、茹ゆでずに、醬しよう油ゆだけで焼いたアツアツを素す手ででカブリつく。あの香ばしく野性味溢あふれる快感、堅苦しい実家にいた頃ころにはついぞ味わったことのない格別のものなのよ。アレのためならアタシは悪あく魔まにでも魂たましいを売るわ！」

　いや、売るな。

　むしろトウモロコシで契約される悪魔の方が、いっそ憐あわれだ。

「大体、ここの土地はアナタの管理のはずでしょ、エステル。アタシは警告したハズよ。しっかり始末しておきなさい、って。それがアナタの義務であり責任でしょ。今はまだトウモロコシで話は済んでるけど、人が襲おそわれでもしたらどうするのよ？」

　ボクは──多分、美鈴川も──背中に冷たい汗あせを流した。

　だって、ねぇ？　もう既すでに襲われていたりするんだもん。

《昨日きのう、畑を少し調べてみました。戦闘をした痕こん跡せきはありましたけど、魔ま物ものの類たぐいを斃たおしたような痕跡は見つかりませんでした》

「と、言うことよ。まさかエステル、しくじったんじゃないでしょうね？」

　水落が美鈴川の顔を覗のぞき込む。

　実はそのまさかだから美鈴川も何も言い返せない。それも相手はスライムだったワケで、どう言いわけしたところで苦しいはずだ。多分、それこそ大問題になるだろう。今朝けさ、紅音あかねさんが念を押していたのは、これのことだったのかもしれない。

　と、美鈴川の目がコッチに泳いだ。

（リョーヘイさま……）

　美み鈴すず川がわの目と、頭に響いたさくらちゃんの声。

　助けろってことか。だけど、ボクが口を挟はさんでいいものかな？　ボクは魔ま女じよ同士のルールや取り決めなんて全然知らないから、下手へたに口を挟んだらボロを出しかねないし、美鈴川の立場を余計に窮きゆう地ちに立たせないとも限らない。だけど───。

　ここで踏み出せないなら、男なんてやっている意味がないよな、小こ林ばやし遼りよう平へい！

「それから小林くんの件」

　──回れ右。

　ボクはロンドンの歩ほ哨しようさんみたく、足を踏み出すポーズのままクルリと回転した。

（リョーヘイさま……）

　ゴメンさくらちゃん。ボクは精神的に去きよ勢せいされても文句言えないヘタレです。

「昨日きのう、今日と無断で欠席しているそうね。この件に関しても聞かせてもらおうかしら？」

「えええええと、なななななんのことですかぁ？」

　美鈴川。声が思いっきり裏返っているから。その挙動で不信に思わない人間は、多分ニューギニアの奥地を探しても見つからないと思うから。

「バカは風邪かぜを引かないっていうけど、アレは風邪を引いても風邪って気が付かないくらいの真性のバカよ。だから小林くんに限って病欠はあり得ない。それ以上に学校を無断でサボるようなヤツでもない。そんな小林くんが二日続けて無断欠席？　無関係とは言わせないわよ」

　えーと、それってけなしてるの？　それとも遠回しにホメてるの？

「っていうか、アタシのお菓か子しを買いパクしたまま二日も休まれてたまるもんですか！」

　って、そっちかよ!?

「それともまさか正体がバレたことにカッとなって消したんじゃないでしょうね」

「そ、そんなことしません！」

　顔色を失った美鈴川が力いっぱい否定した。そりゃそうだ。温厚という名の言葉のオブラートに包まれた極度の小しよう心しん者ものである美鈴川が、例えカッとなったとしても人を殺すなんて大それたことが出来るワケがない。

「あの、失礼ですがエステルさまはそのようなことをする人ではございません」

　だから、助け舟を出すとすれば、今。

「さくら……」

　驚いたようにボクを見る美鈴川に、パチリと片目をつぶってみせる。

「リョーヘイさまが学校をお休みになられたのは、きっとリョーヘイさまご本人の都合によるものかと。それをエステルさまの責任にされても困ります」

　──よし。上手うまく言えた。

（お見事です、リョーヘイさま）

　でしょ？　我ながら今のは完璧だったと自じ画が自じ賛さんしますよ。

「さくら。アナタいつからあのバカを『リョーヘイさま』なんて呼ぶようになったの？」

　ボクを睨にらむ水みず落おちの目に、ボクの微笑ほほえみは一いつ瞬しゆんにして石せつ化かした。

　つ、痛つう恨こんのミス……。人が勇気を出して踏み込んだ瞬しゆん間かん、地じ雷らい炸さく裂れつときやがった。チクショウ責任者出せよ。そんな風に挑ちよう戦せんと同時に失敗とか挫ざ折せつとかが満ちている世の中だから、ボクらガラスの十代はますます失敗を恐れて踏み出せない人間になっていくんだよ！

《マスター。マスター》

　そこへ心雨こさめちゃんが耳打ちするようにヒソヒソと。

《───で──なんじゃないかと》

「……はぁ？」

　水落の眉まゆが怪訝けげんに歪ゆがむ。

「いや、でもそれは……や、それでも………う～ん……」

　もしかしてバレた？　いや、でも幾らなんでもいきなりバレてしまうほど、さっきのミスは取り返しのつかない失点だったとは思えないんだが。

　やがて───。
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　盛大なため息を吐はき出し、水落は苛いら立だつ中年警部みたいに自らの髪かみを搔かいた。怒っているのか、呆あきれているのか、もしくは両者のブレンドか。判断に悩むうろんげな眼まな差ざしがゆっくりと美鈴川を指し向こうして、その細い肩かたをポンと叩たたいた。

「──ねぇ、エステル。その顔、ちょっと貸してくれないかしら？」
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　田舎いなかに建てたダケあって、八ハチ高コウの校庭は無む駄だに広い。

　裏は山だし、正面は畑だし。

　しかも山と学校を隔へだてるフェンスの一部に、ネジが緩ゆるんで人一人が余よ裕ゆうで通れる場所がある。校門を通らずに校内に出入りできるヒミツの入り口としてワリと貴き重ちようだ。

　そのフェンスを越えた場所から少し分け入った場所に、小さな社やしろがあるんだけど───。

「さて、予鈴が鳴るまでたっぷり二十分はあるから、それだけあれば充分よね」

　振り返った水落の右手に青白い光の粒りゆう子しが集まり始めた。

　凝ぎよう縮しゆくされた蒼そう光こうは眩まばゆいリングを幾いく重えにも描き、やがて一本の棒ぼう状じようの物体を虚こ空くうに伸ばす。

　水落は無む造ぞう作さにソレを摑つかみ取った。

　瞬間、棒から光が弾はじけるように剝はく離りして、ソレは姿を顕あらわした。

　光の中から顕れた水落の背せ丈たけの倍近いような巨大なオール──そう、オールだ。ゴンドラを漕こぐときに使うような、とにかくでっかいオール。けれども普通のオールみたく材質が木材なんかじゃない。滑なめらかに光の輝く象ぞう牙げみたいな表面に、奇き妙みような文字や幾何学的な模も様ようが薄うすく内側から発光している。

　そもそも普通のオールは光の中から顕あらわれないというか───。

（魔ま導どうインターフェイススタック──ミクマリ）

　厳おごそかなさくらちゃんの声が脳のう裏りに響いた。

（水を司つかさどるこの国の神の御み技わざを冠かんした、水みず落おちさまの具ぐ象しよう伝達具。精神世界において発動させた魔ま法ほうのイメージを、現実世界において具象化させるために必要な道具です）

（……はい？）

　どこかの特命係の右う京きようさんみたいな声を、ボクは心の中で返した。

（ええと、どう説明すればいいものか……。エステルさまや水落さまが使う魔法とは、心のイメージを現実世界に書き換える手段なのですけど───）

　例えば空中に生み出した炎ほのおの塊かたまりを砲ほう弾だんみたいに爆ばく発はつさせる。

　或いは風や水を刃やいばのように扱う。

　ゲームやアニメでよく目にする固定化されたわかりやすい光景。故にイメージしやすく、現在の魔法使いにとっては最良のテキストらしい。ファンタジーがアキバ文化を育はぐくみ、アキバ文化がファンタジーを育てている。鈴すず香か辺りが喜んで見ている魔法少女や格闘ゲームの必殺技が現実の魔法──妙みような言い方だけど──に役立っているとは、よもや制作会社も思うまい。

　だけど二次元と三次元の間には大きな隔へだたりがあるように。

　精神世界と現実世界との間にも大きな隔たりがある。

　その二つの世界の橋渡しインターフエイスの役割を担になっているのが精神世界から生み出され、現実世界において像を結んだ魔ま導どうの器具。

　すなわちインターフェイススタックということ──らしい。

「さぁ、エステル。アナタもさっさと準備しなさいよ。ま、アタシの見たところ今のエステルじゃ二十分どころか五分も要いらないでしょうけど」

　水落は小さな笑みで唇くちびるを吊つり上げた。

「や、やっぱり止やめませんか？　こんなことをしたって、なんの意味も───」

「あら？　意味ならちゃんとあるわよ？　こうでもしないとエステルの実力がどれくらい上がってるのか確かめられないじゃない。そうでしょ？　紅くれないの魔ま女じよの一人娘むすめ」

　紅の魔女？

（紅音あかねさまのことです。およそコチラの世界で、紅の魔女の名を聞いたことがない人は一人も居ないかと存じます）

　へぇー。そんな有名人だったんだ紅音さんって。

「でも、だからって───」

「問答無用！　行くわよ！」

　水みず落おちがオールを真横に薙ないだ。

　瞬しゆん間かん、虚こ空くうに描かれたオールの軌き跡せきから大量の水が溢あふれ出した。

　何にもなかった場所から、唐とう突とつに水が湧わき出たのだ。

（アレが具象魔ま法ほうの最大の特徴です）

　絶句するボクにさくらちゃんが告げる。

（優れた資質、常人を超えた強い精神力──そういったものを備えても尚なお、魔法を現実世界に具象化させるのは容易たやすいことではございません。その補助という役割において具象伝達具、すなわちインターフェイススタックが必要になるのです。そして水落さまのお歳としでミクマリほど具象解像度の高いスタックを生み出せる魔ま女じよは、そう何人もいないでしょう）

　魔法はイメージを具象化した力。

　具象化されたイメージ解像度の美しさ、神こう々ごうしさは、そのまま術者のレベルに比例する。

　確かに水落のオールは名めい匠しようが手がけた工芸品みたいに流りゆう麗れいだった。魔法なんてよくわからないボクですら、圧倒される神々しさを感じるんだから間違いない。そして湧き出した水を生き物のごとく、操あやつる。水。形なき質量の塊かたまり。前から、後ろから、左右、そして上からも枝分かれした水の矛ほこ先さきは、いとも容易たやすく美み鈴すず川がわを包み込んだ。

　だけども──あれ？

　この感じ、この光景、どこか見覚えがあるような？？？

　疑問は次の瞬間、氷解した。

　美鈴川の手に光が集まると、あの夜に見た円えん環かんの杖つえが握にぎられていたのだ。

（アレがエステルさまのインターフェイススタック《黄金の光輪グローリー》です）

　グローリー。そうだ。アレだ。あの杖だ。

　神秘的に輝く円環で美鈴川も不規則な円を描いた。その顔色は蒼そう白はくで、とても余よ裕ゆうのある対応には見えなかったけど、それでも迫り来る水の先せん端たんに金色の残像が触ふれた瞬間、水は撒まき散らされたスプリンクラーのように四方へ飛散した。

　それは神々しいまでの黄金の炎ほのお。

　溶よう鉱こう炉ろの中で煮え立つ純金のスープのような輝きが、水を一いつ瞬しゆんにして薙なぎ払ったのだ。

　と、同時に光の一部が槍やりへと変じ、加速して水落へと襲おそい掛かった。

「へぇー。攻防一体。少しは考えているじゃない。でも───」

　口元に笑みを浮かべた水落は、オールを手の中で転がしながら鋭く叫んだ。

「心雨こさめ！」

《心得ています！》

　水落の肩かたにしがみ付く心雨ちゃんが何かを小声で呟つぶやいた。水落は水落でオールを振るって水を操り、襲ってきた金色の槍を一本残らず叩たたき落とす。美鈴川とは正反対に、その表情には余よ裕ゆうの笑みすら浮かべながら───。

《並列演算詠えい唱しようにより次発魔ま法ほうの装そう塡てん終了。高脅きよう威い標的の選別終了。余よ剰じよう魔ま力りよくから防ぼう禦ぎよ魔法は引き継ぎました。行けますマスター！》

「しっかり防ぎなさいよ心雨こさめ。アタシは攻こう撃げきに専念させてもらうからね」
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　槍やりを弾はじいた水の一部が集つどい、唸うなり、太い数本の激げき流りゆうとなって美み鈴すず川がわに肉にく薄はくした。一方で槍を叩たたき落とす水の流れは相変わらずのまま。

　なのに攻撃を受けた美鈴川には目に見えて変化が起こった。

　薄うすい光の膜まくで水を防いではいるけど、攻撃が完全に止まってしまってる。

　そうなると、後は当然───。

「ほらほらどうしたのエステル！　もう終わりなのかしら！」

　容よう赦しやのない猛もう攻こうは一方的なタコ殴なぐりに等しかった。比ひ喩ゆ的な表現じゃなくて、伸びた水流が本当にタコの脚あしみたく動き回って、エステルの防禦膜を叩き壊こわそうとしているのだ。

　こ、これは幾らなんでもマズイんじゃないの？

　ってか、なんで美鈴川はちっとも反はん撃げきしないんだ？

（……リョーヘイさまは独立した複数の難解な数式を、同時に解くことは出来ますか？）

　突然なんの話を？　もちろん不可能だけど。

（複数の魔法を同時に展開・制せい御ぎよするという行為はそれと同じなのです。人の脳は鍛きたえれば幾つかの事柄を無意識の内に自動で処理することも可能ではありますが、エステルさまは一つの魔ま法ほうを使っている間に、二つ目の魔法は組めないのです）

（で、でも水みず落おちは!?　アイツは一人で二つの魔法を使っているんじゃないのか!?）

（水落さまには心雨こさめさまがついていますから……）

　よくわからないけど、要するに───。

「一度守勢に回ってしまったら、自分の力では抜け出せないのは相変わらず──か」

　嘲あざ笑わらい、切り捨てるような水落の言葉が全すべて。

「その程度の実力しかない見習いの魔ま女じよが仮かり免めんだなんて、百年早い！　アナタだってこの土地の管理人をやっているのなら、もっと激しく抵抗してみせたらどうなのよ！」

　言いながら、攻こう撃げきの手は緩ゆるまない──緩めない。

　圧倒的かつ間かん断だんのない水落の連続攻撃はまさに一種のハメ技だった。水落がミスしない限り覆くつがえるのことのないエンドレスの攻撃。劣れつ勢せいと呼ぶことすら生ぬるく、既すでに美み鈴すず川がわの防ぼう禦ぎよ膜まくには大きな亀き裂れつが何本も奔はしって、キラキラと輝く小さな破片が無数に剝はく離りしていた。

　あれじゃもう、もたない……！

（リョーヘイさま!?）

　さくらちゃんの声を振り切るようにボクは飛び出した。

　考えなしというのならその通りだけど、ジッとしていることなんて無理だった。

　だけど、結果としてそれは最悪のタイミングだった。

「コレで──終わりよっ！」

「っ───！」

　トドメの一いち撃げきと、大おお技わざ発動の一いつ瞬しゆんの隙すきに防禦を捨てた美鈴川の起き死し回かい生せいの一撃。

　互いのクロスポイントに、ボクは飛び出したのだ。

　丁ちよう度どトラックに轢ひかれそうな仔猫こねこを助けようとしたつもりが、トラックに跳はねられ挙句あげくに仔猫にも引っ搔かかれたような感じで、ボクの身体からだを凄すさまじい衝しよう撃げきが襲おそった。

「───!?」

　美鈴川の何かの叫び声が聞こえた瞬しゆん間かん、ボクは鳥になっていた。

　ギュルンギュルンと錐きり揉もみ状に空を舞って、ボクは地面と激突した。













　　　四章　　孤独のカタチ
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「全く、何を考えているのかしら、アナタは？」

　正面から覗のぞき込んでくる水みず落おちの呆あきれ顔に、ボクは返す言葉がなかった。

「まさかあのタイミングで飛び込んで来るなんて、いくらアナタの身体からだが頑がん丈じようにできているからって、限度ってものがあるでしょう」

「も、申し訳ありません……」

　いや、全くもってその通りで。

　これが使い魔フアミリアとして常人の何倍も頑丈なさくらちゃんの身体だったから、「痛い」で済んだのだと思う。普通なら後頭部がパックリ割れて病院の集中治療室に直行、もしくはもっと酷ひどいことになっていた可能性だってある。

　何よりさくらちゃんの身体を傷だらけにして、なんとも申し訳なくて───。

（そのことなら構いません。この身体はエステルさまを護まもるためにあるのですから）

　と、言ってくれるのは嬉うれしいんだけど、やっぱり軽率だったよなぁー。美み鈴すず川がわなんてパニックを起こしかけて、今は水落に一いつ喝かつされて保健室に救急箱を取りに走っているし。あのまま放っておいたら、一体どうなっていたことか。

　しかし、なんていうか───。

「ああ、もう。いいからジッとしておきなさい」

　身じろぎした額ひたいをギュッと押さえ付けられ、ボクは耳の後ろに柔やわらかい温ぬくもりを感じた。

　それは短いスカートからむき出しになった水落の素す肌はだで、肉付きのいい健康的なふとももさんで、スベスベというかモチモチの感かん触しよくで──要するにひざまくら。まさか人生初のひざまくらが水落になるなんて、ほんの三日前までは想像も出来なかったぜ。

「なに？　不満でもあるの？」

　やばい。考えが顔に出てしまったのだろうか。

　顔を近づけた水落の柳りゆう眉びがちょっと危険な角度に吊つり上がっていた。

　だけど、そんな表情に思わずドキッっとしてしまった。以前から美少女のカテゴリーに入るのは知っていたけど、こんな風に顔を覗き込まれるとなんていうか……と、ときめいたりなんかしてないんだからね、バカァ！　って、何をツンデレってんだボクは。

「それにしても、バカに付ける薬はないって言うけど……」

　すみません。バカです。本当にバカな生き物でした、ボクは。

「そんな調子でこの先、大だい丈じよう夫ぶなの？」

「……へ？」

　ボクは改めて水みず落おちを見やった。

　と、水落も凝ぎよう視しするようにボクの目を覗のぞき込んできていた。

　コッチの隠かくし事なんてとっくにお見通しですよと、呆あきれたような眼まな差ざしで。

「………」

　ボクはゴクリと咽の喉どを鳴らした。

　バレてます？　ひょっとしてアッサリとバレてしまってますか？

「ねぇ、さくら」

「な、なんでしょうか!?」

「アナタ、なぁーんか様子がおかしいわよね？　さっきからというよりも、今日はずっといつもと様子が違うように見えるんだけど」

「それはきっと、気のせいじゃないでしょうか？　あは、あははは───」

「気のせい、ねぇ。なんていうか、今のアナタからはまるで小こ林ばやしくんをからかっている時と同じような雰ふん囲い気きを感じてしまうんだけど？」

　ニタリと水落は唇くちびるを奇き妙みように吊つり上がらせた。ニコリでもクスリでもなく、ニタリ。これまでの苦い経験上、水落がこの種の笑み浮かべた時はロクなことがない。何よりあからさまに毒ガスみたいな黒いオーラが背中から漂ただよっているし。

　カエルを追い詰めた毒どく蛇じやの笑み───。

　瞳ひとみを怪しく輝かせる水落の笑みは、つまりはそういう笑み。

　逃げたい。可能な限り今直すぐ遠くへ。

　だけどそれは無理だった。何故なぜかって？　それはさっきからもがこうとしているのに、両手も足も何かに縛しばられたみたいにちっとも動かないからさ、ＨＡＨＡＨＡ。

「逃げようとしても無む駄だよ。ね、心雨こさめ」

《……はぁ。使い魔フアミリアという立場上、気が進まなくてもマスターの命令には逆らえないことをわかってくれると嬉うれしいです、さくらさん》

　本当に申し訳なさそうな声で心雨ちゃんは言った。良く見れば手足にピアノ線みたいに細い何かが絡からみ付いている。キラキラと陽光に反射するコレは──ひょっとして水か？　たかが水のクセして、なんて頑がん丈じようなんだこんんチキショウがぁ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！！！




　　　───ズクンッ。




「っ───!?」

　両腕うでに思いっきり力を入れた瞬しゆん間かん、胸の奥に激痛が走った。

　な、なんだ今の感覚は……？

　視界が歪ゆがみ、息が詰まるほどの痛みに嫌いやな汗あせが背中を濡ぬらした。

　足元から急に寒くなって、胸に亀き裂れつが入るような──例えるなら、高い場所から地面を見下ろした時の、あの冷たい感かん触しよく。

　それはほんの一いつ瞬しゆんのことで、今はもうなんともないけど……。

「もう降参？　ま、その方が賢明だわ。好きな相手を縛しばり付けるプレイが大好きな心雨こさめの拘こう束そく魔ま法ほうは、どんなにもがいても簡単には外せないんだから」

《妙みような説明をしないで下さい！》

「意識は残したまま手足の自由だけを奪って、後は反応を愉たのしみながら好き放題。我が使い魔フアミリアながら心雨──なんて恐ろしい子」

《噓うそです噓です噓です[image: ～][image: ～][image: ～]！》

「と、心雨いじりはこの辺りにしておいて───」

　クルリと鋭いメスのような目線がコチラを向いた。

「ねぇ、さくら。アナタ、何か隠かくし事をしているわよね？　それはエステルも関わっていることで、多分、小こ林ばやしくんも関わっている」

　言いながら、ボクの反応を探るように真まっ直すぐな瞳ひとみが覗のぞき込んでくる。水みず落おちは、本当に気付いているのかも知れない。ただ確信はあっても確証がないだけで、それをボクの口から言わせたいのだろうか。それから関係ないけど顔を近づけすぎだ。垂れた前髪がみがくすぐったいっていうか、良い香りがするというか──と、とにかくもう少し顔を離してくれないと、まるで水落に迫られているみたいで落ち着かない。

「違うかしから？」

　ズイっともう数センチ近付いた顔に、ボクは引っくり返りそうな声で応こたえた。

「な、なんのことだかわかりません」

　一瞬、水落の眉まゆがピクリと動いた。

　静せい寂じやくが痛いくらいに鼓こ膜まくを突き刺さす。

「……本当に？」

「はい」

「絶対に何も隠してないと言い切れるの？」

「もちろんです」

　キッパリと告げると再び沈ちん黙もくが降りてきた。正直に言うと、ボクはこの手の沈黙や緊迫感が大だいの苦手だ。職員室の空気にすらアレルギー反応が出るくらいなんだから。例え表面的には平静さを保てていたとしても、内心は冷や汗ダラダラで本気で逃げ出したい。

「そう……わかったわ」

　水みず落おちは顔を戻し、静かに右手を持ち上げた。

　するとその手が深く青い光に覆おおわれ、やがてぶよぶよのゼリーみたいな水の塊かたまりに包まれていった。その様子をボクは目を丸くして見守るしかなかった。水落が何をしようとしているかなんてわからないし、わかったとしても身体からだは動かないままで逃げ出せない。

　そしてその手がいきなりボクの額ひたいへと当てられた。

　ま、まさか頭の中をいじくる魔ま法ほうか!?

　身じろぎもできないボクは、ソレが額に触ふれた瞬しゆん間かんギュッと硬く目を閉じた。が、何も起こらなかった。頭の中や記き憶おくをいじくられているような感覚もない。額に伝わるのはヒンヤリと冷たい感かん触しよくだけで、ボクは恐る恐る瞼まぶたを持ち上げた。

（大だい丈じよう夫ぶですリョーヘイさま。それはただの水でございます）

　水───？

　そう言えばこの感触は、水風船や氷まくらに近いかもしれない。ズキズキと痛む頭の芯しんを冷やしてくれているのか、その冷たさは心地良かった。

「本当は誰かさんみたいに治ち癒ゆ系の魔法とか使えたらいいんだけど、アタシはソッチの方はサッパリ使えないのよね」

　唐とう突とつに苦笑を浮かべた水落に、ボクはパチクリと目を瞬しばたたかせた。

「ホント、バカでマヌケな子。保健室になんか行かなくたって、自分が治癒魔法を使えば済むだけの話なのに。慌あわてたり焦あせったりすると直すぐにパニックになって、冷静な判断ができなくなるんだから……」

「あ……」

　言われてみたら美み鈴すず川がわって、痛みを和やわらげる魔法とか使えたんだっけ。

「あの子ってば戦ったり素早い判断を要求されたりする魔法の使い方には、とことん向いてない魔ま女じよなのよ。臨りん機き応おう変へんの対応力とか、そういうのって全然ダメ。全く、そうまでして管理人なんかになりたいのかしら」

　呆あきれと、苦笑と、羨せん望ぼうと、もどかしさ。

　そういった諸もろ々もろの感情をため息に溶とかして、水落は空へと眼まな差ざしを上げた。

「こっから先はあたしの独ひとり言」

　そう前置きして水落は語り始めた。

「エステルは、アレはアレで優秀な子のはずなのよ。魔ま力りよくは高いし素質もあるし、術式の組み立ても丁てい寧ねいだから、落ち着いてやればまず失敗なんてしない。だけどプレッシャーには弱すぎるのと、焦ると直ぐにパニックになっちゃうのは、ハッキリ言えば致命的なレベル」

　部外者のボクが聞いても耳が痛い。横では心雨こさめちゃんもうんうん頷うなずいている。美鈴川は慌あわてると直ぐにミスをする。悲しいけれどそれは事実。一昨日おとといの夜からの出来事を思い返せば、思い当たるフシは幾らでもある。いや、それ以前の日々の中にも。

「まっ、今日に関しては最初から随ずい分ぶんと魔ま力りよくを消費していたみたいだったけど。まるでつい最近、何か大きな魔ま法ほうでも使って消しよう耗もうしているみたいに」

　意外な水みず落おちの言葉にボクの心はグラリと揺れた。

　つい最近の大きな魔法。心当たりがありすぎる。いくら魔法の知識が皆かい無むでも、ボクを助けようとした美み鈴すず川がわの魔法が並大抵じゃないことくらいは想像できる。じゃあ、今日美鈴川が一方的にボコボコにされてしまった原因の一つはボクなのか？　だけどそのことに関して美鈴川は一言も喋しやべらなかった。もしくは、気付くことができなかった……。

「でも、仮に体調が万ばん全ぜんだったとしても結果は同じだったでしょうね。今のあの子はコンプレックスの塊かたまりだもん。最初から自分が勝てると思ってないし、それを覆くつがえそうと自分から嚙かみ付いてくる覇は気きすらもない。きっとエステルにとって、あの綺麗きれいな金きん髪ぱつですらコンプレックスの対象なんでしょうね」

　あの金髪が？

　撫なでるとふわふわで、見ていてとっても綺麗なあの髪かみが、なんで？

「そもそも複数の魔法を同時展開できないなんて、対たい魔法戦では致命的すぎるわ。一つ一つの魔法は丁てい寧ねいに構築できるくせに、二つ以上の魔法を並列制せい御ぎよできないなんて……。普段の練習をサボっているいい証しよう拠こじゃない。挙句あげくに使い魔フアミリアがさくらでしょ？」

　ジトリと湿しめった目線がコチラを向いた。さくらちゃんだから、なんだ？　さくらちゃんが使い魔として優秀じゃないって、そう言いたいのか？

「ほーら、そう怖い顔をしないの。そういう意味で言ってるんじゃないんだから」

　ムッとしたら鼻先を指で押さえられてしまった。

「ねぇ、さくら」

「な、なんでしょうか？」

「アタシ思うのよね。エステルに足りてないのは必死さなんじゃないのか、って。どこか甘あまえた考えがあるから、今の中ちゆう途と半はん端ぱなエステルから抜け出せないのかもしれない」

　言いながら、水落は薄うすく瑞みず々みずしい唇くちびるの表面を舌したの先で舐なめ取った。

　な、なんなんだ？　何が言いたいんだ水落は──っていうか、なんでしょうかそのイヤらしい感じの舌なめずりは？

「だから、さくら。アナタ、今からアタシのものになりなさい」

　そりゃまた随ずい分ぶんと飛ひ躍やくした要求で──って、なんですとぉぉぉっっ[image: ～][image: ～][image: ～]!?

　アゴがカクンと外れそうになった。

《マ、マスター!?　使い魔のふたまたなんて絶対にダメです！　ましてや人ひと様さまの使い魔に手を出すなんてフケツです！　フリンです！》

「慌あわてなくても大だい丈じよう夫ぶよ。ちゃんと心雨こさめも一緒に愛してあげるから♪」

《あ、そういうことなら──って、ななななにを言っているんですかマスターは!?》

「そ、そうです。その通りですよ！　そ、それに、えっと──そ、そう！　わ、わたしは使い魔フアミリアですし、それに女の子同士なんですよ!?」

「細かいことは気にしちゃダーメ」

　ほんのり朱しゆ色いろに上気した顔が近付いてきた。

　コイツ──マジか!?　一体、何を考えているんだ!?

　それにボクの正体に気付いているんじゃなかったのか。そ、それともまさか正体に気付いている上で、ボクに迫ろうとしているとか。も、もしもそうなら水みず落おちのヤツ、遠回しにボクに告白しているってことに──ってうぉ!?

　水落の左手がいつの間にか襟えりから制服の内側に滑すべり込んでいた。

　一体化したボクですらまだジックリと触ふれたことのない胸の辺りを、冷たい手の感かん触しよくがゆっくりと、焦じらすように滑すべってゆく。

「怖がらないで。別にケガをしている相手を殴なぐったりイジメたりなんかしないから。殴ったりイジメたりしてケガをさせたことなら星の数ほどあるけれど、フフフ」

　自じ慢まんげに言うような台詞せりふか、ソレは!?

　耳元でうっとりと囁ささやく水落の言葉は奇き妙みように耳朶じだを熱くして、体温を感じられるほどの距離から漂ただよう甘あまい香りに、ボクは硬い唾つばを吞のみ込んだ。

　ヤバイ。ヤバイヤバイヤバイヤバイ───！

　正面でニコリと微笑ほほえむ魅み力りよく的な顔。

　鼻の頭に感じる女の子の息遣づかい。

　制服と肌はだの隙すき間まをまさぐる指先は、いまや谷間に位置する場所へと滑り込んで───。




　チリン───。




　不意に小さな鈴の音が響くと、ボクは圧力から解放された。

「あら、残念」

　ひょいと澄すました顔で、水落が頭を後ろへスウェー。

　代わりに視界に飛び込んできたのは、真まっ直すぐに迫る大きなクズかごだった。

　何故なぜにクズかご？

　そう思った次の瞬しゆん間かん、鉄製のクズかごは吸い込まれるようにボクの顔面を直ちよく撃げきして、ガコンと鈍にぶい音を響かせた。なかなかに、痛い。

「な、なななななにをやっているんですか二人とも！」

　金色の髪かみを逆立てた美み鈴すず川がわの金切り声が、仰のけ反ぞるボクの耳へと響いた。

　何をやっているかって、見てわからない──いや、見たまんまだから真まっ赤かな顔で憤ふん慨がいしているのか。だけどボクは襲おそっている方じゃなくて襲われている側なんだから、頼むから攻こう撃げきする相手を間違えないでくれ。

「あー、こわいこわい」

　おどけた口調で水みず落おちが挑ちよう発はつ的な流し目を美み鈴すず川がわに送った。

　まさに火に油。思わず顔が引き攣つりそうになるボクを膝ひざの上に抱だいたまま、頰ほおに掛かった髪かみをサラリとかき上げる姿なんて「あ～ら。悔くやしかったら奪ってみせれば？　オホホホ」とか副音声で聞こえてきそうだ。対する美鈴川は唸うなり声らしきものは転がしているものの、腰こしがすっかり引けている。まるでライオンに追い払はらわれた、憐あわれなハイエナの遠吠ぼえだ。

「ま、今日のところは大人おとなしく引き下がってあげるわ」

　──と、あれ？

　水落は荷物をどかすようにボクの頭を膝から降ろすと、ひょいと立ち上がった。ついてもいない埃ほこりを落とすようにスカートの上を軽く叩たたき、ボクに小さくウィンクを一つ残して。

「じゃあ、行くわよ心雨こさめ」

《はい》

　戸と惑まどうボクや美鈴川を完全に無視したまま、水落は颯さつ爽そうと去ってしまった。

　わからん。結局、何がしたかったんだ、水落は？

　水落の考えていることがサッパリわからず、ボクは後ろに曲がった首を傾かしげた。




　　　　　　　　　　　　　　２




「全く、わたしが保健室に行っている間に何をやっていたんですか……」

「はぁ。いや、その……」

　頰ほっぺたをぷぅと膨ふくらませた美鈴川を、ボクは正座しながらチラリと見上げた。

　覗のぞき込んでくる顔は随ずい分ぶんとおかんむりみたいだけど、迫力から言えばいま一歩──いや三歩は足りてない。むしろ膨らんだ頰っぺたを突きたいくらいで。ボクが正座しているのだって迫力に圧おされたからじゃなく、そうしないと美鈴川の手がボクの頭に届かないからだ。

　白い包ほう帯たいをグルグルと、ちょっと過か剰じようなくらいに巻き付けながら。

「はぁ、じゃないです。ちゃんと聞いているんですか？」

　また怒られる。なんか今日は、ずっと怒られっぱなしのような気がする。

「聞いてるって」

「信じられません」

「信じてくれって。それに何を勘かん違ちがいしているかは知らないけど、さっきのはボクが水落に襲われていたんだからな」

「それこそ信じられません！」

　むぅ……ま、そりゃそうか。ボクだって他人ひと事ごとならとても信じられないもんなぁー。

　ボクは頭を搔かこうとして、包ほう帯たいを巻きつけている最中なのを思い出して手を止める。

　仕方なく、唇くちびるを尖とがらせながら手だけは動かし続ける美み鈴すず川がわの姿を見やった。

　ケガの手当てをしてくれているのか、それとも包帯ミイラでも作りたいのか。トゲのある怒った表情とぎこちのない手つきが妙みようにアンバランスで、こみ上げてくる失笑を押さえつけるのにボクは苦労しないといけなかった。

《エステルさま。リョーヘイさまが水みず落おちさまに対して何もしていないのは事実ですよ》

　と、横からさくらちゃんが宥なだめるように会話に割り込んでくれた。

　どうせ助けてくれるなら水落に襲おそわれている時にして欲しかったけど、あの状況でさくらちゃんが下手へたに干かん渉しようしたら完全にバレてしまったかもしれないから仕方ない。既すでにバレている可能性もあるけれど、何も自分から墓ぼ穴けつを掘る必要もないもんな。

《少なくともエステルさまに迷めい惑わくを掛けるようなことは何もしていませんし、喋しやべってもいませんでしたわ。それはわたくしが保証いたします》

「ホラ、さくらちゃんだってこう言ってるわけだし。それよりも美鈴川の方は、どこかケガとかしてないか？」

「わたしは……一応、大だい丈じよう夫ぶです。小こ林ばやしくんが護まもってくれたから……」

「そっか。それなら良かった」

「良くないです……。それで小林くんがケガしちゃったら、意味ないじゃないですか」

　まだ機き嫌げんが直らないのかムスっとした顔のまま、美鈴川は言った。

　だけど、美鈴川には悪いけど意味ならある。

「それでもボクにとっては良かったな。それでなくても美鈴川とは一いち蓮れん托たく生しようなんだし。美鈴川がピンチの時はなんとかするし、傍そばに居るって約束しただろ」

「あっ、う……」

　美鈴川の顔が収穫を迎えたトマトみたいに真まっ赤かに染まった。

　まぁ、我ながらワリと恥ずかしい台詞せりふだと思う。ましてや魔ま法ほうに関してド素人しろうとのボクが何を言ってんだという気もする。けど、コレは本心なんだから仕方がない。

「絶対に、ですか？」

　上目遣づかいに訊たずねてくる。

　こういう仕し草ぐさをするから美鈴川は子供っぽいというか、子供にしか見えないんだよね。

「絶対の絶対にちゃんと傍に居てくれるんですか？」

「もちろん」

「絶対の絶対の絶対にですか？」

「そう約束しただろ？」

「絶対の絶対の絶対の絶対に───」

　ええい、キリがない。

　っていうか、何をそんなに不安がってるのかなぁー、この子は。言葉じゃ何を言っても安心できないんだろうか。だったら──

　ポンと、美み鈴すず川がわの金色の頭に手を置いた。

　ちなみに唇くちびるで唇を塞ふさぐなんてラブロマンスな手段は、ボクには絶対に無理だからね？

「どんなことがあっても、だ」

　そしてサラサラの髪かみをクシャクシャに搔かき回す。

「わわっ、何をするんですか!?」

　美鈴川は首を竦すくめて抗議した。

　取りあえずバグった無限ループは回かい避ひできたからコレでよし。

（──だよね、さくらちゃん？）

（はい）

　心の中の問い掛けに嬉うれしそうな声が返ってきた。

　しかし、美鈴川の傍そばにずっと居る──か。

　なんか別の意味でもとられていそうだけど、深くは追及しまい。

　だって美鈴川にとってもさくらちゃんにとっても二人が一緒なのは当たり前のことで、そこにボクが割り込んでしまったんだから。ついこの前まで普通の高校生だったボクにどこまでさくらちゃんの代わりができるかはわからないけど、文句を言える立場じゃないよな。

「う[image: ～][image: ～][image: ～]」

　乱れた髪を直しながら美鈴川は、警けい戒かいするネコみたいな目付きをボクに向けた。

「そういや、さ。包ほう帯たい巻くより魔ま法ほうを使った方が早くないの？」

「ダメです。治ち癒ゆ魔法はクスリと一緒で、安あん易いに使ったら身体からだのためにはよくないです。自然に治るケガなら自然に任せるのが一番いいんです。なんでも治癒で簡単に治していたら、怪け我がをしても平気だって思う心の隙すきが生まれてしまうんです。それは術者にとっても被術者にとっても、とても不幸なことにしかならない──なのです」

　さいですか。

　得意げな顔で話しているけど、多分、紅音あかねさんの受け売りだな。でも、確かにケガしても魔法で治せばいいなんて思うようになったら、平気で危険なこととかしでかしそうだ。

　なんとなく納得できたボクの耳に、遠くからチャイムの音が聞こえた。

「ああっ!?　どどどどうしましょ!?　完全に遅刻ですよ!?」

　途と端たんにこの世の終わりを告げる鐘かねを聴いたかのように、美鈴川が絶望的な顔をした。大袈げ裟さだなぁー。たかが五時間目の授業を告げるチャイムじゃないか。

「う[image: ～][image: ～][image: ～]ん。だったらこのままサボっちゃうってのは？」

「そ、そんなのダメに決まってます！　絶対にダメ！」

「そんなことを言っても、昨日きのうだって学校休んだんだろ、美み鈴すず川がわ？」

「だって、あれは仕方ないじゃないですか!?　小こ林ばやしくんを助けるためだったんですから」

　と、今度は顔色が青から赤へ。

「そうだっけ？　まぁ、大だい丈じよう夫ぶ。人生に汚点の一つや二つは必要だし。それに───」

　校こう舎しやの方を短く一いち瞥べつして、ボクはニッコリ美鈴川に告げた。

「どんなに慌あわてたって、もうとっくに手遅れだから」

「ああああああ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！」

　美鈴川は実に愉ゆ快かいな声を出し、頭を抱かかえてしまった。

　そんなに大騒さわぎするようなことだろうか？

　う～ん。

「よし。やっぱりこのままサボろう」

「ええっ!?」

《リョーヘイさま。今からでは確かに遅刻ではありますが、なにもサボらなくても……》

　いいや、それは違う。

　一度くらいは授業をサボるべきなんだ、美鈴川は。

　むしろたかが授業の一つや二つをサボったくらいで、オドオドしてどうするのだと。

　もっと大きくドンと構えたっていいと思う。

（少なくとも水みず落おちならこんな時、平気な顔して昼寝すると思うんだけど、どうだろう？）

（それはそうかとは思いますが……）

（だったらいいじゃない。度ど胸きようをつける練習だと思ってさ）

（なるほど……。ありがとうございます、リョーヘイさま。エステルさまのことをそこまで考えて下さっていただなんて）

　オフレコの声に、さくらちゃんもオフレコの声を返す。

　ちょっと大袈げ裟さだと思うけどね。第一やっていることはサボリの勧めで、客観的には褒ほめられることじゃないんだから。

（そんなことはありません。リョーヘイさまはわたくしには出来ないことをやっています。今日だってエステルさまはリョーヘイさまとご一緒されて、とても楽しそうですから）

（楽しそう？　はて、そうだっけ？）

（リョーヘイさまもご存知の通り、エステルさまは他人との交流が極きよく端たんに少ない方です。そんなエステルさまを、リョーヘイさまは他のクラスメイトとの方とお昼をご一緒させようといたしました）

（あー、アレね）

　アレはなんていうか──そんな大層なもんじゃないのに。

　せっかくのお弁当が勿もつ体たいないなって思ったのと、美鈴川がもう少しクラスに馴な染じむきっかけにでもなればなぁーって、ただソレだけ。咄嗟とつさの思いつきみたいなもんだから、あんまり持ち上げられてもチト困る。

　頭を抱かかえたまま蹲うずくまる美み鈴すず川がわを眺ながめながら、ふと思う。

　こういう自然な姿をもっと皆の前で出せればいいのに、と。こういう言い方をするとアブナイけど、美鈴川は西洋人形みたいな愛らしさがある。普通にしていれば、まず間違いなく人気者になれるハズなんだから。

（多分……いえ、間違いなくリョーヘイさまのおっしゃる通りだとわたくしも思います。ですが全すべての人がリョーヘイさまのようにはなれないこともご理解下さい）

（それってどういう意味なの？）

（言葉通りの意味です。わたくしたちは特殊な存在であるが故に、普通の方々に理解してもらうのはなかなか難しいのです……）

　言いながらさくらちゃんは目を伏せた。

　うーん。そういうものかなぁー。

（ですから成り行きとはいえ、わたくしたちのことを知っても変わらずに接して下さるリョーヘイさまにはとても感謝していますし、嬉うれしくも思うのですよ？）

（だから、ボクは別にそんな大したもんじゃないって）

（いいえ。エステルさまは他人と関わることを恐れている一方で、本心では誰かに自分たちのことを知ってもらいたい。誰かに受け容いれてもらいたいと、そう思っていますから）

　誰かから理解を得ること。もしくは秘密を分かち合えること。

　なるほど、それこそ美鈴川が一番欲しているものなのかもしれない。

　でも、差し向けられたさくらちゃんの微笑に、ボクは滝たきのような汗あせを流していた。

　だって……だって、さぁ？

　あの状況で、気味が悪いとか怖いとかを感じる云うん々ぬんの前に、目が覚めたらボクの身体からだはさくらちゃんになっていたんだよ？　ソッチの方のショックが大きくて、他の感覚が麻ま痺ひしてしまったダケってのもあるワケだし───。

　なんて、アレコレ考えていると、さくらちゃんがスッと身体から抜け出して。

《どうかこれからもエステルさまのことをよろしくお願い致します》

　ペコリと一礼。

　だからそんな優しい眼まな差ざしをされると、成り行き任せのボクには胸が痛いんですけど。

「……二人とも、わたしをのけ者にして何を楽しそうに話しているんですか」

　おっと、流石さすがにお姫ひめさまがご立りつ腹ぷくになってきた。

「なんでもないよ、ね？」

《はい。なんでもございませんわ、エステルさま》

「う[image: ～][image: ～][image: ～]」

　可愛かわいらしく唸うなる美み鈴すず川がわの頭に再びポンと手を置いて、考える。

　折せつ角かく、授業をサボったんだからただ時間を潰つぶすのも勿もつ体たいないし……。

《エステルさま。何もすることがないのでしたら魔ま法ほうの練習をされてはいかがですか？　先ほど水みず落おちさまの指し摘てきを受けた通り、エステルさまは防ぼう禦ぎよ魔法と攻こう撃げき魔法の並列処理が苦手……いえ、苦手というレベルを遙はるかに通り越して全く出来ていません》

　さくらちゃんの提案にボクはポンと手を打った。

「それはいい提案かも。せっかくの時間を無む駄だに潰つぶすのはよくないもんな」

「そ、それはまた今度にしないですか？　ホ、ホラ？　やっぱり魔法関係の練習は人ひと気けのない場所で、夜にするのがいいんじゃないかなぁーって」

　後ずさる美鈴川。

　ボクはさくらちゃんとアイコンタクトを交かわすと、さっと美鈴川の背後に回ってその両肩かたを背後から捕まえた。

「小こ林ばやしくん!?　さくら!?」

《エステルさま。人気がないというのであれば、まさしくココはピッタリです。それでも不安でございましたら、人除よけの呪じゆ符ふを使えばよろしいかと。それに魔法の練習に昼も夜も関係ございません。何より鉄は熱いうちに打てとも申します》

「で、でも、あの───」

《エ・ス・テ・ル・さ・ま？》

　ニコリとさくらちゃんは微笑ほほえんだ。

　顔は笑っているけど激しく威圧感が漂ただよってくるような、そんな類たぐいの。

「ボクにも手伝えることって何かないの？」

《ええ、もちろんありますとも。ですが───》

　不意にさくらちゃんはボクだけに伝わる声を飛ばしてきた。

（お気をつけ下さい、リョーヘイさま。若じやつ干かんではありますが、リョーヘイさまの『魂ココロ』がわたくしの身体からだから剝はく離りしかかっています）

　……なんですと？

（やはり無む理り矢や理り組んだ肉体転移魔法の術式には、多少の欠けつ陥かんがあったようです。それが先ほどのダメージで増幅され、状態が不安定になっているようです。ですから、あまり無む茶ちやはしないで下さい。もし『魂』が剝はがれてしまったら、その時は───）

　さくらちゃんは、その次の言葉を続けなかった。

　気を使ってくれたんだと思うけど、次に続く言葉の内容はだいたい見当がつく。




　そしてボクの予想は当っていた。




　　　　　　　　　　　　　　３




「うう、疲れたよぉ～。動けないよぉ～」

　その日の夜、屋や敷しきに帰った美み鈴すず川がわは制服を着替えもしないでベッドに突っ伏していた。

　理由は──魔ま法ほうの練習で疲れて動けないからだった。

　なんていうか、ボクは美鈴川のことをなにも知らなかったんだと、改めて思う。

　まさか練習をする体力そのものが不足しているなんて……全く、ゲージの中でぬくぬく育ったウサギさんだってもうちょっと根性があるぞ。ベッドにうつ伏せになったまま断固として動かない美鈴川を見ていると、笑いと涙なみだが同時にこみ上げてきそうになってくる。

　後、短いスカートのままベッドに転がると、見えたって不可抗力だからな。

《やはりトレーニングのためのトレーニングから始める必要があるのでしょうか》

「むぅ……」

　さくらちゃんの呟つぶやきにボクは唸うなった。

　本当に、まずはソコから始めないといけないのかもしれない。

「取りあえず、明日あしたの朝からランニングでも始めてみる？」

「わ、わたしに死んでしまえと言うんですか!?」

　ガバリと起き上がった美鈴川は本気で泣き出しそうだった。

　う～ん。

　ちょっと可哀相かわいそうな気もするけど、なんだかんだ言って美鈴川はヤルような気がする。今日だって動けなくなるまで練習を続けたし。口で嫌いやがるワリには途と中ちゆうで止やめたり投げ出したりしないんだよなぁー。本心では悦よろこんで──もとい、喜んでいるのかって思うくらいに。

　まぁ、それはともかく。

「だけど美鈴川。いくら魔法使いが頭脳労働者系だからって、体力がなさすぎるってのも問題じゃないのか？」

「……いいもん。そのためにさくらが居るんだもん」

「そうなの？」

　疑問の眼まな差ざしを向けると、さくらちゃんはコクリと頷うなずいた。

《一応、そういうことになっています。わたくしは実体を持つが故に、物理的な面からエステルさまをサポートする役目を担になっているのです。コチラの用語では『守護者ガーデイアン』と呼ばれるタイプの使い魔フアミリアに属しています》

「じゃあ、水みず落おちの使い魔の心雨こさめちゃんは？」

《彼女は魔ま力りよく運用や術じゆつ式しきの構築・制せい御ぎよをサポートする、いわばもう一人の術者。一時的に一人の魔ま女じよの中に二つの魔女を同時に存在させることで処理能力を分担し、より速くより高度な魔ま力りよく運用を可能としていることから、『共有者セカンド』と呼ばれています》

　ほぉー。すると昼間、水みず落おちが二つの魔ま法ほうをなんなく使っていたのは───。

《はい。心雨こさめさまのサポートがあればこその話。逆に言えばいくら水落さまとはいえ、心雨さまのサポートがなければあれほどの魔力運用は不可能です》

「なんだ。じゃあ美み鈴すず川がわの能力が水落に比べて一方的に劣っているとか、そういうワケじゃなかったんだ」

《当たり前です》

　鋭い声がピシャリと響き、ボクは思わず肩かたをすくめた。そんな睨にらまなくてもいいのに。昼間はどう見たって水落のワンサイドゲームだったし、当然実力がそうなっているんだって思っても仕方ないじゃないか──ん、待てよ？

「美鈴川が一方的に負けた理由って、確か防ぼう禦ぎよの魔法を使いながら攻こう撃げきの魔法を準備できなかったから──なんだよね？」

《はい。それだけではありませんが、最大の敗因と言っても差し支つかえないかと》

「で、その二つの魔法を水落が同時に使えるのは『共有者』の心雨ちゃんがいたから？」

《ええ、それは水落さまも否定はできないでしょう。ついでに申し上げるなら『守護者ガーデイアン』はその性質上、実体を維持するためにマスターからの魔力供給を常に必要としています。逆に魔力運用のサポートのみに特化したアストラル体の『共有者』であるなら、魔力的な負担はずっと軽く効率的です。必要な時に必要なだけの魔力を補えばいいのですから》

　ふむ、つまり整理するとこうだ。

　美鈴川はさくらちゃんを従えている代わりに魔法が下手へたで、水落は心雨ちゃんを従えることで魔法の使い方が上手うまい。しかもパソコンで例えるなら『守護者』は重たいプログラムを常に走らせているからメモリーとか電源に負担が掛かるのに対し、『共有者』は軽くて運用も快適で、しかも消費電力も少なくて経済的、と。




　………。




「じゃあ、なんでさくらちゃんば『共有者』にならなかったの!?」

　さくらちゃんが『共有者』タイプになれば、全すべてが解決する話なんじゃ───。

《確かにわたくし自身『守護者』であるより『共有者』である方がエステルさまのお役に立てるのではと、そう何度も申し上げてはいるのですが……》

　チラリと、さくらちゃんの眼まな差ざしが美鈴川へと移動した。

　だけど美鈴川は唇くちびるを尖とがらせ、プイっと横を向くだけ。聞こえません知りませんってオーラを小さな背中から溢あふれさせている。見た目も子供だけど、こういう反応をする時の美鈴川は精神的にも子供そのものだ。きっと本当は美鈴川本人もわかっているんだろう。自分に足りてないものがなんなのか、本当に必要なものはなんなのか。

　──あくまでも、魔ま女じよとして。

　そう。一人前の魔女として考えるなら、美み鈴すず川がわの選択は間違っている。

　そんなことは素人しろうとのボクにでもわかる。

　だったらなんで当事者の美鈴川は、魔女として正しい選択をしないのか？

「………」

　答えはきっと簡単だ。難しく考える必要なんてどこにもない。

　美鈴川にとって、さくらちゃんが『守護者ガーデイアン』じゃないと困る理由があるから。

　そしてその答えを、ボクはもう知っている。

「……なぁ、美鈴川」

「なんですか」

　うわ、思いっきり不ふ機き嫌げんそうな声。

「美鈴川ってさ、本当は友達とか欲しかったりしない？」

「っっっ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！」

　小さな背中がビクリと跳はねて、金色の髪かみからのぞく可愛かわいい耳が真まっ赤かに染まった。

　ハァ～。やっぱりドンピシャ。要するに、こういうことだ。

　正体がバレるのが怖くて上手うまく友達が作れないけれど、学校で独ひとりなのもそれは嫌いや。

　で、その問題を解決してくれた存在が───。

《……はい？》

　コレだ。彼女、黒くろ瀬せさくら。

　従順で優しくて、なんでも相談できる気心の知れた相手。

　いつだって傍そばに居てくれて、ただそれだけが嬉うれしくて。

「あのさぁ？　だったら同じ魔女の水みず落おちと仲良くなる、ってのはダメなの？」

「静しず久くさんは、無理だもん……」

「無理？　そりゃまたなんで？」

「だって、静久さんはわたしと正反対だもん。明るいし、綺麗きれいだし、背だって高いし。魔女ってこと隠かくしながらでもお友達をいっぱいつくれて……わたしよりもずっ優秀だし」

　おいおいおい。

　マクラに顔を押し付けたまま、美鈴川は泣きそうな声を絞しぼり出した。

「本当はお母さんだって、わたしなんかよりも静久さんみたいな優秀な魔女を子供にしたかったって思っているもん……」

「あのなぁ……」

　なんだ？　なんなんだ、ソレは？

　じゃあなんですか？　優秀じゃない子は優秀な子と友達になっちゃダメなんですか？　身分違いの友情は育たないと？　親が優秀だと子供も優秀じゃないといけないとか、そんな無む茶ちや苦く茶ちやな理屈が世界を支配していると思っているんですか、このお嬢じよう様は？




　──思っているんだろうなぁー、きっと。




　ボクは肺の中身が空っぽになるようなため息を吐はき出した。

　こういう場合って真実がどうこうじゃなくって、美み鈴すず川がわの信じている真実がドッチに向いているのかが問題なんだろうなぁ。そして美鈴川の真実は限りなぁ～くネガティブな方向を向いているような気がする。本当に、どうしようもないくらいに。

　このネガティブな思考をポジティブに変換することが出来ればいいんだけど───。

　でも、一体何をどうすれば？

　どうやったら美鈴川のこの性格を、間ま逆ぎやくに方向転換することができるんだ？

　コンコン───。

「失礼します、お嬢様」

　考えが上手うまくまとまらないところへ、軽いノックと共にルーチェさんが入ってきた。

「お風ふ呂ろの準備が整いました。どうぞお入りください」

「……後で入る」

　ふて腐くされているからか、それとも疲れて動きたくないだけか。後者だとしたら、むしろ疲れているからこそお風呂でリフレッシュすればいいのに。すげなく断られたルーチェさんは、けれども表情一つ変えずにガラスみたいな瞳ひとみをボクへと向けた。

「小こ林ばやし様はいかがなさいますか？」

「あ、じゃあボクは入るから」

「承知しました。それではコチラへ───」

　恭うやうやしく頭を垂れるルーチェさんに促うながされ、部屋を出ようとした──瞬しゆん間かん。

「ちょ、まって下さい!?」

　突然ガバリと、美鈴川がベッドから跳はね起きた。

「お、おおおおお風呂ってまさか、お風呂に入るつもりなんですかぁっ!?」

　異いなことを訊きく。

「お風呂に行ってお風呂に入らずしてどうしろと？」

「だ、だだだだってお風呂なんですよ!?　どうしてですか!?」

「どうしてもなにも……お風呂は毎日入るもんだろ、普通？」

「それはそうですけど、そういう意味じゃなくて──って、こんな所から服を脱ぬごうとしないで下さいっっっ！」

　──ゴンッ！

　美み鈴すず川がわが肩かたをそびやかした瞬しゆん間かん、首のチョーカーが澄すんだ鈴の音色を響かせ、高価そうな電気スタンドが唸うなりを上げて顔面を直ちよく撃げきした。

「な、なぜ……っ!?」

「なぜじゃないです！　脱ぬぐのはダメなんですっ！」

　顔を真まっ赤かにして、美鈴川は肩をそびやかす。さっきまでベッドで死に掛けていたのがウソみたいにエネルギッシュというか、何をそんなに必死になっているんだ？

「何をそんなに大きな声で騒さわいでいるの、エステル」

　咎とがめるというより呆あきれた紅音あかねさんの声が、直すぐ間近から響いた。

　振り返るといつからそこに立っていたのだろう。絨じゆう毯たんに引きずるような長いドレスを着た紅音さんが、細い眉まゆをハの字に寄せながら吐と息いきを一つ。気配はもちろん、足音とか全然聞こえなかったんですけど、まさか瞬間移動とかしたんじゃないですよね？

「話は聞こえていたけど、お風ふ呂ろくらい入れて上げたらいいじゃない。それにその身体からだになってから、まだキチンとお風呂に入ってないんじゃないのかしら？」

「え？　そうなのか？」

《お恥ずかしい話ではございますが……》

　ボクが驚いて目を向けると、さくらちゃんは恐きよう縮しゆくした様子で身を小さくした。

《正直申しまして、そろそろ一度はお風呂で身体を洗って頂ければと……。いえ、せめて髪かみだけでも洗せん浄じようしていただけると、大変落ち着けるのですが……！》

　訴える瞳ひとみは切実で、そわそわとした姿はコレまでボクが見たこともないようなものだった。やっぱりもともとがネコだけに綺麗きれい好きなんだろうか。特にこの髪の手入れなんて手が掛かっていそうだし。あれ、でもネコって確かお風呂とかって苦手じゃなかったっけ？　それとも人の姿になってから、お風呂の魅み力りよくにハマちゃったとか？

「ほら、さくら本人もこう言ってるわよ？」

「だ、だってお母さん……！」

「あっ、そうだ」

　ポンと、紅音さんは胸の前で手と手を合わせ。

「だったら一緒に入るかしら、お風呂？　よかったら背中を流してあげるわよ」

　な、なんですとぉぉぉっっ─────!?

　紅音さんがボクの背中を!?　そ、それって一緒にお風呂ってことですか？　お風呂ってことですよね？　ハダカもしくはバスタオル一枚であんなサービスとかこんなサービスを、美鈴川とは正反対の豊ほう穣じような色いろ香かが漂ただよう人ひと妻づまボディーでご賞しよう味みあれと!?

「おおおおおお母さん、何を考えているんですか！」

「あら？　いいじゃない。お母さんは別に構わないし」

「お母さんが構わなくてもわたしが構うんです！　いくらお母さんでも、小こ林ばやしくんを変に誘ゆう惑わくするような真似まねは絶対にダメ！　小こ林ばやしくんとはわたしが一緒に入りますっ！」

「……はい？」

「まぁ」

「………っ!?」

　言った本人が一番ビックリしたような顔をして、美み鈴すず川がわの首が加熱したストーブみたいに真まっ赤かになった。

「え……あっ、あの、今のは、その……ちがっ！」

「あら？　違うの？　じゃあやっぱりお母さんが一緒に───」

「そ、そうじゃなくて──わ、わかりました！　わたしが一緒に入ります！」

　半ばやけくそ気味に美鈴川は言い切った。言い切ってしまった。ニコニコとイタズラの成功を喜ぶ子供みたいな表情を浮かべる紅音あかねさんを見れば、それが策さく略りやくだってわかりそうなものなのに。なんていうか、とことんからかわれ体質なんだな、美鈴川って……。




　　　　　　　　　　　　　　４




　脱だつ衣い所じよからしてウチの部屋よりも広く、何より脱衣所に洗濯機が置いてない辺りにココが庶しよ民みんの家とは違うんだなぁーと、妙みように感心してしまうボクがいた。

「でも、旅館の大浴場とかと比べたら全然小さいと思いますけど……」

　そんなものと比べるな。つーか、明らかに比べる基準が違うだろ、ソレ。

「それに部屋ごとにバスルームがついているお家とかと比べたら、バスルームが一つしかないってのは自じ慢まんにはならないと思いますし……」

　どこのお宅だよ、そのふざけた構造の家は。

《ですが、わたくしはこの家のバスルームは気に入っていますけど。広さも適度ですし、何より天てん井じようの窓から綺麗きれいな夜空が見えるのがステキかと存じます》

「その綺麗な夜空が見えないんですけど、この状況だと」

　目の辺りを覆おおうしっかりと結ばれたタオルに指先で触ふれてみる。この状態で景色がどうのとか言われても、まったくもって無意味としか思えないのだが。つーか、ボクは一体、一日に何度目隠かくしをされればいいんだろう。誘ゆう拐かいされてアジトを移動する人ひと質じちの気分だ。

「やっぱり外したら……ダメ？」

「ダメです」

　即答された。

　だけど見るな外すなと言われたら、余計に見たくなってくるのが人の性さがというもの。ちょっとくらいなら──いいよね？

「見たら本気で怒りますよ」

　ドスの利いた声に釘くぎを刺さされ、タオルに当てた指を仕方なく降ろす。

　大人おとなしく待っていると背後からゴソゴソシュルシュル、衣きぬ擦ずれの音が聞こえてきた。次いで脱ぬいだ衣服をカゴの中に入れる音。耳を澄すます必要もない。別に音を愉たのしむマニアックな趣味はないんだけど、なんにも見えないこういう状況だと余計に想像力が湧わいてくる。

　いわゆる目隠かくしプレイってヤツ？

　音が想像力を刺激する。

　例えば、今、脚あしを大きく動かすような音がした。




　シュル──シュル───。




　多分、脚からなにかを抜き取るために。




　──ドクンッ。




　あ、あれ？　なんで今、ドクンッて心臓が飛び跳はねたんだ？




　パサ───。




　そして今、さっきまでとは違う随ずい分ぶんと軽めの音が、耳へ。




　多分、さっき脱いだ衣類。脚から抜いた──アレ。

　今朝けさのキャミとおそろいの柄がらをした──ソレ。




「……………っっっ!?」




　ちょ、ちょっと待て。ボクは一体、何をナマナマしく想像しているんだ!?

　何故なぜだ。思考のほとんどが今朝の美み鈴すず川がわのセミヌードで埋うめ尽くされた。しかもご丁てい寧ねいに一部が脚色されて、宮みや古こえみりのあんなポーズやこんなポーズに変換されていた。あんな胸と背中の区別のつかない身体からだのどこが──あ、でもお肌はだは妖よう精せいみたいに綺麗きれいだったけど。

　そんな美鈴川がオールヌードで後ろにいる。

　今朝みたくパジャマとか下着とか余計なものを一切纏まとわない、生まれたままのその姿で。

　ヤバイ。マジでヤバイ。

　心臓が痛いくらい疼うずいてる。うれし恥ずかしいドキドキ感なんかじゃなくて、これは命の危険を感じているドキドキ感。さっきまで疎うとましくて仕方がなかった目隠しのタオルが、急にボクの命を地じ獄ごくの悪あく魔まから救ってくれる最後の城壁のように貴き重ちような存在に思えてきた。

《どうかされましたかリョーヘイさま？　鼓こ動どうが随ずい分ぶんと乱れているようですが？》

「だ、大だい丈じよう夫ぶなんじゃにゃいんデスカ？」

　何故なぜかカタコト。しかも疑問系。挙句あげくに嚙かんだ。心臓はちっとも大丈夫じゃなくて、ドクンドクンと自じ重ちよう知らずに脈打っている。さくらちゃんの身体からだに乗り移ってから、今、この瞬しゆん間かんほどこの身体の一部にあの機能が備わっていないことを感謝したことはない。

「小こ林ばやしくん？」

　ピトリ。

「はひっ!?」

　唐とう突とつに背中に触ふれた何か──多分、美み鈴すず川がわの指先──に、両足の裏が五センチくらい床ゆかから跳はねた。ってか「はひっ」ってなんだよ「はひっ」って。いくらビックリしたからって、今の悲鳴はちょっと情けなさ過ぎる。

「あの、どうかしたんですか？　耳が真まっ赤かなんですけど？」

　ピト、ピト───。

　ああああ、肩かたが背中に当たってる当たっているんですけど美鈴川さんのスベスベの肩が！　意図はしてないんだろうけどそんなに引っ付いてきたら素す肌はだが触れてしまうっていうか、アンタ警けい戒かい心しんが強いのか無防備なのかハッキリして下さい頼むから！

「それじゃ入りますけど……変なことをしたら大声を出しますからね」

　大声出したいのはコッチの方だっつーの！　くぅ[image: ～][image: ～][image: ～]、さっきから心臓が痛いし、やっぱり風ふ呂ろに入るのは止やめた方がいいような……。別に風呂を我が慢まんしたって死なないけど、このまま風呂に入っちまったら確実に死んでしまうような予感がするし。

「あ、あのさ美鈴川───」

「あ、コッチですから」

　摑つかまれた手に、ボクはたたらを踏むような足取りで前に引っ張られた。

　いつの間にか立場が逆転していた。肌を撫なでる入浴剤の蒸した芳ほう香こう。もはや引き返せない場所へと踏み込んでしまったことを否いや応おうなく感じながら、ボクは天国のような地じ獄ごくへとドナドナされるのでありました。

「えっと、お湯をかけますよ？　いいですか？」

　もう好きにして下さい。

[image: ]

　うな垂れた首を首しゆ肯こうもしくは覚かく悟ご完了と受け取ったのか、遠えん慮りよがちにチョロチョロと、やがて勢いよく大量のお湯が首くび筋すじへと注そそがれる。──熱い。適温よりも随ずい分ぶんと熱いような気もしたけど、きっと気のせいだろう。熱くなっているのはお湯じゃなてボク自身の身体だ。

「はい。それじゃ滑すべらないように気を付けて下さいね」

　誘われ、湯船の中に右足から沈ませ、何も考えないまま肩まで浸つかり───。

「……？」

　熱い。やっぱり熱い。

　──っていうか熱過ぎるんじゃないのか、コレ!?

　さっきまで沸ふつ騰とうしそうだったボクの思考を吹き飛ばすくらい、湯船のお湯は熱かった。

「ちょ──美み鈴すず川がわ!?」

「どうかしましたか？　もしかしてぬるかったですか？　でも、これくらいぬるい方が身体からだにはいいらしいですから、我が慢まんして下さいね」

「ぬるい!?　この熱湯をぬるいと言ったか、今!?」

「はい。ぬるいと言いましたけど……ぬるくないですか？」

　不思議そうな声で、美鈴川。

　たまらず抗議しようとした瞬しゆん間かん、誰かが湯船に入ってきた。

　誰か──当たり前だが美鈴川以外にありえない。

「ふぅ……」

　と、気持ちよさそうな吐と息いきが湯船に溶とける。

　一いつ瞬しゆん、美鈴川はワザと熱湯の中にボクを沈めようとしているかとも思ったけれど、どうやら違うらしい。この熱湯に心地良さそうな吐息を漏もらすとは流石さすがは魔ま女じよめ。熱湯は地じ獄ごくの窯かまで慣れてます、ってか？　もしくはＭか。生憎あいにくとノーマルもしくはＳのボクにとって、この状況はナチュラルに拷ごう問もんだというのに……っ！

「あ、ホラ、駄だ目めですよ。ちゃんと肩かたまで浸つからないと」

「無む茶ちや言うな！　こんな熱湯の中に肩まで浸かったら三分でのぼせてしまうって！」

「それは大げさです。子供みたいなことを言わないで、しっかり浸かって下さい」

　引っ張られ、浮いた腰こしがまた湯船に沈む。

「熱っ！　これマジで熱いって!!」

「そんなことはありません」

「大アリだっ！」

　堪たまらずボクは叫んだ。

　流石さすがに無理。限界。摑つかまれた手を思いっきり振り払おうとして───。

「あ、あの───！」

　振り払おうとして、意を決したように発せられた美み鈴すず川がわの縋すがるような声に、ボクは振り解ほどこうとした腕うでを止めた。

　美鈴川は、しかし次の言葉を続けない。

「………」

　不意に訪れた奇き妙みような静せい寂じやく。

　振り払ってしまうにはあまりにも弱々しく、脆もろい何かを感じながら。

　ボクは──もう一度、湯船の中に身体からだを沈める覚かく悟ごを決めた。

　ああ、クソ。こうなったらとことん付き合ってやる。そう自分に言い聞かせると、背中から美鈴川が大きく息を吸い込む音が耳に届いて、次の瞬しゆん間かん、ザラザラとした感かん触しよくが背中の上を軽く擦こすった。

　多分、美鈴川が自分の身体に巻いたバスタオルなのだろう。

　遠えん慮りよがちに寄り掛かってきた背中の重みが、肌はだ越ごしにソレをボクに告げている。

「あの……ですね」

　そしてようやく搾しぼり出すような声。

「もう、気付いていると思いますけど……わたし、本当に友達がいないんです」

　知っている。だからさっき、ボクは水みず落おちとなら──と勧めたんだから。

「でも、全然いなかったわけじゃないんです。ほんの少しだったけど、わたしにだって一緒に遊んだり、勉強したりしてくれた仲間が──友達がいたんです。だけどある日、魔ま女じよのことを知られてしまって、もの凄すごく気味悪がられて、それで……それで………」

　チャポンと何かが水面を叩たたく音が響いた。

　搾しぼり出した声はそのまま途と切ぎれ、話の続きは想像で補うしかなかった。

　だけど、それは難しい作業なんかじゃなかった。

　美鈴川にとって、きっと知られてしまったことがショックだったんじゃなくて。

　気味悪がられたことがショックだったんだろう。

　落ち込んで、傷ついて、だから普段から周囲の視線に怯おびえてクラスでも独ひとりで──けれども独りで在り続けることに耐え切れなくて、さくらちゃんという絶対に裏切らない使い魔フアミリアを創つくってしまって───。

「今日、小こ林ばやしくんと一緒に学校でお昼を食べることができて、とても嬉うれしかったです。御手洗みたらいくんを誘ったのは怖かったけど、でもそれを含めて嬉しかったんです」

「………」

「だから、あの…………あ、ありがとうございました」

　感謝の言葉。

　盛大に照れた、きっと首から上を完熟トマトみたいにして呟つぶやいた言葉。

　それがギチリと───。

「っ……」

　ボクの胸を軋きしませた。

　水みず落おちが言っていた。今の美み鈴すず川がわはコンプレックスの塊かたまりだって。綺麗きれいな金きん髪ぱつですらコンプレックスの対象だろうって、その意味がようやくわかってきた。

　同じ魔ま女じよでも飄ひよう々ひようとしていて、周囲の輪の中に平気で溶とけ込んで、それでいて魔女としての実力は美鈴川を凌りよう駕がしている水落静しず久く。アイツの姿こそが、きっと美鈴川がなりたかった本当の自分の姿で、その憧あこがれが強い分、自分が惨みじめに思えてしまうのだろう。

　だったらいっそ憎にくめばいいのに、それすら出来なくて───。

（だから──か）

　水落、お前はやっぱり大したタマだよ。

　そして紅音あかねさん。

　優秀な魔女の娘むすめという立場も美鈴川には、きっと重荷。ましてや純然たる日本人の紅音さんの髪かみは美しい漆しつ黒こく。ネガティブな美鈴川なら考えるんじゃないのだろうか。自分が母親と違って優秀じゃないのは、その優秀な遺伝子を受け継いでいないからで、その証しよう拠こに自分の髪は漆黒とは似ても似つかない金色なんだ──と。

　それとわかっているから紅音さんは何も言わないのか？　優秀な黒髪の魔女の言葉は、自分は優秀じゃないと思いこんでいる金髪の見習い魔女の耳には届かないと知っているから？

　そんなワケないだろうに。

　ボクは自分でもよくわからないモヤモヤしたものに憤いきどおりを感じた。

　結局美鈴川は自分を追い込んでいるダケじゃないか。負のスパイラルでガチガチに固めて、底なしのコンプレックスに肩かたまで浸つかってるダケじゃないか。どうせなら孤高の一いつ匹ぴき狼おおかみを気取ればいいのに、時折り学校で寂さびしそうな眼まな差ざしを見せて───。

「小林くん……？」

　だから……だから放っておけないと、いつの間にか思ってしまった。

「小こ林ばやしくん？　ねぇ、小林くんってば!?」

　ボクは一体、本心では何を考えている？　何を望んでいる？

「小林くん!?　ちょ……顔が真まっ赤か───」

　美み鈴すず川がわの力になりたいのか？　今の状況から救ってやりたいのか？

　だけどなんの力もないボクに、そんな大それたことが出来るつもりなのか？

　──いや、違うだろ。

　ボクがコイツにしてやりたいのは魔ま女じよとしての大成だとか手助けだとか、力になるとか救うとかそんなオーバーなことじゃなくて、もっと普通の───。

「………」




　ああ、そうか───。

　こんなにも簡単なことだったんじゃないか───。




「さ、さくら!?　小林くんの様子が───」

《！　いけません、エステルさま！　また『魂ココロ』に剝はく離りの前ぜん兆ちようが現れています！　早く小林さまの身体からだを湯船から外に────》

　身体が揺れるのをボクは感じた。

　剝離──それでさっきから妙みように心臓の調子がおかしいと思ったら……。

「みすず…がわ……」

　白くボヤけた視界の中に、人の輪りん郭かくらしきものが映っていた。いつの間にか目隠かくしのタオルがズレかかっていたらしい。だけどソレはいい。そんなものは後でいい。

　美鈴川はやっぱり、一人で居るのはよくない。

　さくらちゃんみたいな特別な存在にだけ、頼ったりするのもきっとよくない。

　一人でもいいからさくらちゃん以外の、一緒に頑がん張ばったり弱音を吐はいたり、その人のためなら諦あきらめないって意地を張れる──そんな誰かを作るべきなんだと、ボクは思った。

　だってボクは今、美鈴川のために頑張ってみたいって思ってる。

　出来るとか出来ないとかじゃなくて。

　頑張って、みたいと。

　美鈴川にも、ボクはそんな気持ちを持って欲しい。

　ボクだって独ひとりで暮らしている時は、家事でもなんでも面めん倒どうくさい。むしろ親父おやじと暮らしていた時の方が料理も掃そう除じも洗濯も、文句を言いながら結局はやっていた。今朝けさだって美鈴川が全然ご飯を食べようとしなかったのを見て、自分で何かを食わせたいって思った。

　自分一人の朝食なら、平気で手を抜いたりコンビニで済ませたりするのに。

　多分、頑がん張ばれるってのはそういうことなんだと思う。

　美み鈴すず川がわにも、そんな当たり前の誰かを───。

　水みず落おちが無理なら、ボクでもいいから───。




　友達って呼べる、誰かを───。




「小こ林ばやしくん!?　立てるなら早く湯船の外に。直すぐにお母さんかルーチェを呼ぶから」

「ま、待ってくれ───」

　立ち上がった美鈴川に、ボクはほとんど無意識の内に手を伸ばしていた。

　行くな。聞いてくれ。伝えたい想いが朦もう朧ろうとした意識の中で、湯気のように消えてしまうその前に。だから───。




　──ズルッ。




「─────へ？」

　美鈴川をくるんでいたバスタオルをズリ下げてしまったのは、偶ぐう然ぜん。

　一いつ糸し纏まとわぬ綺麗きれいな身体からだが目と鼻の先かつ真正面にあったのも、本当に偶然。

　立ち位置的に目線の正面が美鈴川のおヘソよりも下腹部だったのも、本当の本当に偶然。

　──だったんだけど。

　え～と。

「……」

　刻ときが、止まった。

「…………？」

　止まったついでに、嫌いやな心臓の音も鳴り止やんでくれた──のは、いいとしてだ。

「………………いっ」

　見る見る内に美鈴川の首が真まっ赤かに染まってゆく。

　あ、あのですね？　これは決してワザととかじゃなくってですね？

「いやぁぁぁぁぁ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っっっ！！！」




　スパァァァァァッッッ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ンッッッ！！！！！




　次の瞬しゆん間かん、悲鳴と同時に全力のモミジがボクの頰ほっぺたに炸さく裂れつした。

　その細い腕うでの一体ドコにそんな馬ば力りきがあったのか。

　てかその一いち撃げきでスライムなんか粉ふん砕さいできるのでは？

　バスルーム全体に響いた小こ気き味みいい音を耳に残して、ボクは湯船に頭から沈んだ。

《あの、エステルさま？　それは幾らなんでも酷ひどすぎるのでは……？》

「へ？　わ、わわっ!?　こ、小こ林ばやしくん!?　大だい丈じよう夫ぶですか小林くん!?」

　大丈夫なわけありません。

　慌あわててお湯を搔かき分けながら近づいてくる美み鈴すず川がわを水中で見つめながら、ボクはブクブクと大量の気き泡ほうを吐はき出した。







　一夜が明けても美鈴川の機き嫌げんは崩くずれたピサの斜しや塔とうの如ごとく傾かたむいたままだった。

　──いや、まぁ、今回のはボクが悪かったと全面的に認めるけどね。

「あの～、そろそろ機嫌を直していただくワケには───」

　ギロ───ッ！

「うぉ!?」

　学校に向かう道の途と中ちゆうで、人を殺せるような三さん白ぱく眼がんがボクの胸を深く貫いた。

　ついで、興味をなくしたように踵きびすを返し、トコトコ先を歩き出す。

　どうやら相当、怒っていらっしゃるご様子で……。

　丸見えというか無修正というかモザイクのモの字もない状態だったし、むしろ警察に突き出されなかっただけマシだったのかも。介かい抱ほうしてくれたルーチェさんの冷たい眼まな差ざしに、「あらあら。この責任を取るのは大変よ？」と何故なぜか嬉うれしそうに語る紅音あかねさんの姿を思い出すと、なんかこう今直すぐ遠くに逃げ出したい気分にすらなってきた。

《まぁ……。エステルさまがあのように強い意志を瞳ひとみに宿すなんて》

　いや、あのねさくらちゃん？　アレは意思は意思でも『殺意』ですよ？

《昨さく夜やは少し誤解しましたが、やはりリョーヘイさまは素す晴ばらしいです。エステルさまを自立させるためにワザとあのような真似まねをなされたのですね》

「はは、ははは……」

　感激するさくらちゃんにボクは小さな汗あせを額ひたいに滑すべらせた。

　乾いた笑みってのは、こういう時に出すものなんだなぁ～。あの時、本当はもっとマジメな話をするつもりだったんだけど、なんでこんなことになったのか。

「この右手か……この右手がいけないんだな、この悪あく魔まの右手め！」

　ペシペシと自分で自分の右手を叩たたく。

　──虚むなしい。

　こんなバカなことに時間を費やすくらいなら、もっと有意義なことに時間を使いたい。

「とはいえ今日も今から学校なんだけどねー」

《はい。そこで提案なのですが、今日もお昼に御手洗みたらいさまを───》

「エステルッッッ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！」

　と、そこへ大気をビリビリと震ふるわせるような怒ど声せいが飛び込んで来た。

　誰かと思えば、あれは水みず落おちか？

「やば──さくらちゃん隠かくれて！」

《はい！》

　もうバレているかもしれないけど、そうじゃない可能性も残っているわけで、急いでさくらちゃんには隠れてもらう。タッチの差で現れた水落は、目を丸くするボクと美み鈴すず川がわの前で荒く上下する息を整えることなく一息に言い放った。

「アンタ、エステル！　学校中にスライムが溢あふれかえっているのに何をのんびりしてんのよ!?」

「溢れ、かえって……え？」

　キョトンと、一いつ瞬しゆんの間を置いて。

「えええええ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っっっ!?」

　絶叫が、木霊こだました、













　　　五章　　そして少女は走り出す
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「なっ……」

　詰ったような声が、さくらちゃんの口を通してこぼれ出た。

　溢あふれていた。

　ピンク色のぶよぶよしたモノが、グラウンドとか校こう舎しやの壁とかにビッシリと。

　それは岩に張り付いたフジツボの如ごとき光景。石を引っくり返したら蟲むしがウジャウジャいました──なんてレベルじゃない。何十匹ぴきとか、そんな数じゃなくて。何百匹居るのかわからないくらいのスライムが学校中を占せん領りようしていた。クッションくらいのサイズから、畳たたみ一畳じよう分くらいもあるスライムまで、隙すき間まもないくらいに蠢うごめいていた。

　その大半は存在感が希き薄はくで、陽ひの光りの中でやや透すけている。

　多分、実体が伴っていないのだろう。ボクに連中の姿が見えるのは、きっとさくらちゃんの身体からだを借りているからで、普通の身体だったら何も見えなかったに違いない。

　ある意味で、その方が幸せなのかもしれないけれど……。

「そんな、まさか……」

　そして美み鈴すず川がわもボクと同じように、ただただ啞あ然ぜんと口を小さく開けている。

　だから、これがどれくらい異常な事態なのかが窺うかがえた。少なくとも美鈴川はボクよりもこの手の耐性があるはずなのに、素人しろうとのボクと大して変わらない反応を示している。きっと彼女にとっても、コレはイレギュラーな展開だったに違いない。

　無数のスライム。

　だけど、それ以上にショックだったのはそこら中でバタバタ倒れている制服、ジャージ、そして、背広。中身は、有る。無かったら間違いなくボクは卒そつ倒とうしていた。ボクの脳は能天気に出来ているらしいけど、そこまでシュールな光景に耐え切れる自信はない。

　そして倒れた生徒の背中やお腹なかの上で、スライムたちは蠢うごめいていた。

「まさか食われているんじゃ……ないよな？」

　言って、自分の言葉に背せ筋すじが凍こおった。

　いや、固まっている場合なんかじゃなくて、今直すぐに助けに行かないと───。

「コラ、待ちなさい。取りあえず物理的な捕食はないから無む謀ぼうな突とつ撃げきは控えて」

　と、駆かけ出そうとした肩かたを水みず落おちに摑つかまれた。

「連中には口もなければ胃い袋ぶくろもない。ただ生気を吸い取るだけ。トウモロコシの時も枯かれたダケで食べられたワケじゃなかったでしょ？」

　それは、確かに──でも。

「で、でも、中には足っていうか触しよく手しゆみたいなのを、こうズバズバ[image: ～][image: ～][image: ～]って、槍やりみたいに突き刺さしてくるような危ないスライムだって！」

　だから、放っておいたら物理的にも危ないじゃないか。

「はぁ？　そんなスライムが居るわけないじゃない」

　アンタ頭の中身は大だい丈じよう夫ぶと、そう言いたげな顔がコッチを向いた。

　いや、え、でも、実際にボクは───あれ？

「とにかく連中は手を出さない限りは大人おとなしいけど、攻こう撃げきされたら真まっ赤かになって一いつ斉せいに怒りだすわよ。そうなったら、後でどうなるかわかったものじゃないわ」

　だから慎しん重ちように、と。

　しかし血相を変えたのは美鈴川だった。

「で、でも安心できる状況じゃないですっ。だって、コレって、この数、このスライムたちはココにコロニーを作る気なんですよ!?　放っておいたら何百匹も、ひょっとしたら千匹を超えるスライムが学校に集まってくるかもしれない……！」

　なんですと───!?

　ボクは愕がく然ぜんとして顔色を真まっ青さおに染めた美み鈴すず川がわを見やった。

　スライムのコロニーにって、ココが？　学校が？

　確かにこのピンクのぶよぶよはザコかもしれないけれど、それは単体での話だ。アリも集まれば巨象をも斃たおす。ミツバチだって本気で怒らせたらクマですら撃げき退たいできる。そしてきっとスライムは、アリやミツバチなんかよりもずっと──強い。

　ましてやコロニーを作るってことは、更さらに数が増えるってことで───。

「そ、それって結構、マズイってことなんじゃないのか!?」

「マズイわよ。ハッキリ言ってかなりマズイ。もし本当にこの学校がコロニーになったりしたら、学校ごと焼き払はらわなくちゃいけなくなるわ。そうなってもいいの、エステル？」

「そ、そんなことを言われても───」

「ああ、もう！　しっかりしてよ。ココはあなたの土地であなたの管理なんでしょ？」

　コンコンコンと、美鈴川の頭を叩たたきながら水みず落おち。

「あああ、痛い。痛いです静しず久くさん！」

「取りあえず紅音あかねさんに連絡を入れて。今直すぐに！」

「は、はい！」

　言われて美鈴川は携帯を取り出す。

「──もっとも、あの人がこの状況に気付いてないとも思えないし、お目付け役がとっくに連絡くらい入れているでしょうから、あんまり当てにしない方が賢けん明めいだわ」

「お目付け役？　そんなものが居るのか？」

「居るわよ。仮かり免めんの路上実習だって、普通は横に教官が乗っているもんでしょ？」

　な、なるほど、考えてみれば、それくらいは居ても当然の話なのか。

「でも、紅音さん本人は手出し出来ない。しちゃいけないのよ。もうこの学校はエステルの管理している場所なんだから。もし、紅音さんが手助けをした時は、それはエステルに魔ま女じよ失格の烙らく印いんを押さなくちゃいけない時なの。わかる？」

「そんな───」

　無む茶ちや苦く茶ちやな!?

「理解出来ないかもしれないけど、そういうものなの。コッチの世界で求められるのは結果だけなんだから。ただの見習い魔女だったらそこまでの責任は求められないけど……。だからアタシは、エステルに仮免はまだ早いって言ったのに……っ！」

「そう……だったんだ……」

　だから、あの時。

　昨日きのう、美鈴川に無む理り矢や理り勝負を吹っ掛けてきた時、百年早いって……。

「ま、監視とはいっても名目上の話で、実際には直接手助けを出来ない自分の代わりにサポートくらいはさせるつもりなんでしょうけど。全く、当の本人は自分がどれだけ周囲から心配さているかなんて、自覚もなぁ～んにもしてないんでしょうけどね。……ハァ～」

　深いため息。まさに、それもまたあり得る話。

「あ、それから小こ林ばやしくん。さっきから口調、地じに戻ってるわよ？」

「──っとと」

　ボクは反射的に口を押さえた。

　状況が状況だったから、思わずさくらちゃんに成りすますのを忘れてしま───。

「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っっっ!?」

「はい、ダウト」

　し、しまったぁ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っっっ!?

　バカかボクは!?　幾ら非常事態中の勢いとはいえ、なんて単純な手に……。い、いや、己のバカさ加減に呆あきれている場合じゃない。こんな時は、とても頼りになるとは思えないけど美み鈴すず川がわに──ダメだ、電話していてコッチに全然気付いてない。

「な、なな何を証しよう拠こにそんなことを仰おつしやるのデスカ？」

　上ずり、引っくり返り、挙句あげくにバクテンでもしそうな珍ちん妙みような声。こんな声で何を言っても説得力のカケラもない──っていうか、言い逃れる自信もない。呆あきれたように睨にらんでくる水みず落おちの生温かいジト目が途と方ほうもなく痛いんですけど。

「誤ご魔ま化かそうとしても無む駄だ。その身体からだの中身が小林くんだってことは、昨日きのうの内に確認しているんだから」

　昨日？　いつ？

《──あの時、でございますね》

　スッと、さくらちゃんがボクの隣となりに浮かびたった。

《昨日、水落さまがわたくしの身体に直じかに触ふれようとしてきたのは、やはりふざけていたのではなく、わたくしの状態を調べるためだったのですね？》

　あの時、やたら胸をまさぐろうとしてきのは、そういうことだったのか!?

「うんん。ソッチはついでよ？　あんな状況じゃなかったら、さくらのおっぱいを合法的に触さわれるチャンスなんて滅多にないし」

「や、ちょっと待て水落。女のお前がなんで、合法的とかそんな言葉を口にするんだ？」

「ふふ、くふふふ………」

　な、なんだその妙な感じの……どこか鈴すず香かに似た笑い方は。

「アタシはね、小林くん。男よりも、男×男みたいな無限の掛け算よりも……女の子が好きなの。そうよ、大好きなの！　もう愛していると言ってもいいくらいに！」

　愛してる言い切ったっ!?

「個人的なタイプで言えば、エステルみたいな胸の小さな可愛かわいい系は超ストライク！」

　拳こぶしまでギュッと握にぎって、頰ほおの緩ゆるんだ横顔を朱しゆ色いろに染めて。

　コ、コイツは美み鈴すず川がわをそんな目で視みてたのか。道理で、美人で明るくてオープンな性格なのに、浮いた話が全然ないと思っていたら、水みず落おち静しず久く──恐ろしい子！

「ま、それはともかくとして」

　って、切り替え早いな、オイ！

「実際のところは心雨こさめが妙みようだ妙だって言っていたし、アタシにも違和感があったし。それでもまさかと思ったわよ」

「で、でも、それには理由が───」

「わかってる。エステルが理由もなく、そんな大それたことをしでかすような子じゃないことくらい、アタシは知ってるわよ。今までちゃんと狙ねらって……もとい視てたんだから」

　今、本音がポロリとこぼれただろ？

「それに状況が状況だし、詳くわしい経けい緯いとかは聞かないでおいてあげるわよ──今はね」

　言って、ニヤリと。「今は」って部分を三日月みたに歪ゆがめた口こう角かくで。

「お、脅おどすつもりか……っ！」

「アタシをそうさせる、エステルの被ひ虐ぎやく的な可愛かわいらしさがいけないのよ」

　……いや、頼むからそこは普通に否定してくれ。

「意外に思うかもしれないけれど、アタシってイジメ甲斐がいのある子も大好きなの♪」

　いや、もう何を意外に思えばいいのかわからないから。軽い目眩めまいに額ひたいに手を当てると、やっと電話の終わった美鈴川が泣きそうな顔をコッチに向けた。

「自分でなんとかしなさい、って……」

　水落の言った通りだった。

「ど、どうしよう、さくら……」

　どうしようたって、どうしろと？　縋すがるような美鈴川の目に、流石さすがに頭を搔かいて誤ご魔ま化かそうと空を仰あおいだボクは、コッチに向かって飛んでくる小さな影に気が付いた。

《マスタ[image: ～][image: ～][image: ～]！》

　影の正体は心雨ちゃんだった。

「どうだった、心雨」

《やっぱりマスターの予想した通りでした。校こう舎しやの中は動けなくなった生徒さんと、外に溢あふれている以上のスライムで一杯でした！》

「チッ、やっぱりか……」

　切れのある舌した打うちを弾はじかせた直後、水落は不意に、笑みを浮かべた。

　三日月の笑みとはまた違う種類の、闘争の本能と悦えつ楽らくに魅み入いられた、そんな笑みを。

「だったら、やるしかないわよねぇ～？」

　胸に落とした呟つぶやきは、誰に対しての確認だったのだろうか。管理人である美鈴川へか、それとも自分自身へのものなのか。いずれにしてもわかっているのは一つだけ。邪じや悪あくな笑みを浮かべた水みず落おちを止められる人間は、今、この場にはいないという事実だ。

「行くわよ心雨こさめ。こうなったら手段は一つ──実力行使あるのみよ」

《イエス。マイマスター》

　短いスカートを颯さつ爽そうと翻ひるがえし、水落はスライムに占せん拠きよされた校こう舎しやに向かって踏み出した。

　──この土地の管理責任者である美み鈴すず川がわを完全に無視したまま。

「静しず久くさん!?」

　驚き、呼び止めようとした美鈴川の声は、薄うすい水晶を叩たたいたような甲かん高だかい音色によって搔かき消された。濡ぬれた月にも似た蒼そう光こうが水落の右手に集まり、弾はじけ、所有者の固有特性に最適化された魔ま導どう器具が、その実体をコッチの世界に固定する。

「ダメです静久さん！　こ、こんな人目の多い場所で、こんな時間から魔ま法ほうなんか使って、もし誰かに見られたりしたら！」

「ふん。それがどうだって言うのよ」

《照準補正。クリスタルバレット飛ひ翔しようプログラム補正。着ちやく弾だん誘ゆう導どうレベル、クラスＣにより前方有効範囲内から一六の標的を選別──いつでも撃うてます！》

「貫け硬水！　クリスタルバレット！」

　生成された水の弾だん丸がんが次々とスライムに吸い込まれ、鈍にぶい音を弾はじかせた。弾だん道どうをわざわざ低く走らせたのは、着弾時の衝しよう撃げきが生徒に及ぶことを避さけると同時に、貼はり付いたスライムを引き剝はがす効果を狙ねらったのだろう。普段はガサツで大雑ざつ把ぱで強引で我がままなヤツだけど、ギリギリで相手のことを思いやれる。それが水落静久というヤツなのだ。

　砕くだけ散ったスライムは、そのまま霧きりのように霧む散さんした。

《全弾の命中と標的の消滅を確認。弾道補正誤差は五％未満です》

「上出来。もっとも止まっている標的を外すようなデキの悪い子だったら、わたしの使い魔フアミリアとしては失格なワケなんだけど」

《うー。もうちょっと素直に褒ほめてくれたっていいじゃないですかぁ～》

「学校中のザコを一いつ掃そうしたら幾らだってご褒ほう美びをあげるわよ、っと」

　更さらにミクマリを一振り。

　新たに生み出された十六の水弾が十六匹ぴきの獲え物ものを塵ちりへと還かえした時、スライムの集団に変化が生じた。それまでバラバラに蠢うごめいていたスライムたちが赤く変色し、統率された群れみたいに水落の正面へと集まり始めたのだ。

「静久さん……」

　そんな水落の背中を眺ながめる美鈴川は、苦しそうだった。そりゃ苦しいだろうさ。自分に出来ないことをまざまざと見せ付けられているんだ。羨せん望ぼうと嫉しつ妬とと、それ以上の、多分、憧あこがれに胸が焦こげ付いたって不思議じゃない。まるで自分の存在意義を否定されているかのような水落の振る舞いに、ただ呆ぼう然ぜんと立ち尽くすだけで───。

「誰かに見られたら？　だから、なに？」

　侮ぶ蔑べつを隠かくそうともしない水みず落おちの言葉の冷たさに、美み鈴すず川がわの小さな背中が震ふるえた。

「エステル。アナタがアナタであるために一番大事なことってなんなの？　ココはアナタの管理する土地で、アナタの学校で、苦しんでいるのはアナタの知り合いなんでしょ？」

「そ、それは───っ」

「自分の秘密がそんなに大事？　だから目の前の光景を放っておくわけ？　さっき自分で言ってた言葉、もう忘れた？　放っておいたら学校にコロニーが出来る。それがわかっていながら自分では何もしないの？　まだ他人ひと任まかせでいいと思っているの!?」

　美鈴川は、けれども答えることが出来ないでいた。

　そればかりか、今、この話を誰かに聞かれていないかと慌あわてて周囲を見渡すばかりで。

　違うだろ。そうじゃないだろ、美鈴川。

　お前がしないといけないことは、そんなことじゃなくてだな───。

「そんなにバレるのが怖いなら、いっそ魔ま女じよなんて辞やめればいいのよ。そもそもその力はなんのための力なのよ。……バカみたい」

　呆あきれと嘲あざけりとをミックスさせて、水落は突き放すように言った。

「ガッカリだわ、エステル。アナタは普段はダメでも、ギリギリになったらもうちょっと踏ん張れる子だと思っていたのに──見込み違いだったってワケね」

　それが全すべてと冷たい眼まな差ざしで美鈴川を睨ねめ付け、水落はスライムの群の中に駆かけ出していった。

　正面に群がる赤い壁を怒ど濤とうの勢いで蹴け散ちらして。

　魔ま物ものに占せん領りようされた校こう舎しやの中へ、自分の使い魔フアミリアだけを引き従えて。
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　こんな時、ボクはどんな言葉を掛ければいいんだろう。

　残された美鈴川は、俯うつむいたまま小さな肩かたを小刻みに震わせている。泣き出すわけでも立ち上がるわけでもなく、ただ何かに必死に耐えるように。その姿と水落が走っていった方向との間で、ボクは何度も視線を往復させた後、盛大なため息を吐はき出した。

　何を期待されているかは、なんとなくだけどわかっている。

　水落の趣味──趣味っていうか百合ゆり属性？　──を自ら明かし、美鈴川を狙ねらっていることまでご丁てい寧ねいに宣言しておきながら、手のひらを返したように本人を突き放すようなあの言動。

　何かを含んでのことと考えるのが妥だ当とうだろう。

　もちろん、ただのＳ属性って可能性も否定出来ないワケなんだが───。

「正体がバレることへの恐怖……か」

　忌き避ひの目とか、誰かの怯おびえた眼まな差ざしとか。

　そういう類たぐいのものとはついぞ無む縁えんだったダケに、今ひとつ実感がわかない。

《リョーヘイさまにはないのですか？　誰にも言えない自分だけの秘密。これだけは他の誰にも知られたくないと隠かくしているような汚お辱じよく、過失、性せい癖へき──そういった類のものが》

「そりゃ、まぁ……」

　ない──と言い切れるほど、ボクが聖人じゃないのは事実だけど。

《一つでもあるなら想像して下さい。他の誰がどう思うか、ではなく、自分が禁きん忌きとさえ思っているほどの知られたくない何かを、衆しゆう目もくの前で晒さらす苦痛と恐怖を》

　なるほど、ね……。

　知られたくない汚点というなら、ボクにだってある。汚点じゃくてもいいなら、例えば小学生の頃、好きだった女の子の名前がバレて盛大に『マツリ』の対象にされた。黒板にでっかく相あい合あい傘がさを書かれたり、机にも書かれたり──他にも色々と。

　からかっている本人や傍ぼう観かんしていた人間にとっては、別にどうってことのない冗じよう談だんの延長線だったんだと思う。だけど当事者のボクにとっては、不登校の一歩手前になるくらいに学校に行くのが怖くなってしまった。

　美鈴川の場合は、どうなんだろう。

　お風ふ呂ろでの一件の後、さくらちゃんが教えてくれた美鈴川の過去は、大体こんな感じだった。ボクみたいにクラス全員のマツリの対象にされたワケじゃないけれど、友達だった相手を暴発した魔ま法ほうで怪け我がをさせ、怖がられ、忌き避ひされ、挙句あげくの果てに懇こん願がんされたのだという。

　二度と私に関わらないで下さい──と。

　まだ幼かった美鈴川の心に、ソレは大きな傷を刻むには充分すぎる事件だった。元々が後ろ向きな性格なもんだから、起こってもいない最悪の状況をアレコレ想像して、勝手に自分をその渦か中ちゆうに放り込んで、怯えに怯えて両手で耳を押さえながら塞ふさぎ込んでしまった。

　拒絶される恐怖。

　怯えさせることへの、怯え。

　ああ、なんだろう、この感覚───。

「ばかだな、美鈴川は……」

　感情が胸からこぼれ落ちた時、ボクは「ばか」という言葉しか出てこなかった。

《──ばかだ、の一言で済ませていただけるリョーヘイさまが、エステルさまにとってはきっと嬉うれしかったのだと思います》

　慈じ愛あいのこもった、それはとても優しい声だった。

　少し誇らしげで、少し淋さびしそうで。

　絶対に美鈴川を傷つけない存在として作られたさくらちゃんの限界。さくらちゃんがどれくらい美み鈴すず川がわに愛情を注そそいでいるのか、それは見ていたボクが知っている。きっと美鈴川だってわかっている。でも──でもと、美鈴川は考えてしまうのだろう。自分に優しく愛情を注いでくれるのは、それは自分がさくらちゃんのマスターだからではないか──と。

　それを望んでさくらちゃんを使い魔フアミリアにしたのは、自分自身でありながら。

　そんなさくらちゃんには出来なくて、ボクになら出来ること。

　使い魔として裏うら切ぎれないさくらちゃんには無理でも、自由気ままに見限ることが出来るボクになら可能なことが少しだけある。

《エステルさまを、どうか信じて下さい》

　信じる。

　ただそれダケでいい。

　だけど、ただそれダケのことが難しくて、ボクは即答を避さけるようにさくらちゃんから視線を外し、周囲の様子を何気なく見渡した。

　すると倒れている人影に知っている顔があった。

　御手洗みたらい鈴すず香かだった。

「おい、しっかりしろ！」

　駆かけ寄り、仰向あおむけに倒れていた鈴香の頰ほおをペチペチ叩たたくと、瞳ひとみが薄うすく開いた。

「黒くろ瀬せ……か。一いつ瞬しゆん、遼りよう平へいのようにも思えたが……」

　頭を振る鈴香。危ない危ない。水みず落おちにはもうバレてしまったけれど、他の人間にはまだオフレコ設定だってことを危うく忘れてしまってた。

「ん……コホン。大だい丈じよう夫ぶですか、御手洗さま」

　改めて声を掛ける。見たところ顔色は悪いけど大丈夫そうだ。

「ああ、急に立ちくらみがしてな。それに俺おれだけではなく、かなりの数の生徒がバタバタと倒れていたようだが……ガスか何かが発生でもしたのか」

　こめかみの辺りを押さえながら、よくわからないと言ったように。

　見渡せば鈴香以外にも倒れている生徒や教師がゴロゴロいるのは先に述べた通り。その生徒達も水落がスライムを除じよ去きよしたことで呪じゆ縛ばくが解とけたのか、起き上がったり身体からだを動かしたりしながら様子を確かめているけど、やっぱりワケがわからないといった顔をしていた。

「それに何か奇き妙みような……まるでスライムみたいな何かが………」

　──ギクリ。

　どうやらスライムの姿が完全に視みえない、ってワケじゃないらしいな。

《何せこの数です。中には実体が視えてしまうほど強い存在感を持った固体も混じっていたのでしょう。リョーヘイさまもあの夜は、最初から視えていらしたでしょう？》

　言われてみれば、なるほどそうだ。ボクにも視えたんだから、他の誰かに視えたとしても不思議はないってことか。

「落ち着いて下さい御手洗みたらいさま。どうやらこの辺りにガスが流れ込んできているようです。おそらくは幻覚でも視みたのでしょう」

「幻覚……？　幻覚……いや、確かにそう考えるのが妥だ当とうなんだろうが………」

　鈴すず香かはまだ靄もやがかかっているのだろう頭を押さえ、自分を納得させるように呟つぶやいた。鈴香は二次元世界の住人になりたいと願う次元突破主義者ではあっても、現実リアルとゲームを混同させるようなバカとは格が違う。穢けがれなく崇すう高こうなゲームの世界を現実と一緒にするなど言ごん語ご道どう断だんとか豪ごう語ごするツワモノだから、逆にこんな時は役に立つ。

　問題があるとすればむしろ美み鈴すず川がわと、何よりボク自身の方だった。

　奇き妙みようなことに、恐怖はそんなになかった。あの夜、初めて目まの当たりにしたスライムは気持ち悪くて恐ろしくて、立ち竦すくむことしか出来なかったのに。でも、これはきっと進歩でもなければ成長でもない。単に感覚が慣れてしまったか麻ま痺ひしているだけで、どちらかと言えば一番危ない状況だってことは頭では理解している。

　でも───。

「………」

　ボクは、振り返った。

　小さな拳こぶしをギュッと結び、俯うつむかせた顔をくしゃくしゃに歪ゆがめたままジッと動かない女の子の金色の髪かみが、場違いなほど鮮あざやかな光を放ってボクの視線を吸い寄せる。

　キラキラと、キラキラと───。

（ねぇ、さくらちゃん）

《はい？　なんでございましょうか？》

（美鈴川の金きん髪ぱつってさ、綺麗きれいだよな？　黒い髪かみに負けないくらいに、とっても）

　差し向けた眼まな差ざしの先で、さくらちゃんは穏おだやかに瞼まぶたを閉ざし、微笑ほほえんだ。胸の上に重ねた手のひらはボクの言葉を咀そ嚼しやくして、その場所に大切に仕し舞まいこむ仕し草ぐさのようにすら思えて、ボクはボクの想像が間違ってないことを理屈でない部分で感じ取れた。

《エステルさまの金色の髪は、世界で一番綺麗でございます》

　その一言で僕も覚かく悟ごも決めた。

「御手洗さま。身体からだが動くようでしたらこの辺りに倒れている方々を集め、校門の外まで退たい避ひさせていただけませんか？　そしてこれ以上、被害が広がらないように登校してくる生徒のみなさんを、そこで止めていただきたいのです」

「それは構わないが……お前はどうするつもりだ？」

「わたくしはエステルさまと一緒に、校こう舎しやの中の様子を見て参ります。おそらく校舎の中には外そと以上の生徒が残されているはずですから」

「それは……だが、危険すぎはしないか？」

「危ないと感じましたら直すぐに戻ってきます。それにどういうわけかわたくしとエステルさまは、あまりガスの影響を受けていないようでございますから」

　鈴すず香かは蒼そう白はくな顔のまま、四角い眼鏡めがねの内側で目を細く絞しぼった。状況から考えて、何かおかしいと思ったのかもしれない。だけど開いた口からこぼれたのは深い疲労の滲にじんだ、諦あきらめとも呆あきれともつかない微び妙みような言葉だった。

「黒くろ瀬せを危険な場所に行かせたと知ったら、後で遼りよう平へいがうるさいだろうな……」

　呟つぶやいて、鈴香はゆっくり身体からだを持ち上げる。

「だけどあのバカは、こういう時ほどジッと出来ないタイプでもあったわけだが……。取りあえず危ないと思ったらさっさと戻ってこい。後で遼平に文句を言われたくない」

　フラフラと危なっかしい足取りで、鈴香は校門の方へと歩いていった。

「これでいいと思う、さくらちゃん？」

《……正直なところ判断いたしかねます。今からリョーヘイさまがなさろうとしていることが正しいことなのか、間違ったことなのか。ですが、わたくしはリョーヘイさまのなさろうとすることを支持いたします》

　差し向けられる無条件の信頼に、ボクは慌あわてた。だ、だからそんな大層なことをしているわけじゃなくてですね？　ボクはボクにできることをやっているだけというか、結果としてそれが美み鈴すず川がわのためとかさくらちゃんの好感度アップになるのは嬉うれしいけれど、基本的にはボクの我がままみたいなものなんだし。

「ホ、ホラ。行くんだろ、美鈴川」

　美鈴川の元に戻り、腕うでを引っ張る。

　意外なほど素直に美鈴川は顔を上げてくれたけど、その目は真まっ赤かに腫はれていた。

　不安と、怯おびえと、戸と惑まどいと。

　泣き止やんでくれたのはありがたいけど、ヒドイ顔だ。コレで本当に大だい丈じよう夫ぶなのか？　ひょっとしてボクは美鈴川を過大評価しすぎていたのか？　一ひと筋すじの汗あせと共に、そんな疑問が心の内側から鎌かま首くびをもたげ始める。

「行くって……い、言われ、ても……あ、足が………っ」

　足？　足がどうしたって───。

　再び泣き出しそうな美鈴川の声に足元を見やれば、ガクガクに震ふるえていた。むしろ立っているのが不思議なくらいに。

　だけど──だけど、だ。

　美鈴川は、行かないは言わなかった。

　行きたいとも言わなかったけど、無理だとも嫌いやだとも言わなかったんだ。

　多分、本人は気付いていないだろうな。そんなに怯えて足を竦すくませながら、どうにかしようと踏み留とどまっているのがどんなに大したことなのか。

　確かに不安はボクにだってあるさ。こんな姿を見せられて、自信満々に美鈴川のことを信用するなんて無む茶ちやにもほどがある。それでもボクは信じるって決めたんだ。最後の最後でこの女の子は、きっと意地を見せてくれるって。

　その意地と意思を、ボクが信じてやらなくて誰が信じてやるんだよ。

　さくらちゃん？

　いーや、さくらちゃんじゃダメなんだ。

　これはボクじゃないと──ボクだからこそ信じる意味があるんだ。

　その気になったらいつでも美み鈴すず川がわを見限れる、そんなボクだからこそ───。

「それでも、行くんだろ？」

　訊たずねると、美鈴川はまたギュッと目を瞑つむって──コクリと頷うなずいた。

「だ、だけど足の震ふるえがとま……止まらなくて……っ」

　それがとても情けないことだと自分を責めるかのように、しどろもどろな口調で。だけどもうまく言葉にならなくて、それがまた情けないと感じているのか、閉じた瞼まぶたの端はしから大粒の涙なみだがボロボロとこぼれ出して。

「わ、わた……わたし、なん…で……い、いつも大事な時……こ、こんな……っ！」

　しゃくり上げる肩かたに手を乗せる。

　震える肩に、不意に抱だきしめてあげたい衝しよう動どうに駆かられた。その小さな身体からだを、震える背中を抱きしめたいと。衝動的にせり上がったその強い誘ゆう惑わくに、だけどボクは拳こぶしを握にぎる。違う。そうじゃない。慰なぐさめるのは簡単だ。だけど、今はそれじゃダメなんだ───。

「一人で行くのは……怖いか？」

　色々なものを押し殺した硬い声色で訊ねると、震える背中がビクリと跳はねた。

「……はい」

　コクリと金色の頭が上下して、甘あまい香りが空気を撫なでる。

「一人で行くのは、怖いんだろ？」

　そして、もう一度。

　美鈴川はキョトンと、涙で濡ぬれたアイスブルーの瞳ひとみを開き、ボクを見上げた。

　ボクが何を言いたがっているのか、よくわかってないのだろう。

　だからボクは、続けた。続ける。何度でも、何度だって、伝わるまで。

「一人で行くのは、ダメなんだろ？」

「…………あっ」

　瞬しゆん間かん、美鈴川の瞳に小さな光がか細く揺れた。

　やっと理解してくれたらしい。ボクが何を言おうとしているのかを。

「行って、くれるんですか……一緒に？」

「当然」

　ボクは頷いた。

　ああ、行ってやる。行ってやるとも。たかが学校だ。スライムがどうした。美み鈴すず川がわが行くっていうのなら、魔ま界かいにだって付き合ってやるさ。

《──ありがとうございます。リョーヘイさま》

　だから、礼を言われるような筋すじ合あいなんかじゃなくて。

　ボクはふわふわの金きん髪ぱつに、ポンと手を置いた。
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　異様な空気に校こう舎しやは包まれていた。

　妖よう気きと言えばいいのか瘴しよう気きと呼べばいいのか、とにかくソレは薄うすい紫むらさきの掛かった霞かすみのように校舎を取り巻き、一歩近付く度たびにその濃度を増してゆくのがわかる。

　ギュッと結んだ拳こぶしの内側は、もう汗あせでぐっしょりと濡ぬれていた。

　情けない話だけど、足が竦すくみそうだった。カッコつけた手前、とてつもなく恥ずかしい話だってことはわかっているけど。でも、なんかマジで帰りてぇ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！

《それでよろしいのではないかと。本来、ここはリョーヘイさまには無む縁えんであるべき場所なのです。怖いと感じたとしても、それは自然な反応だとわたくしは思います》

　確かにほんの三日前まで、コレはボクには縁のない世界だった。だけど第三者から当事者に立場が変わって、初めて肌はだで感じたスライムの恐怖。所しよ詮せんはスライムとか考えていた自分がバカだったと、改めて思う。ごめんなさい。本当にバカでした。

「美鈴川。そっちは大だい丈じよう夫ぶか？」

「………」

　呼んだけど、美鈴川は正面よりも周囲ばかりを気にして返事をしない。

「美鈴川！」

「……え？」

　いや、だから「え？」じゃなくてだな……。

「震ふるえはもう止まったか？」

　念を押すように訊たずねると、けれども美鈴川は頭を横に振った。

「そ、それが、やっぱり……」

　見上げる顔は強張こわばっていて、せっかく呼び出した《グローリー》を握にぎる手はガチガチだ。言葉に出さずとも、とても戦えるような状態とは思えない。いや、《グローリー》を握ったことで余計に酷ひどくなったのかもしれない。こんなところを誰かに見られたらと、さっきから落ち着かない目線がキョロキョロと左右に走っているのは、きっとそのためだ。

　今さらだけど美鈴川の誰かに見られる怯おびえとか恐怖心ってのは、少しくらい背中を押した程度でどうにかなる、ってレベルじゃなかったのかもしれない。

　──クソッ。

「じゃあ、行くぞ美み鈴すず川がわ」

　いささかの不安を引きずりながら、ボクは美鈴川の手を引いて校こう舎しやの中に躍おどり込んだ──までは良かったけど……。

「ひっ───」

「なっ……なんじゃこりゃあ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]!?」

　ソコは想像を絶するグロの世界だった。

　床ゆかに、壁に、天てん井じようと、隙すき間まがないくらいにブヨとプヨで埋うまっていた。以前、日本海に大量発生したクラゲの大群の映像を観みたことがあるけど、これはなんていうか……。

《リョーヘイさま。コチラを───》

　さくらちゃんの指し示した廊ろう下かの方に振り向くと、その廊下だけスライムの姿がほとんど見当たらなかった。

《おそらく水みず落おちさまが、こちら側から上の階に登って行ったのでは？》

　なるほど、コッチが水落の突破したルートってワケか。ここを通れば少しは安全みたいだな。しかし、これだけの物量の中を強攻突破して行ったとは恐ろしいヤツめ。そんな芸当、一体どれだけ濃密な弾だん幕まくを張れば可能なんだ。

「これからアイツをからかう時は、少し気をつけよう」

《？　何か仰おつしやいましたか？》

「いや、なんでも。それよりもボクたちもコッチから上に登ろう」

　登ろうの「ろ」くらいまで口にした瞬しゆん間かんの出来事だった。




　──ぷちゅっ。




　靴くつ底ぞこでミカンを踏んづけたような嫌いやな感かん触しよくがした。

　一いつ瞬しゆん、空気が凝ぎよう固こするような錯さつ覚かくを味わった後、恐る恐る自分の足元に視線を落とす。

　──居たよ。スライムが。それマメシバみたいにちっこいヤツが。

《リョーヘイさま……》

　ああ、いつもは穏おだやかに微笑ほほえんでくれるさくらちゃんの湿しめったジト目。

　ちょっと可愛かわいいとか思ってしまった。

　そしてザワザワとにじり寄る、無数のスライムが蠢うごめく気配。

「──走れっ！」

　叫んだのと美鈴川の腕うでを引っ張ったのは、まさに同時だった。

　背後からは怒ど濤とうの勢いで押し寄せるスライムの大群。

　その光景はまさしく津波。赤い津波だ。

「つーか、マジで無理だっつーの！」

　ぞっとするような光景に全身を粟あわ立だたせながら、ボクは美み鈴すず川がわの手を引っ張って必死に逃げた。逃げるしかないだろ、あんな数！　だけど所しよ詮せんは廊ろう下か。ちょっと走ったらもう行き止まりだった。右手に見えた階段を登ろうにも、もう間に合わない──と、その時だ。

　真横から眩まばゆい光が視界を遮さえぎった。

　それは美鈴川の握にぎる《グローリー》の輝き。『光こう輪りん』の名を冠かんした魔ま導どうインターフェイススタックが放つ、高密度の黄おう金ごん色の疾しつ走そうだった。だけどその光が照らす少女の顔は蒼そう白はくで、ガチガチに強張こわばっていた。震ふるえる手はスタックの狙そ点てんを定めるどころか、摑つかんでいるとさえ言えないくらいにおぼつかない様子で、反動に暴あばれた先せん端たんが上下左右に大きくブレる。

「─────っっっ！」

　大気を歪ゆがめるほどの轟ごう音おんが、美鈴川の悲鳴を搔かき消した。

　放たれた魔ま弾だんが音速の壁をやすやすと突き破ったのだろう。螺ら旋せんを捲まく衝しよう撃げき波はがスライムというスライムを吞のみ込み、引き千ち切ぎる。挙句あげくに廊下のガラスまで尽ことごとく叩たたき割り、反対側の廊下の壁に巨大な風穴を開けても飛ひ翔しようを続け、彼方かなたの空へと消え去った。

　まさに疾しつ走そうする爆風だ───。

　残されたのは無残にタイルのめくれ上がった、グチャグチャの廊下。

　あれほどいたスライムはその影どころか、存在した痕こん跡せきすら残さず綺麗きれいサッパリ。

　文字通り消滅していた。

　パリンと、熱膨ぼう張ちようで弾はじけたガラスの破片が頰ほおを掠かすめ、ボクは我に返った。意外に深く切れたたのだろうか、滴したたり落ちる液体が瞬またたく間に廊下を赤く濡ぬらしてゆく。

「美鈴川……？」

　呼びかける。だけど反応がない。

「美鈴川！」

　肩かたを揺らし、もっと大きな声で。

　すると、美鈴川の大きな瞳ひとみがボクの顔を映し──次の瞬しゆん間かん、怯おびえ、歪んだ。

「あっ……あ、ああっ……！！！」

「お、おい。しっかりしろよ。どうしたんだよ美鈴川!?」

　何をそんなにビビっているんだ!?

　顔の前で手を振ってみたが──くそ、ダメだ。目の焦しよう点てんが全然合ってない。

《リョーヘイさま！》

　鼓こ膜まくを叩く鋭い声に促うながされ、振り返る。

　砕くだけ、亀き裂れつの入った廊下の壁から、或いは窓から新あら手てのスライムが染しみ出してきている。色は、禍まが々まがしいまでの、赤。最初から攻こう撃げき色であることに、理由を求めるのもバカバカしい。連中の狙ねらいは間違いなく、仲間を一いつ蹴しゆうした美鈴川なのだから。

「チッ───」

　やっぱり無理だったのか？　逃げるしかないのか？

　ふと我に返ると、自分の身体からだが小刻みに震ふるえていることに気が付いた。──違う。震えていたのは美み鈴すず川がわの手で、その指先がボクの胸をぎゅっと摑つかんでいるんだ。

《リョーヘイさま、早く！》

　急せかす声。時間がないのはわかっている。だけど──ええい、もうこうなったら。

　ボクは美鈴川を抱だき上げると、渾こん身しんの力でダッシュした。

　校こう舎しやの外へ──ではなく、階段の上に。

《リョーヘイさま!?》

「行けるトコまで行ってみる！　それでダメならなんとかする！」

　具体的にどう、ってのは考えてないけど───。

《ですが、あまり無む茶ちやをされてはリョーヘイさまの『魂ココロ』が───》

「わかってる！」

　でもガムシャラに、ただ美鈴川を水みず落おちの元に届けることだけを考えて。一階から二階へ。二階を通過して三階に到着した時、四階への階段はスライムに占せん拠きよされていた。

　止やむ無く飛び出した三階の廊ろう下か。待ち受けるスライムは意外ほど少なかった。倒れている生徒と、まだ赤く染まってないスライムを踏み付けないよう慎しん重ちように避さけながら走り、ふと馴な染じみの深いプレートが視界に入った。

　──ボクの教室だった。

　一いつ瞬しゆん、ボクは迷った。

　このまま走り去るのが正解だったかもしれない。

　だけど、ボクは教室の扉とびらに手を掛けた。そして──。

「っっっ───!?」

　後悔した。中を覗のぞいてしまったことに。

　倒れている十人ばかりのクラスメイトと、蠢うごめくスライムの姿に。

　ゾワリと、全身の血が逆流した。激情に血が沸ふつ騰とうする感覚とは、まさにこのことなのだと初めて知った。だけどそれ以上に──ボク以上に精神的なショックを持って、その光景を眺ながめることになった女の子が、ボクの腕うでの中で蒼そう白はくに染まった声を漏もらした。

「大おお田たさん……大おお野のさん……赤あか川がわくん……松まつ本もとさん……藤ふじ原わらくん………」

　驚いた。美鈴川の呟つぶやいたのはクラスメイトの名前だ。このクラスになって一ヶ月。クラスメイトの名前を覚えていたって普通なことだろう。でも、いつもクラスメイトを避けるようにしてきた美鈴川がちゃんと名前を覚えていて、目の前の光景にショックを受けている。

　腕から降りた美鈴川は、よろめくようにしてクラスメイトに近付こうとした。

　なんだよ……。

　やっぱり美み鈴すず川がわだって、なんだかんだ言いながら……。

《危ない！》

　叫んださくらちゃんの声を搔かき消すように、教室の窓ガラスが外から砕くだけた。

　飛び込んで来たのはスライムだった。ルビーのように真まっ赤かなゼリー体。大型犬の倍はありそうなソイツが机を蹴け散ちらし、美鈴川へと猛もう然ぜんと迫る。最弱のモンスターの代名詞？　レベル１の主人公のお友達？　そんなの噓うそっぱちだ。普通の人間が武器もなしに戦える相手なんかじゃない。だからこそのモンスターで、だからこそ美鈴川たち『魔ま女じよ』が居るんだろ！

「美鈴川！」

　叫び、ボクは駆かけ出した。

　だけどその拍ひよう子しに心臓が軋きしんだ悲鳴をブチまけた。この感かん触しよくは──クソッ！

　足元から身体からだが急激に冷えてゆく感覚の中で、ボクは懸けん命めいに駆けた。呆ぼう然ぜんと立ち尽くす美鈴川の身体を抱だきしめ──だけど、それが限界だ。スライムの体当たりを躱かわすことは不可能だった。せめて身体を捻ひねり、直ちよく撃げきから美鈴川を庇かばうことしかできなかった。

　衝しよう撃げきは、まず美鈴川を庇った背中を襲おそった。

　ド派手に机を薙なぎ倒し、リノリウムの床ゆかの上をゴロゴロと。身体や頭をアチコチぶつけたけど、最後まで美鈴川を離さなかったのは我ながら上出来だと思う。全身を襲う痛みという痛み、衝撃、恐怖、そして狂ったように暴れる心臓に、意識が吹き飛びそうになる。

「グッ……」

　痺しびれる身体に鞭むちを入れ、額ひたいから流れるぬるりとした液体を拭ぬぐうこともなく顔を上げる。

　スライムが再び加速した。

　今度こそ終わったかもしれないけれど、今、この瞬しゆん間かんはまだ終わっていない。

　だからどんだけ視界がチカチカしても、口の中いっぱいに広がった血の味ごと奥歯を食い縛しばって、正面から飛び込んでくるスライムを睨にらみつけてやった。

「させないッスよぉ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っっっ！」

　そこへ真横から飛び込んで来る人影が目に映った。

　短いスカートを惜おしげもなく翻ひるがえし──中身は黒のスパッツだったが！　──スラリと伸びた脚がスライムの横腹に突き刺ささり、空中で天てん井じように蹴けり上げる。刹那せつな、空気が破は裂れつしたみたいな音が鼓こ膜まくを叩たたき、ボクは目を丸くした。ドーベルマンよりも凶きよう暴ぼうそうに思えたスライムを、素す手でというか素す足あしというか、とにかくサッカーボールみたいに蹴り上げるなんて。

　お前は一体、何者なんだ!?

「月つき宮みや梨り奈なッ！」

「ほい。フルネームでのご愛唱、どもッス♪」

　シュタリと床に着地して、月宮は八や重え歯ばのはみ出す笑顔をコッチに向けた。

「いやー、センパイも意外と熱いッスねー。おかげで飛び込むタイミングを摑つかむのに結構苦労しましたが、まさに間かん一いつ髪ぱつ。美味おいしいとこ総ナメッスか？」

「バカ！　後ろ！」

　月つき宮みやの背後で、クラスメイトに貼はり付いていたスライムたちが一いつ斉せいに変色した。

「あー、心配無用ッス」

　後ろを振り向きもせずに回し蹴げり。

　旋せん風ぷうを描いたローファーの先で、襲おそってきた複数のスライムを蹴り散らす。

「こちとら監かん視しが主なお役目の自動人形といえども、ルーチェ姉さまの姉妹機っすよ？　スライムを相手に後れをとるなんて、万に一つもあり得ないッス」

　なんでもないことだと、普段と変わらない表情でケラケラと。

　えー、っと……？

「あれ？　聞いてないッスか？」

　ブンブンと大きく首を振る。じゃあ、水みず落おちの言っていた監視役ってのはコイツのことだったのか？　しかも自動人形って？　この頭のネジが本当の意味で弛ゆるんでいそうな月宮がそうだというなら、どう考えても機種選定のミスとしか……。

「なぁ～んか失礼なことを考えている顔ッスねぇー。もっとも文句があろうとなかろうと、保証書を揃そろえてマスターに送り返す時間なんてドコにもないッスよ？　それよりコッチの心配よりも、センパイはお嬢じよう様の心配をして欲しいッス」

　っと、そうだ美み鈴すず川がわだ！

　ぶっ飛ばされたダメージは全部コッチで引き受けたはずだけど、無事なのか!?

「………ひっく…ひっく……もう、嫌いやだよ………ひっく…」

　美鈴川は泣いていた。

　腕うでの中で、何かから自分を護まもるように身体からだを丸くして、唇くちびるからこぼれるのは、嗚咽おえつ。




　　　　　　　　　　　　　　４




　折れた──のか？




　物理的な何かが、ではなく、心が。

　そう感じた瞬しゆん間かん、自分の腕から力が抜けたような気がした。

　なんとか踏ん張ってきた。だから、まだ踏ん張れると思っていた。キッカケさえあれば水落にだって追いつけるって。だけど嗚咽をこぼして小さな背中を震ふるわせる美鈴川は、普通の女の子となんら変わらなかった。

《エステルさま……》

　気づかうさくらちゃんの声に、美鈴川は真まっ赤かに腫はれた目を開けた。

「どうして、平気なんですか……？」

「え？」

　訊たずねられた意味がわからなかった。

「さくらも、静しず久くさんも……それに小こ林ばやしくんも、どうして平気なんですか……？　どうして……恐くはないんですか？　皆に見られるかもしれないのに……っ…み、皆から変な目で見られちゃうかもしれないのに……そ、それなのに、こんなに痛い思いまでして……」

「美み鈴すず川がわ……」

「わ、わたしだって、皆の役に立ちたい。お母さんみたいに……静久さんみたいに……な、なりたいって。でも、どうすればいいかわからなくて………そ、それにまたっ！」

　また？　またなんだよ？

「こ、こんどは小林くんにケガ……怪け我がをさせちゃ……いっぱい、血が…！」

　怪我？　血──って、コレのことか？

　頰ほおに当てた指先には、まだ生温かい液体がベッタリと貼はり付いていた。

「こ、こんなの見た目が酷ひどいだけで、ちゃんと治せば大したことないよ！　それにアソコで美鈴川が撃うってくれなかったら、もっととんでもないことになってたって！」

　なのに、美鈴川は聞き分けのない子供のように頭を横に振った。

「もう……嫌いやだよ………」

「美鈴川……」

「小林くんの言うことなんて聞かなければよかった……静久さんを追い駆かけることなんかしなければよかった。もう、嫌だよ……恐いのも、痛いのも……わたしのせいで誰かに怪我をさせちゃうのも……ひっく」

　──そうか。そうやって美鈴川は、全部を自分のせいにしちゃうのか。

　頰の怪我は偶ぐう然ぜんだし、今さっきの怪我だって油断したボクの責任だし、何よりさっき言ったようにこの程度で済んだのは美鈴川のおかげなのに、それなのに───。

「……だったら、ここで諦あきらめて引き返すか？」

　囁ささやきかける。なるべく、怖がらせないような優しい声色で。そして、今度は抱だき寄せる。この世界で一番綺麗きれいな金色の頭を。甘あまくて、柔やわらかな感かん触しよくを胸の中に埋うめるように。震ふるえる背中を何度も撫なでながら、ボクはボクの無力っぷりに歯嚙がみするしかなかった。

　──結局。

　ボクが出来るのはこの程度だ。もっとスマートに、もっとドラスティックに、美鈴川のサポートが出来ると勝手に思い込んでいただけで、実際はかくの如ごとしだ。力になるどころか、却かえって苦しめているダケだ。全く、とんでもない勘かん違ちがい野や郎ろうなんだな、このボクは。

　でも───。

　そんなボクにでも、まだ出来ることが残っているのなら。

「引き返すなら……美み鈴すず川がわが本当にもう嫌いやなら、ボクが安全な場所まで運んであげる」

「───っ！」

　ボクの胸を握にぎる小さな指が、不意打ちされたようにギュッと結ばれた。

「引き返したって、誰にも非難なんてさせない」

　だって非難されるなら、むしろここに美鈴川を放り込んだ連中の方じゃないか。

　実力が伴ってないというのなら、それと知って管理人にした紅音あかねさんだ。実力不足を知りながら、結局は止めずにけし掛けた水みず落おちだ。そして──それを容認したこのボク自身だ。

　だけど───。

「………です」

　擦かすれるような声だった。

「そんなの……嫌です……っ」

　だけどハッキリと、ボクには聞こえた。

「こ……ここで引き返したって……何も……わたしには、何も………っ」

　引き返したって、その手の中には何も残らない。何も握れない。

　ああ、そうだ。そうだろうとも。仮にここまで来たちっぽけな達成感くらいはあったとしても、それが一体なんになる？




　そんなものは結局のところ、『後悔』にしかならないじゃないか───っ！




「うっ……ひっく……っ」

　垂れ下がった金色の前髪がみの内側から、ボロボロと流れ出る小さな滴しずく。

　嗚咽おえつを嚙かみ殺し、何かに耐えるように。

「望んでいる自分の姿に、少しでも近付きたいんだよな……？」

　コクリと、頷うなずく。

「だったら、迷うことなんてなんにもない」

　そうだ。これ以上、悩む必要なんてどこにある、

　指し摘てきなんかされなくたって、自分自身で気付いている。

　気付いているから本当に悔くやしいことなんだと、この子は誰よりも知っている。

「でも……」

　と、ボクを握る手から力が抜け──抜ける寸前に、もう一方の手で摑つかみ取る。小さくて、冷たい手だった。こんな手で、この子はボクを二度も助けてくれた。それなのにこの子は自分を責めようとしているんだ。自分がダメな子だったばっかりに、って。

　だから「でも」じゃない。「でも」なんかじゃない。

　そんな言葉は言わせない。言わせてたまるか。

　だってこの子は、まだちっとも折れてなんかいないんだから。

「小こ林ばやしくん……？」

「選ぶのは美み鈴すず川がわ、お前の自由だ。今までの自分のままでいくのか、それとも今からの自分をここで決めるのか。だけどこれだけは覚えておいてくれ。どっちを選んだって、ボクは美鈴川の傍そばに居るし、怖がったりもしないからな」

　ギュッと、美鈴川の手を握にぎる。

　こんなボクに出来ることなんて、たかが知れている。ましてや元の身体からだに戻った時は、せいぜい傍ぼう観かん者しやとして傍に居ることくらいしか出来ないだろう。だけど、美鈴川が望んでいるのがソレだというのなら、構うものか。不ふ釣つり合あいだろうが、住んでる世界が違ってようが、そんなのちっとも構うものか。美鈴川がソレを拒こばむまで、ボクはずっと──傍に居る。

　ボクは多分、いや間違いなく酷ひどいヤツだと思う。これからもきっと迷めい惑わくをかけたりイジワルしたり、色々と美鈴川を困らせるだろう。だけど困らせることで、嫌きらわれることで、少しでも美鈴川がいい方向に顔を向けてくれるなら。後で酷ひどい冗じよう談だんだと、互いに笑えるような存在になれたりしたら──それって面白いことだと思わないか？

「美鈴川───」

　握った手から、いつの間にか震ふるえが消えていた。

　氷みたいに硬く冷たかった指先に、柔やわらかな温かみが戻っていた。

　握ればおずおずと、握り返してくれた。

　青く澄すんだ宝石みたいな瞳ひとみが、直すぐ目の前にあった。

　交差する視線の中に、お互いの顔が映っていた。

　童顔だけど可愛かわいらしい顔が、小さな鼻が、そして桜さくら色の唇くちびるが。

　少しずつ、ボクに向かって重なるように。

「………」

　あ、あれ？　この体勢って、これじゃまるでボクと美鈴川が───。




　……あれ？




「あの[image: ～][image: ～][image: ～]。いい雰ふん囲い気きなところ申し訳ないッスけど[image: ～][image: ～][image: ～]」

「うおっ!?」「うひゃっ!?」

　唐とう突とつに降って湧わいた冷ややかな声に、ボクと美鈴川は同時に飛び跳はねた。

「つ、月つき宮みや!?　おおお前いつから──あ、いや最初からソコに居たんだっけか。そ、それはともかく違うからな。今のは何かの間違いで、そういうことじゃなくてデスネ!?」

　ああ、クソッ！　顔が熱くなって口調がしどろもどろになってきやがった。

「や、別になんでもいいんですけど、コッチの方がちょーっとヤバくなってきましたんで」

　なぬ？

　ボクは肩かた越ごしに月つき宮みやの背後の様子を見やり──絶句した。

　ふ、増えている!?　スライムの数が滅め茶ちや苦く茶ちや増えている!?

　月宮が調子に乗って暴れたせいか、それとも美み鈴すず川がわとの会話が長すぎたせいかはわからないけど、とにかく教室がスライムで一杯になっていた。

「……お前、月宮。ほんの一分前くらいまで、スライムが何匹びき来ようが敵てきじゃない云うん々ぬんって豪ごう語ごしてなかったか？」

「正確には三分二十七秒前ッスよ。どっちにしても、そんな過去の話を持ち出されても困るわけですよ。所しよ詮せん、アタシは平凡な監かん視し用ッスから」

「三分二十七秒前を過去とか言うな！」

　ああ、もうどうしてこんな展開ばっかりなんだよ。世の中うまく行かないように出来ているのは知っているけど、雪だるま式に状況が悪い方向へ膨ふくらみすぎだ！

　ズズズンッ……！

「きゃっ!?」

「って、今度はなんだ!?」

　頭上から響いた鈍にぶい音と共に教室が揺れ、倒れそうになった美鈴川を慌あわてて支える。

「多分、今のは静しず久くさんの魔ま法ほう。この上で静久さんが戦ってる……っ」

「上!?　この上って──もしかして屋上か!?」

「センパイ[image: ～][image: ～][image: ～]。今は屋上よりもコッチの教室の心配をして欲しいッス！」

　登場した時の颯さつ爽そうとした勢いはどこへやら。今じゃジリジリと後ずさる月宮の肩かたを、ボクはギュッと片手で摑つかんだ。

「センパイ……？」

　月宮の声に返事をせず、ボクはふぅっと小さな吐と息いきを散らした。

　どうすればいいのか、実はよくわからない。所しよ詮せん、こういう事態に対してボクは素人しろうとでしかないのだから。それを言いワケにするつもりはないけど、何が最善でどうすれば最良で、どの選択肢しがハッピーエンドに続いているのかも、ボクにはサッパリわからない。

　だけど一つだけ、こんなボクでもわかることがある。

　なぁ～に、別に簡単な話だよ。

　それは自分がこれからどうしたいのかっていう、ただソレだけのことだから。

「……まぁ、そういうワケで」

「な、何がッスかセンパイ？　なんですかその申しわけなさそうな目は!?」

「すまんっ！」

　一言。ボクは思いっきり、月宮の背中を突き飛ばした。

「ちょっ、センパイ───」

　それはエサに群がるニシキゴイの大群の如ごとく。

「後は任せた！　死なない程度に時間を稼かせげ！」

　群がるスライムとそれを蹴け散ちらす月つき宮みやを一いち瞥べつし、ボクは美み鈴すず川がわの腕うでを引っ張った。

　すまん、月宮。この埋うめ合わせは後できっとするからな！

「行くぞ、美鈴川！」

「はいっ！」

　走り出す。引っ張る腕に抵抗はなく、同じタイミングで走り出す。

　自分がやりたいこと。簡単だ。美鈴川の腕を引っ張る。なんでかって？　それはコイツの腕を引っ張ることが、たまらなく面白いからだ！

[image: ]

　廊ろう下かを疾しつ駆くし、階段を駆かけ上がりながら美鈴川を見やる。

　もっともらしい理由なら幾らでも思いつく。命の恩人だから。ボクを元の身体からだに戻してくれると約束したからとか、さくらちゃんと仲良くなりたい下心からとか。いつもどこか寂さびしそうでコンプレックスばっかり抱かかえている姿が危なっかしいからとか──他にも色々と。

　だけどもソレは、ただのキッカケ。

　本当はなんでそんなことをしたいのか、自分でもよくわからないままだけど───。

　それでも気に入ってしまった。目が離せなくなってしまった。引っ張れば引っ張るほど、無む茶ちやをやらかせば無茶をやらかすほどに、なんとか応こたえようとしてくれるこの金きん髪ぱつの見習い魔ま女じよと一緒にいる時間が、とても楽しいと思えるようになってしまったから。

　どこまで期き待たいに応こたえてくれるのだろうか。

　どこまで無む茶ちやを押し通せるのだろうか。

　限界の限界になんとか応えている内に、いつの間にか水みず落おちや紅音あかねさんを超える魔ま女じよになったりしたら──それはどんなに痛快なことだろう。その手助けにボクがなれるのなら、とことん付き合うダケの価値はある……っ！

　そうだ。だから少しくらい胸が苦しくったって───。

「小こ林ばやしくん……!?」

「くっ……」

　三階から四階へ、一気に翔かける。

　そこにも無数のスライムが赤色化して待ち構えていた。だが、そもそもコッチには中央を強行突破する以外に選択肢しなんて初めからない。上から横から足元から飛び掛かってくるスライムを腕うでで払はらい、殴なぐり、叩たたき落とす。数の多さに何発か腹や肩かたに攻こう撃げきが入って、不ぶ気き味みな骨の軋きしみと激痛が視界を霞かすませたけれど、美み鈴すず川がわには一発たりとも触ふれさせない！

「お前らそこをどけぇぇぇっっ！！！」

　裂れつ帛ぱくの声を階段に木霊こだまさせながら、怒ど濤とうの突とつ撃げき。

　幸いにして屋上に通じる鉄の扉とびらは開いていた。立ち入り禁止のその場所へ。

「美鈴川、覚かく悟ごは!?」

「平気ですっ」

　上等！

　最後の踊おどり場ばを蹴けって、ボクは美鈴川と一緒に屋上へ駆かけ抜けた。
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　視界に飛び込む白い光と、空。

　青く眩まぶしい清せい涼りような空の下に、醜しゆう悪あくな魔ま物ものが群をなして水の魔女に襲おそい掛かっていた。

「エステル!?」

　見開いた水の魔女の瞳ひとみに黄おう金ごんの光が瞬またたいた。

　屋上に満ちていた瘴しよう気きを一いつ瞬しゆんで蹴け散ちらし、大気そのものすらを塗り潰つぶすように、美鈴川の手にしたグローリーの光が何もかもを遍あまねく照らす。それは太陽から噴ふき上がるコロナにも似た炎ほのおの束たばとなって、埋うめ尽くすスライムを瞬く間に薙なぎ払はらった。

「なっ───!?」

　絶句する水落の眼前で、炎に触ふれたスライムの身体からだがゴウゥと爆はぜた。

　小さな爆ばく発はつは数珠じゆずと繫つながった爆ばく竹ちくのように伝でん播ぱし、光と爆発が視界を覆おおう。

　つまり、一いち撃げきで───。

「全滅って──まさか!?」

　水みず落おちの驚きよう嘆たんは、そのままボクの驚嘆だった。

　まさか美み鈴すず川がわがココまで凄すごいなんて……！　しかも、渦うず巻まく炎ほのおは新あら手てのスライムを砕くだきながら、同時にその圧倒的な熱量で校こう舎しやのコンクリートすらも発はつ泡ぽうスチロールのように無残に砕き、溶とかし、むき出した鉄骨を水みず飴あめのようにへし曲げていた。

「ちょっとエステル！　アナタ少しくらい威力を加減しなさい！」

　我に返った水落の声は、引っくり返る寸前だった。

「そ、そんなことを言われても無理です！」

　とか言ってる間にも、今度は給水塔とうが派手に吹き飛んだ。

《大変ですマスター！　エステルさんは火力調整も消費魔ま力りよくの調整も、何もかもをデタラメなまま発現させた炎を最大放出で振り回しているダケです！》

　え？　そうなの？

　つまりコレって、駄だ々だっ子こパンチの延長線上みたいなものなの？？？

「って、なんで小こ林ばやしくんまで一緒になって驚いた顔をしているのよ！」

　ガッと襟えり首くびに伸びた水落の手が、ボクの首をガクガクと揺らした。

「さぁ、今直すぐ納得いくように説明しなさい！　もしくは今直ぐ止やめさせなさい！」

「く、苦しい！　苦しいから首をガクガクしないで下さいいやマジで！」

　危うく窒ちつ息そくする寸前で、ボクは水落の手を引き剝はがした。ったく、冗じよう談だんじゃない。危うく一週間の間に二回も死ぬという珍ちん記録を達成しちまうところだった。

「とにかく！　今直ぐエステルの魔ま法ほうを止めさせない！」

「んなことを言われても──どうやって！」

「そんなの自分で考えなさい！　後ろから抱だきつくなり押し倒すなりスカートを捲めくるなりなんでもいいから、とにかくエステルを止めるのよ！」

　え、いいの!?　──じゃなかった、そんなことできるかぁ！

《いいえエステルさま。止める必要なんてありません》

　ボクの身体からだから抜け出したさくらちゃんが水落の言葉を遮さえぎった。

《持てる力の全すべてを吐はき出せばいいのです。大だい丈じよう夫ぶ。ご自分を信じて下さい》

「う、うん！　──って、さくらぁ!?　わ、わわわっっっ！」

　振り返った美鈴川が、突然素すっ頓とん狂きような声を出してわたわたわたわた。

《あの、もしかして水落さまに正体を知られてしまうことを慌あわてているのでは……？》

「あっ……」

　ポンと、手を打つ。

「悪い、美鈴川。とっくにバレてた」

「バレ──な、なんで!?」

「いや、なんでって言われても、バレていたものはバレていたとしか……」

《エステルさま。それよりも今は目の前の敵てきに集中を───！》

「へっ!?　で、でも──ああ、もう！　帰ったらしっかり説明してもらいますからね！」

　半なかばやけくそ気味に美み鈴すず川がわは言い切って、振り返りざまに床ゆかを蹴ける。

　前へと飛び出す。

　ほんの五歩か、六歩。

　ほんの数メートル。

　だけど自らの意思で前に──前に。

　噴ふき出す炎ほのおは十メートルを超える巨大な火柱となって天から地へと、次々と現れるスライムを吞のみ尽くす黄おう金ごんの瀑布たきとなって新たな小爆発を無数に奔はしらせる。

　──そうだ。遠えん慮りよすることなんてどこにもない。

　いつも誰かの後ろに隠かくれたがっていた美鈴川が、今は一番前に居る。

　それが──全すべてじゃないか！

「やってやれ美鈴川！　思いっきり全力で！　何もかもをぶっ飛ばせ！」

　美鈴川は一度だけコッチを振り返った。

「──はいっ！」

　一いつ拍ぱくの間を置いて、凜りんとした声が耳に響く。

　吹きぬける風に金色の髪かみを大きく揺らし、その髪と同じ輝きの炎を縦じゆう横おうに奔らせる。

　それはボクが知る限り、この世で最も美しい炎の舞だった。闇やみを引き裂さき、夜をも塗り潰つぶすだろう圧倒的な火力。怯おびえることを止やめた美鈴川の炎は、水みず落おちの洗練された魔ま法ほうとは真ま逆ぎやくの強引な力圧おしそものだ。だが、だからこそ、その炎の破壊力は絶大無比！

《──!?　ダメですエステルさん！　一いつ旦たん戻って下さい！》

　突然、心雨こさめちゃんが我に返ったように叫んだ。

　何が──と、思った瞬しゆん間かん、金の炎を紅あかい槍やりが貫いて、美鈴川へと真まっ直すぐに伸びる。

「ひゃっ───」

　ギィィィンッッ───！

　振り下ろしたグローリーが槍と嚙かみ合い、甲かん高だかい音を響かせ鉾ほこ先さきが弾はじけた。だけどアレは偶ぐう然ぜんだ。運動音おん痴ちの美鈴川に、そんな反射神経があるはずがない！

　軌き道どうを逸それた槍は屋上のフェンスに激突し、耳障ざわりな金属音が鼓こ膜まくを叩たたく。

　グニャリと、フェンスがゴムのように大きく凹くぼんだ。もちろんフェンスは鉄製で、人が蹴けったり殴なぐったりする程度じゃあんな風には曲がらない。しかもあろうことかフェンスをひしゃげさせた槍は今度はしなやかな鞭むちのようにたわみ、貫いた炎の中に舞い戻ったのだ。

《また来ます！》

「させるものですか！　クリスタルバレット！」

　再び炎ほのおを貫いた槍やりに目掛けて水みず落おちが無数の水すい弾だんを叩たたき込む。

　が、一発も当らない。

「ちっ、疾はやい！」

　鋭い舌した打うちに苦々しい声が被かぶさる。

　水弾を搔かい潜くぐるように加速した槍は寸前で頭を下げた美み鈴すず川がわの頭とう髪はつを虚こ空くうに散らし、今度は直すぐに鉾ほこ先さきを向き直した。その動きはまるで生き物みたいな──ってか、どこかで見たことないか、あの奇き妙みような槍を？？？

《いけませんリョーヘイさま！　エステルさまは攻こう撃げき中に防ぼう禦ぎよの魔ま法ほうを、まだ！》

「っ──!?」

　そ、そうだった！

　幾つも在ある美鈴川の重大な弱点の一つ──攻撃と防禦の魔法を同時に構築できないのは、自信や意思云うん々ぬんとは関係のない純粋な技術的問題だ。である以上、決意が固まったくらいでどうなるものじゃないのだ。

　そしてまさに美鈴川は攻撃用の魔法を操あやつっている最中。

　防ぐ魔法を使えるはずもなく、その身体からだは全くの無防備。

「世話が焼けるわね──心雨こさめ！」

《有視界照しよう準じゆん補正、自動追尾プログラムＡ＋。今度は当てます！》

　水落の構えたミクマリから複数の水弾が高速で射出され、ボクも同時に足場を蹴けった。

　低く、疾しつ駆くする。

　心雨ちゃんのサポートを受けた水弾は、今度は標ひよう的てきを外さなかった。高圧高速の水すい刃じんは鋼鉄すら破断するというけど、それと同じ原理なのだろう。駆かけ抜ける水の魔ま弾だんは寸分違たがわず槍の横腹に着弾し、ズタボロに引き裂さき、叩たたき折る。

　ボクは飛び上がり、千ち切ぎれた槍を空中で蹴け飛とばした。

　ズシリと意外なほど重い感かん触しよくを残し、槍はコンクリートの上に転がって───。

「うげっ……」

　ビチャビチャと体液みたいなものを撒まき散らして暴れ始めた。

　グ、グロイ。

　まるでトカゲの尻尾しつぽ。尻尾というか、もしかして触しよく手しゆ──触手っ!?

「って、まさかアレって!?」

　道理で見覚えがあるワケだ。いや、見忘れるわけがないじゃないか。

《あれはまさか、あの時のスライム……！》

　珍しくさくらちゃんまで目を丸くしてソイツを見やる。

　炎の壁の向こう側。

　アレだけの数のスライムを焼き尽くした美み鈴すず川がわの炎ほのおを浴びながら、尚なおも平然と屋上に鎮ちん座ざするクマほどもある巨大な球体。宝石よりも紅あかい輝きを放ち、ソイツは千ち切ぎれた触しよく手しゆをジュルジュルと体内に収納した。

「二人とも気を付けて。こんなスライムは初めてみたわ。そこらへんのザコなんかとは遙はるかにレベルが違う、高ランクの──まさにコロニーの女王の格だわ」

　歯は軋ぎしりしながら水みず落おちは苦り切った声を漏もらした。

　レベルが違う？　高ランク？　女王の格？

「おまけにスライムのクセにやたら硬くて、アタシの攻こう撃げきが通じないのよ……っ！」

「ス、スライムのクセにやたら硬いだって!?」

　その言葉に背中が戦慄おののいた。

「まさかコイツが一匹ぴき斃たおせばレベルが上がるという、あの伝説のメタル───」

「はい、ソコ黙だまる。そっから先は禁止。ついでに言えばはぐれでもないし、直すぐに逃げたりするようなレアなモンスターじゃないから──って、何を残念そうな顔してんのよ」

　いや、残念とかじゃなくて……でも、そうか。

　美鈴川が敗れたのはスライムより弱かったからじゃない。相手のスライムが強すぎたってダケで、現に水落だって苦戦しているじゃないか。そんなスライムを相手に、今は正面にたった一人で向き合う美鈴川の姿こそボクは頼もしいと───。

「………」




　正面に、たった一人で？




「──って、いくらなんでもソレは無む茶ちやだろ!?」

　叫んだ声を遮さえぎるように、スライムの身体からだから再び触手が伸びた。

　一本じゃない。いきなり、同時に、四本も！

「まずい！　援護するわよ心雨こさめ！　サポート急いで！」

《了解！》

　水落の構えたミクマリの表面、象ぞう牙げのような滑なめらかな光こう沢たくの内側から電子回路にも似た紋もん章しようが無数に浮かんだ。その上を濡ぬれたように光る蒼あおい輝き点てんが縦じゆう横おうに奔はしる。

「逆さか巻まけ硬水───」

《アクエリアスの楯たて！》

　そして水の渦うずがスクリーンとなって美鈴川の周囲を覆おおった。

　それはまさに水の防壁。水の御み楯たて。その圧倒的な水量を前にして、スライムの触手は敢あえなく弾はじき返される。それでも少なからずの水を削けずり取り、スライムの攻こう撃げき力が尋じん常じようなレベルでないことを窺うかがわせた。

「胸に風穴が開くわけだ……」

　むしろ、その程度の損傷で済んだのが奇き跡せきだったのかもしれない。下手へたすりゃ身体からだが上半身と下半身に分断されていた可能性だってあったわけだ。少なくとも今の一いち撃げき、布の服しか装備してないレベル１の勇者が耐え切れるものじゃないだろう。

　触しよく手しゆを弾はじいた水の防壁が姿を消すと、ボクと水みず落おちは同時に美み鈴すず川がわの元へと駆かけ出した。

「大だい丈じよう夫ぶか美鈴川!?」

「は、はいっ」

　肩かたを大きく上下に揺らして、美鈴川が振り向いた。

　スゴイ汗あせだ。強力な魔ま法ほうを使えばそれだけ消しよう耗もうも激しいってことか。額ひたいにベッタリと前髪がみを貼はり付けて、絶たえ絶だえの息で──だけどアイスブルーの瞳ひとみに怯ひるんだ様子は微塵みじんもない。

　だからだろうか。水落の目がフッと細く微笑ほほえんだ。

「いい面つら構がまえじゃない、エステル」

「静しず久くさん……？」

「残念だけどアタシの攻こう撃げきじゃアイツには通用しないわ。元よりスライム相手に水系は相あい性しようが悪すぎる。だから代わりにアナタが火か炎えん系の魔法を叩たたき込みなさい」

「えっ……」

　驚きの声を漏もらしたのは、ボクだった。

「援護と防ぼう禦ぎよはコッチに任せて。アナタはありったけの攻撃を、それも一極集中型のドデカイ一発をあのナマイキな紅あかいゼリーに叩たたき込んでやりなさい！」

　ビシリと水落はスライムを指差して。

「頼んだわよエステル。アナタの攻撃魔法だけが頼りなんだから」

「───!?」

　美鈴川は即そう答とうしなかった。

　ただパチクリと大きな瞳ひとみを丸くして、どう反応すればいいのかわからないといった顔をボクに向けるのが精一杯だった。

　ボクは苦笑を浮かべた。

　命令でも一いつ喝かつでもなく頼んだと、頼りなんだと。

　たったそれだけのことが、しかしどれほど大きな意味を持っているのか、美鈴川の丸く見開かれた瞳を見れば容よう易いに想像することができた。今の今まで自分自身に魔ま女じよとしての自信を持てなかった美鈴川が、あの水落に頼りにされたんだから。

「やってやれよ美鈴川」

　なら、ボクからの言葉なんてコレしかないじゃないか。

「さっきも言っただろ。見せ付けてやれ、って」

「──はい！」

　頷うなずき、美み鈴すず川がわはグローリーを構え直し、少しよろめきながら立ち上がった。

　握にぎった両手から魔ま力りよくを注そそぎ込んでいるのだろうか、杖つえ代がわりに立たせた荘そう厳ごんな錫しやく杖じようは仄ほのかな黄おう金ごんの光に輝き、熱を帯びた風が美鈴川の足元を中心にして静かに渦うずを巻き始める。

　汗あせだくになった小さな身体からだの、一体どこにそんな力が残されているのだろう。

　間近に立つボクの肌はだを、ビリビリとした力の波動が小刻みに震ふるわせた。

　──詠えい唱しように入った。

　可憐かれんな唇くちびるから言葉こそ漏もれはしなかったが、理屈ではなくボクはソレを悟さとった。

　だが、それは間違いなくスライムにも伝わったのだろう。美鈴川の行動の意味が。今、この屋上で誰がもっとも危険で、誰がこの場所を支配する存在なのか──もしくは、自らを滅する脅きよう威いが美鈴川と水みず落おちのどちらであるのかを。

　ゼリー状の表面が震ふるえ、触しよく手しゆが飛び出した。

　一本ではない。四本でもない。

　両手の指を軽く超え両足の指を使ってもまだ足りない、咄嗟とつさに数えることが不可能な数の触手が、花弁を開いた真まっ赤かな彼ひ岸がん花ばなの如ごとくコチラに向かって一いつ斉せいに迫った。

《ちょ──数が多すぎますよぉ[image: ～][image: ～][image: ～]!?》

「泣き事言ってるヒマがあるならサポートをしなさい！　あんなブヨブヨしたヤツと触手プレイをしたくなかったらね！」

　迫せまり来る無数の触手に、水のスクリーンが前面を覆おおう。全面ではない理由は次の瞬しゆん間かん、鼓こ膜まくを搔かき鳴らす轟ごう音おんと共に理解した。

　ズガガガガガガッガガガガッッッッッッ─────！！！！！

　重機がアスファルトを砕くだくが如ごとく。

　少なくとも水に何かがぶつかる音とは思えないような轟音だった。

　見れば分厚い水の壁に無数の触手が孔あなを穿うがつように突き刺ささり、ジリジリと押し込んできていた。防ぼう禦ぎよ壁へきを全方位に展開しなかったのはこのためだ。防禦を薄うすくして万まん遍べんなく広げてしまったら、きっとパイルバンカーの如き触手の弾だん雨うを堰せき止められなかったのだ。

「くっ……なんつーバカ力なのよ、スライムのクセにっっっ」

《ダメです！　このままじゃ後二十二秒しか障しよう壁へきを維持できません！》

「聞いての通りよエステル！　凌りよう辱じよく系エロゲのヒロインデビューしたくなかったら、残り二十秒でなんとかしなさい！」

「わ、わかってますけどもう少し───！」

　と、既すでに一杯一杯の二人と使い魔フアミリアを嘲あざ笑わらうように、スライムが新あらたな触手を体内から射出した。それも頭の天てつ辺ぺんから四本。流石さすがに本数的にはそれが限界だったらしいが、しかし垂直に伸び上がった触手が何を狙ねらってその方向に向けられたのかは明白だった。

《ダメです！　障壁の限界高度を突破されました！》

　心雨こさめちゃんが悲鳴を上げた。

　振り仰あおげば上空、遮さえぎるもののない無防備な空に紅あかい槍やりが四本。

「ちょっと！　こっちには垂直Ｖ発射Ｌ装置Ｓなんてないんだから！　そんなに触しよく手しゆプレイがしたいかこの絶ぜつ倫りんスライム！」

　言いながら水みず落おちは右腕うでをミクマリから放し、虚こ空くうに素早く指先を奔はしらせた。精密機械のような正確さで蒼あおく輝く幾何学的模様を虚空に刻み、最後に空を睨にらんで半円を描く。

「いっけぇぇぇぇっっっ─────！」

　指先から三日月状の水が放たれた。太刀たちのように薄うすく鋭く、ブーメランのように回転しながら飛ひ翔しようして迫り来る触手を迎え撃うつ。

　切断音が連続して響いた。ただし、三つ。

「外した!?」

　残った一本は既すでに垂直に降下して美み鈴すず川がわへと降り注そそぐ。

《リョーヘイさま！》

「わかってる！」

　反射的にボクは足元を蹴けった。

　刹那せつな、ズクンと不ぶ気き味みな痛みが胸に奔はしった。

　多分、この身体からだに流れている本来の、血。人間だったボクには馴な染じみのない血が暴れ、常人とはかけ離れた身体能力を提供してくれる──多分、これはその代だい償しようだ。そんな力まで総動員させて足場を蹴り付け、ボクは水のスクリーンを駆かけ上がる。どうすればいいのかなんて頭ではわからなかったけど、これもまた血が教えてくれたような気がした。

　真上に、遮しや二に無む二にに、翔かけろと。

　視界がその時、歪ゆがんだ。

　胸の深い部分で、人間としての本能がけたたましく警けい鐘しようを鳴らす。

　けれど、ボクは翔ける足を止めなかった。

　降り注ぐ槍と垂直にすれ違う間ま際ぎわ、渾こん身しんの力で身体を捻ひねる。ペリペリと何かが剝はがれて行く感覚の中で、ボクは半はん弧こを描いた足の踵かかとで思いっ切り槍の鉾ほこ先さきを蹴り付けた。

　──ザマァーミロ！

　心の中で上げた喝かつ采さいは、しかし次の瞬しゆん間かんには凍こおり付いた。

　霞かすんだ視界の先で、鉾先を狂わせたハズの槍は器用に縦たて方向へ宙ちゆう返りをすると再び美鈴川への直ちよく撃げきコースを描いたのだ。

　ドクンと一ひと際きわ大きく心臓が鳴った。

　或いは、これが最後の警告だったのかもしれない。




　だけど、それでも───。

　ボクが、逃げたら───。




　その想いだけが、ボクを突き動かした。

《リョーヘイさま───！》

　悲鳴にも似た声を遮さえぎり、逆さか落おとしに屋上に着地した瞬しゆん間かん、靴くつ底ぞこがコンクリートに沈んだ。

　わかっている。

　きっと、多分───。

　踏み込んだ靴底が剝はがれる瞬間、自分に何が起こるのか。

　予よ兆ちようが告げ、直感が告げ、冷えるような胸の痛みが真実を告げている。

　それでも、ここで足を止めるなんて、そんなのは──ウソだ！

「美み鈴すず川がわぁぁぁっっ───！」

　叫び、沈んだ靴底と膝ひざを全力で反発させて、ボクは──翔とんだ。

　激痛が奔はしった。息が詰まり、心臓が止まり、凍こごえるような痛みと胸から何かが抜け落ちてゆくような感覚の中で、ボクは動けないままでいる美鈴川の身体からだを搔かっ攫さらった。

　背後からは僅わずかに遅れて尖せん塔とうのごとき触しよく手しゆの影。

　しつこい！

　舌した打うちし、正面を睨にらむ。

　足場がない。

　そこは屋上の端はし。

　フェンスすらない。

　そんなものはとっくの昔に吹き飛んでしまっている。

　けれども止まれない。今、止まってしまったら串くし刺ざしの運命が待ち受けているダケだ。

　だったらどうする!?　だったら──だったら───。

「っ──!?」

　刹那せつな、屋上の上に無む造ぞう作さに転がっている巨大な鉄てつ屑くずが視界を掠かすめた。

　それは即座に美鈴川の眼まな差ざしへと結びつく。

　覚かく悟ごは、その瞬間に決まった。

「バカ！　ソッチは───!?」

　引き止める水みず落おちの声を振り切って、ボクは校こう舎しやから空へと美鈴川を抱かかえたまま───。




　　　チリン───。




　それはささやかな、けれども心強い鈴の音ね色いろだった。

　美鈴川とさくらちゃんとを結び、ボクと美鈴川をも結んでくれた『絆きずな』の福ふく音いん。

　そしてボクは身体からだが落下するよりも先に新たな足場を──『絆きずな』の音ね色いろに引き寄せられた給水塔とうの天てつ辺ぺんを、思いっきり蹴けり付ける。

　ガンッ！

　三角飛び。

　遅れて衝しよう撃げき波はが輪となって飛び散り、さらに遅れて追ってきた触しよく手しゆが給水塔を貫く。

「……やっちまえ、美み鈴すず川がわ」

　校こう舎しや側へと落下しながら、空中で囁ささやく。

「あの出来ソコないのイチゴゼリーに、キツイ一発を叩たたき込んでやれっっっ！」

「はいっ！」

　キッと、アイスブルーの双そう眸ぼうが凜り々りしく輝く。

　グローリーの先せん端たんがスライムへと向いた。

　直後、迸ほとばしったのは眩まばゆい光。

　凝ぎよう縮しゆくしすぎて物質化したような、黄おう金ごんの柱と見み間ま違ごうばかりの炎ほのおの束たばがスライムの中心へと真まっ直すぐに吸い込まれ──網もう膜まくが塗り潰つぶされるほどの閃せん光こうが世界を包んだ。

　それはコンマ数秒だったけど、直後に轟ごう爆ばくが全身を揺さぶった。

　熱風と轟音。

　空間そのものが振動するような威力の炎に、スライムは跡あと形かたも残らずに消滅した。




　　　　　　　　　　　　　　６




「……ちょ、ちょっとやり過ぎちゃった………かも？」

　ポツリと、屋上に着地したボクの腕うでの中で、乾かわいた呟つぶやきが風に揺れた。

　ちょっと……か、これ？

　なんか屋上にあった構造物が、色々と吹き飛んでしまっているんですけど。

　ペタンと尻しりもちをついて──いや、尻もちっていうか完全に腰こしが抜けてしまって、ボクは目の前の惨さん状じようにただただポカンと口を開けるしかなかった。もう指一本だって動かない。ぐったりと、脱力した身体を支えていられるのが、むしろ奇き跡せきと思えるくらいだ。

「あのね……アナタたち………」

　ツカツカと制服のアチコチをボロボロに焦こがした水みず落おちが、コッチにやって来て。




　ゴツン、ゴツン───！




「ひゃう！」「いでっ！」

　ゲンコツが二つ、立て続けにボクと美鈴川の上に落ちてきた。

「アナタたちねぇ？　誰がここまでやれって言った？　ええっ？　誰が・こ・こ・ま・で・やれ・と・い・い・ま・し・た・か？」

　ゴンゴンゴンゴンゴン！

「痛い痛い痛い痛い[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っっっ！」

「うるさい！　っていうか、アタシまで一緒に吹き飛ばす気だったの!?」

《ひどいですよ二人ともぉ！　さすがに今のはもうダメかと思いましたよぉ[image: ～][image: ～][image: ～]！》

「ふ、不可抗力……だもん」

「不可抗力で学校の一部を吹き飛ばすな！　どうやっていいワケするのよコレ!?」

　どうやって……どうにもならんだろ、コレ。

「ま、大だい丈じよう夫ぶだよ、きっと。仮に本当のことを話したところで、バカバカしすぎてどうせ誰も信じないって」

「それはそうでしょうけど───」

「いっそ米軍が間違って爆ばく弾だんを落としていきました──って言った方が、むしろ信じてもらえるくらいの惨さん状じようだし。ははは──（ゴツン）イデっ」

「笑いごとじゃないわよ、全く」

　ぶぅ、っと水みず落おちの口からため息がこぼれ、場の空気が一いつ瞬しゆんにして弛ゆるんだ。

　──ああ、そうか。やっと終わったんだ。

　ようやく、ボクはソレを実感した。

　終わった。終わったんだ。なんか唐とう突とつに始まった今朝けさからのドタバタが──いや、始まったのは今朝じゃなくて一昨日おとといの夜、もしくは四日目の夜だったか。

　ともあれ───。

「よく頑がん張ばったな、美み鈴すず川がわ」

　ポンと、動かないと思っていた右手が唐突に美鈴川の金きん髪ぱつを撫なでた。

「わ、わわっ……」

　美鈴川はビックリしたように首を竦すくめたが、ビックリしたのはコッチも同じだ。

　なんで、動いた？　動くワケがないハズなのに？

（リョーヘイさま……）

　心の中で首を捻ひねったボクの思考に、さくらちゃんの声が気づかうように掠かすめた。

　なるほど、そういうことか。

　納得し、ボクは苦笑を浮かべた。ありがたいことに、まだ首から上ダケはボクの意思で動いてくれるらしい。

「小こ林ばやしくん……？」

「本当に、よく頑張ったな、美鈴川……」

　手が、ふわふわの金髪を撫でる。

　差し込む太陽を反射する髪かみが、ハチミツみたいに綺麗きれいな光こう沢たくを滑すべらせる。

　もったいない──いや、この場合は残念か。こんなにも間近で触ふれているこの感かん触しよくを、ボク自身は感じることが出来ないなんて───。

「……え？　あ、あれ……？」

　と、不意に美み鈴すず川がわの瞳ひとみがパチクリとボクを見上げて。

「どうして……さくら？」

　ピタリと、さくらちゃんの手が止まった。

「やっぱりボクとさくらちゃんとじゃ髪の撫なで方が全然違ったか……。ったく、騙だまし通せるとは思ってなかったけど、妙みようなところで勘かんがいいんだな」

「ど、どういうこと……どういうことですか!?　なんでさくらが元の身体からだに戻って──こ、小こ林ばやしくん、あなたまさかっ!?」

「悪い、美鈴川……多分、そのまさか、だ」

　もう一度、苦笑を浮かべようとして──それすらボクには出来なくなっていた。

「どうして!?　なんでそんな無む茶ちやをしたんですか！　──ああ、そんなことよりもジッとして下さい！　なんとかしますから、なんとか───」

　慌あわててグローリーを握にぎり直そうとした美鈴川の手を、さくらちゃんの手がそっと摑つかんだ。

　そして、ゆっくりと首を横に振る。

「そ、そんな───」

　慌てて美鈴川が背後の水みず落おちへと顔を上げる。

「……悪いけど、こればっかりはアタシにはどうすることもできないわ」

《申しわけありません……》

　二人の言葉に美鈴川の顔から血の気が引いてゆく。

　その姿を、ボクは掠かすれた視界で申し訳なく見つめた。

　無理を、しすぎた。

　結論付けるなら、多分、そういうことだ。さくらちゃんから剝はく離りに対する警告をされて、身体だって何度も何度も悲鳴にも似た軋きしみを叫んで……。それでも無茶を選んだのは他の誰でもなく、結局のところ自分だ。そして多分、奇き跡せきを起こすためにはそれなりの対価が必要だったのだろう。ハハハ……世の中はやっぱり、上手うまく出来ているもんなんだなぁー。

　だけども奇跡は一度だけ。

　二度目はない。だから、奇跡。

　むしろ一度目の奇跡を摑めたダケでも、おつりが出るくらい幸運なことだから。

「でも……よ…よかった」

　なんだろう。喋しやべるのも段々と億おつ劫くうになってきた。

「なっ……何が良かったんですかっ!?　何も良くなんてないです、こんなっ──！」

　いいや──在あるんだ。少なくともボクの中には。

　美み鈴すず川がわにケガがなくて良かった。

　美鈴川の凄すごい力を間近でみることが出来て、良かった。

　美鈴川が殻からを破る手伝いにほんのちょっとでも力になれて──本当に、良かった。

　こうなることがわかっていても、やっぱりボクは美鈴川を助けて正解だったと。

　何よりも───。

「楽し……かった、から……」

　本当に、心から。

　四日前の、あの夜の死から、今の今まで───。

　一緒にいるのが本当に楽しかった。打てば響く鐘かねの音のように、ボクのいい加減なアクションに、いちいち必死になってリアクションを返してくれるのが楽しかった。無理を言っているはずなのに、それに応こたえてくれる美鈴川を視みているのが、何よりも楽しかった。

　楽しいと──本気で思えてしまった。

「楽しかったって……そんなのって………」

　声が震ふるえていた。

　でも、それすら段々とわからなくなってゆく。

　声が、届かなくなってゆく。

　これが消えるということなのか───？

　消えてなくなるということなのだろうか───？

「嫌いやだ……小こ林ばやしくん……消えちゃうなんて…嫌………」

　大だい丈じよう夫ぶだ。ボクが消えたって、さくらちゃんは残る。

　それに水みず落おちだって残る。これからはもっと美鈴川の友達でいてくれる。

　冷たくなってゆく。身体からだが、奥底から。希き薄はくになっていく感覚に恐怖は、ある。だけど、それを上回るくらいに美鈴川と一緒に居られた四日間は、とんでもなく楽しかった。色々と大変な目にも遭あったけど、それを含めて──全部。

「ずっと一緒だって言ってくれたじゃないですか！　引っ張ってくれるって約束したじゃないですか！　責任を取って下さい！　わたしきっと、小林くんが居なくなってしまったら、また元のダメなわたしに戻ってしまいます！　だから──だからっ！」

　大丈夫。

　元になんて、戻らない。

　本気になった美鈴川は、水落よりもずっと凄すごいんだから。

「小林くん!?　聞こえているんですか、コバ───」

　だから──だからそんな顔をしなくても────。

「リョーヘイくん！」

[image: ]

　遠ざかってゆく美み鈴すず川がわの最後の声に、ボクは小さな笑みを唇くちびるで象かたどった。

　いや、象ったと思っただけで、唇は一ミリだって動いてないのかもしれないけれど。

　だけど──嬉うれしかった。

　霞かすんでいた世界はやがて冷たい暗くら闇やみにとって代わって、何もかもが希き薄はくになってゆくのを感じながら、ボクが最後に脳のう裏りに描いたのは美鈴川が最後に放った黄おう金ごんの炎ほのお。




（アレは、本当に綺麗きれいだったなぁ……）




　世界で一番美しい炎の光を思い出しながら、ボクは──。













　　　エピローグ







　泣き声が聴こえた───。

　知っている女の子の声───。




　それから思い出すのは、奇き妙みような夢───。

　クラスで一番目立つ金色の髪かみをした、けれどもクラスで一番地味な女の子の物語。

　女の子の正体は、実は魔ま女じよでした。

　──なんて、荒こう唐とう無む稽けいな夢。

　夢の最後はボクが死んでしまって、めでたしめでたし。




　………。




　って、全然めでたくねぇー！




　アホらし。いい加減。起きよう……。

　今日も今日とて学校で、さっさと起きて久しぶりに朝めしの準備を───。

「………」

　あ、あれ？　身体からだが動かない……？

　頭では命令しているのに、身体は頑かたくなにボクの意思を拒こばんだ。

　くそ、なんでこんなに身体が──イテ、イテテテッ！

　身体を持ち上げようとした瞬しゆん間かん、とんでもない痛みが全身に奔はしった。

　同時にギシリと、悲鳴みたいに軋きしむ身体。な、なんだこれは？　身体がちっとも言うことを聞いてくれない!?　全身の筋きん肉にくという筋肉がコチコチに固まってしまったみ──って、ちょっと待てよ。コレと同じような経験をしてないか？　それもごくごく最近───。

　……ごくごく最近？

「──ちょ!?」

　再び身体を持ち上げようとして──以下略りやく。

　ぜぇ、はぁ、ぜぇ、はぁ、無む駄だに体力を消しよう耗もうした末にやっと訪れた痛みの静せい寂じやく。

「何……やっているんですか………」

　不意に呆あきれたような声が頭に響いた。

　首を動かす。

　霞かすんだ視界のその先に、金きん髪ぱつの女の子が立っていた。

「本当に……何を、やっているんですか………っ！」

　目を赤く腫はらした、美み鈴すず川がわエステルが。

　じゃあ、アレは夢じゃなくて本当のことで──と、いうか。

「ボクは……生きている……のか？」

　甦よみがえる記き憶おく。力が──生命いのちが抜け落ちてゆく冷たい感覚。

　なのに今はどんよりと疼うずく鈍にぶい痛み。頭と、胸と、背中と、他にも色々な場所が。心臓の鼓こ動どうに合わせるようにズキン、ズキンと。

「なんで生きて───っ」

　痛い──特に頭痛が酷ひどい。目眩めまいもするし、吐はき気もワリと……。でも、それは即ち生きている証しよう拠ことは言えるんだけど、流石さすがにコレを有あり難がたいとは思えない。

「なんでって……っ」

　と、そこへ美鈴川の上うわ擦ずった声が頭ず蓋がい骨こつの内側に響き、ボクは顔をしかめた。

「なんでって……なんでって……うっ……ひっく…」

　声は、やがて嗚咽おえつに変わっていった。

　俯うつむいた頰ほおに涙なみだこそ流れてはいなかったけれど、小さな拳こぶしをキュッと握にぎって。

「わ、わたしがどんなに…し、心配……したって…………」

「あ、いや、それはなんていうか……。で、でも、アレは仕方がなかたっていうか、アレしかないっていうか、ほ、他にいい方法も思いつかなかったし……」

「そういうことを言ってるんじゃなくて───っ」

　美鈴川にしては珍めずらしい鋭い声がキンと響き、ボクはもう一度顔をしかめた。

「怖かったんですから！　本当に怖かったんですからっ！　なんでわたしの前で二回も死んじゃおうとするんですか！　なんでわたしの前から二回も消えようとしたんですか！」

「や、だから、それは───」

「ダメなんですからっ！　リョーヘイくんが居なくなったら、ダメなんですからっ！」

　肩かたを震ふるわせ、折せつ角かくの可愛かわいい顔をくしゃくしゃにして。

「絶対に、ダメなんですか……ひっく………えぐっ……」

「ああ、ちょい待ち。頼むから泣くのは──イタタッ！」

　思わず身体からだを起こそうとして、またしても全身に激痛が奔はしった。

　ク、クソッ。せめて身体を起こすことができれば、頭を撫なでるとか背中を撫でるとか他にも抱だきしめてあげる──いやいや最後のはマズイかもだが、取りあえずなんらかの形で慰なぐさめることもできるハズなんだけど、この状態ではそれすら叶かなわない。

「ぐす……ぐす………ひっく…………」

「ク……。だ、だから泣き止やめって──イタ、イタタタ───」

　しゃくる泣き声と、苦く悶もんの声。どういう状況なんだか。でも、どうやら自分が無事──この状況を無事と言うなら──らしいことがわかって、少しだけホッとした。

「聞いてるんですかっ!?」

「は、はいっ！」

　なんて、思う余よ裕ゆうすらボクには与えてくれないみたいで……。

　こんなに有う無むを言わせず自分の意見をぶつけてくる美み鈴すず川がわは初めてで、どう対処したらいいものやら。ここはもう平ひら謝あやまりに謝って、とにかく美鈴川の機き嫌げんを回復させるしかない。じゃないと、安心して眠ねむることも出来やしない。

「はいはいはい。取りあえずその辺にしといてあげなさいよ、エステル。折せつ角かく、目を覚ましたのに、話が全然前に進まないじゃないの」

「水みず落おち……？」

　呆あきれ返った声の方向に首を動かすと、扉とびらの前に水落が憮ぶ然ぜんとした面おも持もちで立っていた。

「おはよう、小こ林ばやしくん。また随ずい分ぶんと無む茶ちやをしてくれちゃったわね」

《女の子を泣かすような人はダメなのです》

　と、水落だけではなく心雨こさめちゃんまで───。

「あら。これはこれでいいんじゃないのかしら。あのエステルにこんなに仲のいいボーイフレンドが出来るなんて、思ってもいなかったもの。もういっそこのまま初孫が出来るところまで話を進めてくれちゃっても、お母さんは目を瞑つぶろうかしら」

「では、今夜はお赤飯の準備をいたしますか？」

　こらこらこらこら！

「ソコ！　とんでもなく話を飛ひ躍やくさせない！」

　何を勝手に穏おだやかな口調でボクの人生設計に関する青写真を描こうとしてますか、紅音あかねさんにルーチェさんまで。

　そして───。

「リョーヘイさまにはリョーヘイさまの言い分もあるかと思いますが、わたくしからも苦言を一つ。リョーヘイさまはいま少し、エステルさまを労いたわって下さらないと困ります」

　ほぅ、とさくらちゃんがため息混じりに呟つぶやいた。

「さくらちゃんも無事だったんだ……」

「はい。あの時、消えかけていたのはリョーヘイさまの『魂ココロ』だけでございましから……」

「そうか……。でも、良かった」

　さくらちゃんも無事で、美鈴川も無事で。……ついでに水落も無事で、本当に。

「全然っ良くない！　あれからどれくらいの騒さわぎになったと思ってるの!?」

「え、いや、アレは……」

「屋上の爆ばく発はつ！　破壊された給水塔とうに一階の廊ろう下か！　バタバタ倒れた生徒の山！　やれテロだの誤ご爆ばくだのでマスコミはやって来るわ、大変な騒さわぎになったんだから！」

　う、やっぱりそうなってしまうのか。

　だけどもまぁ、どんなに必死に調査したって何も出てきやしないだろうけど。警察だって消防だって、爆発の原因が魔ま法ほうだなんて絶対にわからない。倒れた生徒や目もく撃げき証言だって、集団幻覚とガス中毒とか、当たり障さわりのない理由で片付けられるのだろう。

　でも、警察とか消防とかはどうでもいい。

　ボクが気にしているのは、あの時の美み鈴すず川がわを誰かに見られてないか、ただのその一点にしかないのだから。

「……誰も、何も、見てないそうよ。少なくとも、今のところはね」

　それを聞いて少し安心した。

　あの時はなんだかんだと言ったけど、誰にもバレないのが一番いいことなんだから。

「──ちなみに現在、学校は一週間ほど休校状態でございます。後ほど授業代わりのプリント問題をお持ちいたしますので、後でしっかりと済ませておいて下さい」

「うげ……」

　破壊の仕方が、まだ甘あまかったか。どうせならこのまま夏休みに（現在五月）に突入するくらい派手に暴れるよう、美鈴川を焚たき付けるべきだったのかもしれない。

　もったいないことをした。

「まぁ、学校のこともですが……今はリョーヘイさまの身体からだの方が問題かと」

　さくらちゃんが言うと、皆が一いつ斉せいに「あー」と下を向いてしまった。

　なんだ、なんなんだ？　一同の「うわっ、ついにその話題にふれちゃったよ」みたいな雰ふん囲い気きに、不安の滲にじんだボクの頰ほおを冷たい汗あせが流れ落ちた。

「あの、どうしてみんなでそんな顔をするワケですか？」

　恐る恐る訊たずねると、

「小こ林ばやしくん、アナタまさか気付いてないの？」

　目を丸くした水みず落おちから、思いがけない言葉が返ってきた。

「遼りよう平へいくん。さくらを見て、何か違和感はないかしら？」

「さくらちゃんを、ですか？」

　紅音あかねさんに促うながされ、ボクはさくらちゃんを見やった。

　そういえば今日は随ずい分ぶんとさくらちゃんの姿がハッキリと見えるような？　逆にどういうワケか隣となりに立つ美鈴川の方が掠かすれて見えるんだから、驚いた。

《ひょっとして、頭を強く打ちすぎましたですか？》

　いっぺん裸はだかにひん剝むいて、どこまで精密に人体構造が再現されているのか隅すみ々ずみまで調べてみたろかこのロリ使い魔フアミリアめ！

「あの、リョーヘイさま。では、エステルさまを見て何かお気付きになられたことは？」

「気付いたことって言われても……」

　だから、さっきから霞かすんで見える。それ以外には特に──って、あれ？　他の皆は普通に見えるのに、なんで美み鈴すず川がわだけが霞んで見えるんだろう。いや、霞んで見えるっていうか、透すけて見えているのか？　例えるなら、この前までのさくらちゃんみたいに───。

「………!?」




　コノマエマデノ、サクラチャンミタイニ───？




　いや、待て。待って下さい。

　そうと決め付けるのは早計だ、早計。オーケイ、クールかつスピード感のある対応を考えようじゃないか。せめて目でも擦こすってもう一回、ジックリ美鈴川を見てからだ。

　痛みを我が慢まんしてゴシゴシと目を擦り、ボクは何度も何度も美鈴川を見やった。

　だけど、結果は同じだった。

　しかも心なしか、擦った手がさくらちゃんのソレより一回りほど小さかった。

「………」

　噴ふき出す汗あせが止まらない。

　バックンバックン鳴る心臓は元気だったけど、あまりにも胡散臭うさんくさい響きだった。

　貫かれた胸の痛み。

　怪け我がのワリには尋じん常じようでない回復ぶりと、奇き妙みような身体からだの違和感。

　自分の身体が自分のものでないようなその感覚は、まさに既視感デ・ジヤヴと言ってもよかった。

　そして胸の辺りを触さわってみる。すると先日までのボリュームたっぷりな膨ふくらみが、憐あわれなまでにまるでゼロ。すごく健気けなげで可哀想かわいそうな感かん触しよくしかない。そして決定的なのが、さっきから視界に掛かる金色の前髪がみ……。いや、二度あることは三度あるとは言うけどね？　それに確かに言いましたよ？　ずっと一緒だって。でもそれは観念的な意味合いであって、誰が物理的に一緒になると言いましたか？

　それが、なんで───。

「な、なんで今度は美鈴川の身体になってるんだよ!?」

《だ、だって一度剝はがれた身体に着け直すなんてわたしには無理だったし、他に手頃で空いている身体がなくって───！》

「手頃って……た、例えばそこ居る水みず落おちの身体を使うことだって出来たんだろ!?」

　いや、そうじゃなくて。美鈴川だから嫌いやだとか水落の身体が良かったとか、そういう問題じゃなくて──だ、だめだ。何を口走っているんだ、ボクは!?

「一応、理論的にはね」

　水みず落おちはフッと小さな笑みを浮かべ。

「だが、断る」

「お前なあ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！」

《あ、あの、リョーヘイくん……》

　おずおずとした美み鈴すず川がわが、申し訳なさそうに上うわ目め遣づかいの身をコチラに向けて。

《ごめんなさい》

「………」

　アハ、アハハハ───バタリ。

《わ、リョーヘイくん!?　しっかりして下さいリョーヘイくん！》

　世界がグルグルと回った。

　回る天てん井じようを見ながら考えた。これからのこと、自分のこと、美鈴川のこと。ああ、でも今回は水落もバッチリ関わっているみたいだから、共犯者が増えたのかなぁー。でも水落の場合はソレをネタに強請ゆすってきそうでマジ怖い。

　つーか、ボクはいつになったら自分の身体からだに戻れるのだろう？

　まぁ、もうしばらくは美鈴川とさくらちゃんと、三人で一緒に居られるのはそんなに悪くない話かもとかぼんやり考えながら──ボクは静かに意識を失った。










　　　あとがき







　勝負とは、下げ駄たを履はくまでわからない───。




　こんにちは＆お久しぶりの一いつ色しきです。気がつけば前回の作品を書いてから一年と半年近くも過ぎてしまって、なんかもう色々と申し訳ない気持ちでいっぱいです。

　でも、言わせて下さい。一色銀ぎん河がに──いえ、関かん西さい圏けんに２００８年はなかったんです。

　ええ、そうですとも。そんな年は存在しないんです。黒歴史なんです。

　主に精神的な意味で！

　……えー、話を電撃文庫に戻しましょう。

　今回、担たん当とうさんに新しく新進気鋭のＴさんが加わりました。

　デビュー以来、ずっと担当をしてくれましたＵさんは後こう見けん人にんという事で、今後は二人掛かりで一色をフルボッコ──もとい、強力にサポートしてくれます。決して一色が素そ行こう不良で、担当が一人だと手がつけられないとか、そういう事ではありませんヨ？

　このＴさん、すごいです。ヤル気です。打ち合わせの長電話はハンパないです。気がつくと日付が代わったりしています。睡眠時間ブレイカーです。メールのレスも早いです。っていうかこの人、何時いつ寝ているんだろうという時間にメールが来たりします。

　若いって、いいなぁー（誰のせいでそんな時間まで仕事しているのかはさておき）。

　さて、そんなＴさんの紹介で、今回はひづき夜や宵よいさんにイラストを描いて頂きました。

　こちらも凄すごいです。ラフ絵の段階で悶もん絶ぜつしてしまいました。エステル、さくらも可愛かわいいんですけど、一色的には特に紅音あかねとか紅音とか紅音とか！　紅音のラフ絵を拝見した直後、脳のう汁じるの命じるがままに、急きゆう遽きよ紅音の登場シーンを加筆してしまいました。もっと増やしたいと言ったら却きやつ下かされました。いいじゃないですか、童顔の人ひと妻づま！　次回はもう紅音がヒロインです。女子高生のヒロインなんて飾りです。エライ人にはソレがわからんのです！




　と、いう辺りでそろそろページがなくなってきました。毎回毎回、遅筆な作者を支えてくれる編集部の皆さま。ご多た忙ぼうの中、快くイラストを引き受けて下さいましたひづき夜宵さま。本当にありがとうございました。色々と手伝ってくれる知人一同にも感謝です。

　次回作は、もっと早く出せたらいいなと祈りつつ───。








２００９年春　今年のテーマはリベンジしかないと──一色銀河
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一いっ色しき銀ぎん河が

先日、日本人の原点を再認識すべく、伊勢へと行って参りました。驚くべき事に、かの地では肉まんの肉が松坂牛でありました。うーむ。恐るべし、伊勢。そのけしからん美味さに、やはり伊勢は素晴らしい場所だと再認識いたしました。（あれ？　日本の原点は？）
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イラスト／ひづき夜や宵よい

都内某所にて絵や漫画を描いて暮らしています。

美少女フィギュアとキシリトールガムが主食。




代表作：『恋姫[image: ]夢想』（電撃G's Festival! Comic）

　　　　『リミットレス！』シリーズ挿絵（ＭＦ文庫Ｊ）

　　　　『ピコっとチョコラ』（FlexComix）




ＨＰ「八卦電影城」　http://8kd.moo.jp
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とぅ うぃっち せる!








一いっ色しき銀ぎん河が
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